
平成２７年度第７回ＳＰＯＤネットワークコア運営協議会 議事次第 

 

日 時：平成２７年１２月２１日（月）１４：１５～１５：５０ 

場 所：愛媛大学 校友会館２階 サロン 

議 題： 

 

  １．平成２８年度ＳＰＯＤ事業計画について 

・平成２８年度ＳＰＯＤ事業計画（案）                    【資料１－１】 

・ＳＰＯＤフォーラム２０１６の開催について（案）              【資料１－２】 

 

２．ＳＰＯＤ事業経費について 

・平成２８年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」事業経費（案）【資料２－１】 

・平成２７年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」事業経費執行状況 

【資料２－２】 

 

   ３．平成２８年度ＳＰＯＤ内講師派遣について                    

   ・平成２８年度ＳＰＯＤ内講師派遣プログラム一覧（案）          【資料３－１】 

   ・平成２８年度ＳＰＯＤ内講師派遣プログラム概要（案）          【資料３－２】 

   ・平成２８年度ＳＰＯＤ内講師派遣プログラム希望調査（様式）      【資料３－３】 

 

   ４．研修プログラムガイド２０１６について         

・「研修プログラムガイド２０１６」の作成について（案）        【資料４－１】 

 ・平成２８年度ＳＰＯＤに開放するプログラム（研修プログラムガイド２０１６掲載） 

一覧について                              【資料４－２】 

   ・平成２８年度学内向け研修プログラム一覧                   【資料４－３】 

   ・「研修プログラムガイド２０１６」チェックリスト（記載例）        【資料４－４】 

 

５．平成２７年度ＳＰＯＤ活動報告書について 

・平成２７年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」活動報告書 

（冊子版）構成（案）                          【資料５－１】 

・平成２７年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」活動報告書 

（ＨＰ掲載用）構成（案）                             【資料５－２】 

 ・平成２７年度ＦＤ／ＳＤ活動の取組報告（案）            【資料５－３】 

・平成２６年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」活動報告書 目次 

                                   【参考資料１－１】 

   ・平成２７年度ＳＰＯＤ事業計画                 【参考資料１－２】 

 

   ６．平成２７年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」総会及び 

ＦＤ／ＳＤ分科会の開催について           

・平成２７年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」総会及び 

ＦＤ／ＳＤ分科会 実施要項（案）                     【資料６】 

 

   ７．平成２７年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」会計監査の実施について 



・平成２７年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」会計監査実施要項（案） 

                          【資料７】 

・「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」会計監査実施要領      【参考資料２－１】 

・「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」役員名簿      【参考資料２－２】 

  

  ８．平成２７年度ＳＰＯＤ事業評価委員会委員開催について 

・平成２７年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」（ＳＰＯＤ） 

事業評価委員会実施要項（案）                       【資料８】 

・「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」（ＳＰＯＤ）事業評価委員会要項 

                        【参考資料３－１】 

・「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」事業評価委員会委員名簿        

                                    【参考資料３－２】 

 

９．各コア校で実施する新任教員研修について  

・第24/25回愛媛大学授業デザインワークショップアンケート集計結果    【資料９－１】 

・授業設計ワークショップアンケート集計結果                       【資料９－２】 

・新任教員研修会「よりよい授業のためのＦＤワークショップ」 

アンケート集計結果                                 【資料９－３】 

・学生の学びを支援する授業準備ワークショップアンケート集計結果     【資料９－４】 

・第24/25回愛媛大学授業デザインワークショップ実施要項      【参考資料４－１】 

･授業設計ワークショップ実施要項                         【参考資料４－２】 

･よりよい授業のためのＦＤワークショップ実施要項         【参考資料４－３】 

・学生の学びを支援する授業準備ワークショップ実施要項及びチラシ  【参考資料４－４】 

 

１０．平成２７年度大学人，社会人としての基礎力養成プログラム研修について 

・平成２７年度大学人，社会人としての基礎力養成プログラム研修（共通科目） 

（第１回，第２回）アンケート集計結果               【資料１０－１】 

・平成２７年度大学人，社会人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅡ） 

アンケート集計結果                        【資料１０－２】 

・平成２７年度大学人，社会人としての基礎力養成プログラム研修（共通科目） 

（第１回，第２回）実施要項                  【参考資料５－１】 

・平成２７年度大学人，社会人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅡ）実施要項 

                       【参考資料５－２】 

 

１１．各コア校で開催するプログラム等について 

・大学教育カンファレンスin徳島（徳島大学）について          【資料１１－１】 

・愛媛大学教育改革シンポジウムについて              【資料１１－２】 

・「学生主体」の授業デザインワークショップ（高知大学）について 

【資料１１－３】 

 

１２．その他 

・ＳＰＯＤ将来構想案について                      【資料１２】 

 



 

 

 

 

平成２８年度ＳＰＯＤ事業スケジュール（案） 

 

 

 

１．ＳＰＯＤ共通事業 

・ＳＰＯＤフォーラム 

平成２８年８月２４（水）～２６日（金）（３日間） 開催場所：愛媛大学 

    「全体テーマ：経験を学びに変える（仮）」 

トップリーダーセミナーを併せて開催 

教職員能力開発拠点（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）後援 

・ＳＰＯＤ内講師派遣（加盟校単位 各１回 計２４回） 開催場所：各加盟校 

     原則として，１法人あたり１回とする。ただし，高等専門学校については，１校あた

り１回とする。ＳＤプログラムを充実させる予定。   

・ＦＤ・ＳＤに関する調査研究   

   ・ＳＰＯＤ将来構想ワーキンググループ 

・情報提供サービス 

①研修プログラムガイド２０１６の発行（年１回、冊子及びホームページ掲載） 

②平成２８年度ＳＰＯＤ活動報告書の発行（年１回、冊子及びホームページ掲載） 

③ＳＰＯＤホームページの管理・更新 

④ＳＰＯＤメールマガジンの発行（月１回程度） 

・その他コア運営協議会で承認された事業，プログラム等 

 

 

 

２．ＦＤ事業  

・ＦＤ担当者研修  開催場所：愛媛大学 

・新任教員研修（年５回）の実施・公開 開催場所：各コア校（愛媛大学は２回実施） 

・ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ（年２回）の公開・実施 

    ①全加盟校教員対象（年１回） 

     開催場所：徳島大学   

②高専対象（年１回） 開催場所：愛媛大学   

     開催場所：愛媛大学 

・各種ＦＤプログラムの開発・実施 開催場所：各加盟校 

     研修プログラムガイド２０１６に掲載したプログラム 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－１
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３．ＳＤ事業    

   ・大学人・社会人としての基礎力養成プログラム（年５回）  

開催場所：高知大学，愛媛大学 

     レベルⅠ（新任職員研修） １回（高知大学） 

     レベルⅠ １回（愛媛大学） 

レベルⅡ １回（愛媛大学） 

レベルⅢ １回（愛媛大学） 

共通科目 １回（愛媛大学） 

     主担当：ＳＰＯＤ事務局 協力校：高知大学，愛媛大学 

・国際連携系職員養成研修（年１回） 開催場所：愛媛大学 

・社会連携系職員養成研修（年１回） 開催場所：愛媛大学 

ＳＰＯＤフォーラム２０１６において開催 

  主担当：ＳＰＯＤ事務局 協力校：愛媛大学 

・次世代リーダー養成ゼミナール（年４回） 

開催場所：愛媛県，香川県，徳島県，高知県 

主担当：ＳＰＯＤ事務局 協力校：高知大学各コア校  

・職員のための講師養成講座（年２回）開催場所：愛媛大学２回 

主担当校：ＳＰＯＤ事務局 協力校：愛媛大学 

   ・各種ＳＤプログラムの開発・実施  開催場所：各加盟校 

     研修プログラムガイド２０１６に掲載したプログラム 

 

 

 

４．ＳＰＯＤ運営 

   ①総会（年１回）  

   ②ネットワークコア運営協議会（月１回程度） 

   ③事業評価委員会（年１回）  

   ④監査（年１回） 

⑤その他 

ⅰ．ＦＤ／ＳＤ分科会  

     ・ＦＤ分科会（年１回） 総会と同日開催 

     ・ＳＤ分科会（年１回） 総会と同日開催 

ⅱ．ＳＰＯＤ加盟校県内会議 四国各県において必要に応じて実施 
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※赤字箇所 昨年度からの主な変更箇所 

 

平成２８年度ＳＰＯＤ事業スケジュール（案） 

 

 

１．ＳＰＯＤ共通事業 

・ＳＰＯＤフォーラム 

平成２８年８月２４（水）～２６日（金）（３日間） 開催場所：愛媛大学 

    「全体テーマ：経験を学びに変える（仮）」 

トップリーダーセミナーを併せて開催 

教職員能力開発拠点（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）と共催後援 

・ＳＰＯＤ内講師派遣（加盟校単位 各１回 計２４回） 開催場所：各加盟校 

     原則として，１法人あたり１回とする。ただし，高等専門学校については，１校あた

り１回とする。ＳＤプログラムを充実させる予定。   

   ・ＳＰＯＤ将来構想ワーキンググループ 

・ＦＤ・ＳＤに関する調査研究プロジェクト事業   

年１テーマを研究対象とする予定  

①連携効果・組織変容検証プロジェクト（ＦＤ部門） 

      ②連携効果・組織変容検証プロジェクト（ＳＤ部門） 

・情報提供サービス 

①研修プログラムガイド２０１６の発行（年１回、冊子及びホームページ掲載） 

②平成２８年度ＳＰＯＤ活動報告書の発行（年１回、冊子及びホームページ掲載） 

③ＳＰＯＤホームページの管理・更新 

④ＳＰＯＤメールマガジンの発行（月１回程度） 

・その他コア運営協議会で承認された事業，プログラム等 

 

 

２．ＦＤ事業  

・ＦＤ担当者研修  開催場所：愛媛大学 

・新任教員研修（年５回）の実施・公開 開催場所：各コア校（愛媛大学は２回実施） 

・ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ（年２回）の公開・実施 

    ①全加盟校教員対象（年１回） 

     開催場所：徳島大学   

②高専対象（年１回） 開催場所：愛媛大学   

・ティーチング・ポートフォリオ，アカデミック・ポートフォリオ作成ワークショップの

実施・公開 ※ 

     開催場所：愛媛大学 

・各種ＦＤプログラムの開発・実施 開催場所：各加盟校 

     研修プログラムガイド２０１６に掲載したプログラム 
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３．ＳＤ事業    

   ・大学人・社会人としての基礎力養成プログラム（年５回）  

開催場所：高知大学，愛媛大学 

     レベルⅠ（新任職員研修） １回（高知大学） 

     レベルⅠ １回（愛媛大学） 

レベルⅡ １回（愛媛大学） 

レベルⅢ １回（愛媛大学） 

共通科目 １回（愛媛大学） 

     主担当：ＳＰＯＤ事務局 協力校：高知大学，愛媛大学 

・国際連携系職員養成研修（年１回） 開催場所：愛媛大学 

・社会連携系職員養成研修（年１回） 開催場所：愛媛大学 

ＳＰＯＤフォーラム２０１６において開催 

  主担当：ＳＰＯＤ事務局 協力校：愛媛大学 

・次世代リーダー養成ゼミナール（年４回） 

開催場所：愛媛県，香川県，徳島県，高知県 

主担当：ＳＰＯＤ事務局 協力校：高知大学各コア校  

・職員のための講師養成講座（年２回）開催場所：愛媛大学２回 

主担当校：ＳＰＯＤ事務局 協力校：愛媛大学 

   ・各種ＳＤプログラムの開発・実施  開催場所：各加盟校 

     研修プログラムガイド２０１６に掲載したプログラム 

・スタッフ・ポートフォリオの作成ワークショップ 

※教職員能力開発拠点（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）主催事業として実施 

 

 

 

４．ＳＰＯＤ運営 

   ①総会（年１回）  

   ②ネットワークコア運営協議会（月１回程度） 

   ③事業評価委員会（年１回）  

   ④監査（年１回） 

⑤その他 

ⅰ．ＦＤ／ＳＤ分科会  

     ・ＦＤ分科会（年１回） 総会と同日開催 

     ・ＳＤ分科会（年１回） 総会と同日開催 

ⅱ．ＳＰＯＤ加盟校県内会議 四国各県において必要に応じて実施 

 

※を付したプログラムについては，教職員能力開発拠点（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）主催事業と

して実施し，ＳＰＯＤ加盟校にも開放する。 
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ＳＰＯＤフォーラム２０１６の開催について（案） 
 
 

（趣旨） 
 「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ネットワーク略称＝ＳＰＯＤ）」の企画と
して、ＳＰＯＤの実施する研修プログラム等を集中的に提供する。 

 
 

（主催） 
  四国地区大学教職員能力開発ネットワーク 
 
 
（後援） 

愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室（教職員能力開発拠点） 
 
 
（日時・会場） 
 日時 平成２８年８月２４日（水）～ ８月２６日（金） 
 会場 愛媛大学城北キャンパス 法文学部講義棟，南加記念ホールほか 

 
 
（全体テーマ） 
  経験を学びに変える（仮） 
  
 
（参加対象者） 
 １．「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」加盟校の教職員 
 ２．１．以外で，高等教育機関に所属している方及び高等教育行政に携わって 

いる方 
    ※ＳＰＯＤ加盟校の参加者を優先する。 
    ※民間企業に勤務している方の参加はお断りする。 
 
 
（内容） 
  あらゆる立場の教職員が、その場でスキルアップにつながるような実践的なプログラム
を提供する。 

 

資料１－２
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依

頼

3
1
5
：
3
0

～
1
7
：
3
0

大
人

数
講

義
法

の
基

本

1
0
：
0
0

～
1
2
：
0
0

国
際

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
◆

2
1
3
：
0
0

～
1
5
：
0
0

コ
ア

校
依

頼
コ

ア
校

依
頼

ト
ッ

プ
リ

ー
ダ

ー
セ

ミ
ナ

ー
コ

ア
校

依
頼

3
1
5
：
3
0

～
1
7
：
4
5

1
1
0
：
0
0

～
1
2
：
0
0

2
1
3
：
0
0

～
1
5
：
0
0

受
講

者
多

数
プ

ロ
グ

ラ
ム

２
回

目
？

2
1
0

1
8
0

2
4
0

3
0
0

4
0
0

1
8
0

合
計

定
員

1
7
1
0
名

（
今

年
度

定
員

：
1
6
6
1
名

、
実

数
1
5
6
0
名

）

会
場

定
員

8 月 2 5 日 （ 木 ） 8 月 2 6 日 （ 金 ）

1
8
：
1
5
　

　
～

2
0
:1

5
情

報
交

換
会

8 月 2 4 日 （ 水 ）

1
7
:4

0
　

～
　

1
9
:0

0
ポ

ス
タ

ー
セ

ッ
シ

ョ
ン

（
共

通
教

育
講

義
棟

Ｂ
 ２

０
１

講
義

室
）

S
P

O
D

フ
ォ

ー
ラ

ム
２

０
１

６
開

催
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
案

）
　

　
　

　
 全

体
テ

ー
マ

：
「
経

験
を

学
び

に
変

え
る

（
仮

）
」

Ｆ
Ｄ

プ
ロ

グ
ラ

ム
Ｓ

Ｄ
プ

ロ
グ

ラ
ム

Ｆ
Ｄ

／
Ｓ

Ｄ
共

通
プ

ロ
グ

ラ
ム

コ
ア

校
依

頼
プ

ロ
グ

ラ
ム

◆
を

付
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

　
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
－

Ｓ
Ｄ

マ
ッ

プ
に

基
づ

き
開

講
さ

れ
る

プ
ロ

グ
ラ

ム

2



ジ
ャ

ン
ル

Ｎ
ｏ
.

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

徳
島

大
学

香
川

大
学

愛
媛

大
学

高
知

大
学

阿
南

高
専

H
2
8
新

規
H

2
7
新

規
H

2
7
開

催
数

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
1

S
P

O
D

課
題

発
見

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
※

 加
盟

校
へ

訪
問

し
て

の
Ｆ

Ｄ
・
Ｓ

Ｄ
の

現
状

と
課

題
に

関
す

る
情

報
交

換
，

成
功

事
例

の
紹

介
等

，
加

盟
校

の
実

態
に

合
わ

せ
て

内
容

，
形

態
と

も
柔

軟
に

対
応

し
ま

す
。

徳
島

県
内

担
当

香
川

県
内

担
当

愛
媛

県
内

担
当

高
知

県
内

担
当

2
学

生
の

学
び

を
促

す
シ

ラ
バ

ス
の

書
き

方
宮

田
葛

城
小

林
,仲

道
塩

崎
,立

川
,俣

野
1

3
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
・
シ

ラ
バ

ス
の

作
成

方
法

宮
田

立
川

4
学

習
者

の
学

習
意

欲
を

高
め

る
授

業
設

計
を

行
う

た
め

の
　

　
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
（
ID

）
入

門
　

　
　

～
A

R
C

S
動

機
づ

け
モ

デ
ル

の
活

用
～

仲
道

1

5
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
授

業
と

は
？

塩
崎

,立
川

,俣
野

,杉
田

1

6
大

人
数

講
義

を
魅

力
的

に
す

る
テ

ク
ニ

ッ
ク

川
野

,上
岡

葛
城

,佐
藤

小
林

杉
田

7
講

義
に

小
グ

ル
ー

プ
・
ペ

ア
学

習
を

取
り

入
れ

た
授

業
デ

ザ
イ

ン
　

吉
田

西
本

俣
野

8
学

生
が

動
く
・
変

わ
る

・
活

き
活

き
す

る
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
進

め
方

西
本

小
林

塩
崎

,立
川

,俣
野

9
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
誘

う
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
手

法
  

～
物

理
，

化
学

の
実

践
例

よ
り

～
（
新

規
）

立
川

○

1
0

学
生

の
学

び
や

す
さ

と
学

習
意

欲
を

高
め

る
授

業
設

計
～

課
題

分
析

図
の

活
用

～
仲

道
○

2

1
1

効
果

的
な

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
活

用
方

法
仲

道
立

川
1

1
2

基
礎

か
ら

学
ぶ

学
習

評
価

法
宮

田
,川

野
,吉

田
,上

岡
佐

藤
 塩

崎
,俣

野

1
3

受
講

生
が

楽
し

く
集

中
し

て
参

加
す

る
授

業
の

雰
囲

気
作

り
　

小
林

忠
,加

地
立

川
,杉

田
○

3

1
4

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
視

点
を

取
り

入
れ

た
授

業
づ

く
り

の
ポ

イ
ン

ト
（
新

規
）

杉
田

,立
川

○

1
5

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
を

見
直

し
ま

せ
ん

か
？

～
ア

ン
ケ

ー
ト

の
効

果
的

実
施

と
活

用
方

法
～

塩
崎

,立
川

,俣
野

1
6

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

入
門

～
教

育
実

践
の

リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
～

小
林

,清
水

1

1
7

高
専

生
を

元
気

に
す

る
学

生
指

導
法

の
コ

ツ
坪

井

1
8

担
任

教
員

に
求

め
ら

れ
る

こ
と

～
担

任
ス

キ
ル

開
発

ワ
ー

ク
～

坪
井

1
9

事
例

か
ら

見
た

，
学

生
・
保

護
者

か
ら

信
頼

さ
れ

る
高

専
教

育
　

坪
井

1

2
0

今
す

ぐ
役

立
つ

授
業

T
ip

s　
ア

ク
テ

ィ
ブ

･ラ
ー

ニ
ン

グ
の

ス
タ

ー
ト

　
坪

井
○

1

2
1

講
義

V
T
R

簡
単

作
成

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
と

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

へ
の

活
用

（
新

規
）

坪
井

○

2
2

大
学

職
員

の
た

め
の

企
画

力
養

成
講

座
阿

部
,仲

道
,清

水
,丸

山

2
3

若
手

・
中

堅
職

員
の

た
め

の
判

断
力

・
決

断
力

養
成

講
座

阿
部

,仲
道

,清
水

,丸
山

2
4

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

・
デ

ザ
イ

ン
（
ID

／
教

育
設

計
）
を

活
用

し
た

企
画

・
立

案
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
仲

道
○

1

2
5

教
職

員
の

た
め

の
P
o
w

e
rP

o
in

t
　

　
～

3
0
分

で
マ

ス
タ

ー
す

る
P
P
T
、

プ
レ

ゼ
ン

資
料

か
ら

ポ
ス

タ
ー

作
成

ま
で

～
立

川
○

1

2
6

教
職

員
の

た
め

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

～
説

得
力

の
あ

る
話

し
方

，
組

み
立

て
方

～
 

立
川

○
1

2
7

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
力

養
成

講
座

　
仲

道
○

1

2
8

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
入

門
　

丸
山

, 仲
道

1

2
9

マ
イ

ン
ド

マ
ッ

プ
入

門
講

座
（
3
時

間
）
　

俣
野

3
0

大
学

組
織

を
理

解
す

る
（
新

規
）

中
井

○

3
1

後
輩

の
成

長
を

促
す

コ
ー

チ
ン

グ
（
新

規
）

小
林

忠
,清

水
○

3
2

円
滑

な
会

議
運

営
の

た
め

の
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

入
門

（
新

規
）

清
水

,小
林

忠
○

3
3

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
入

門
（
新

規
）

村
田

,丸
山

○

3
4

チ
ー

ム
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
（
新

規
）

村
田

○

3
5

身
近

な
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
教

育
改

善
（
新

規
）

清
水

,加
地

杉
田

○

3
6

組
織

の
力

を
引

き
出

す
観

察
力

養
成

講
座

（
新

規
）

仲
道

○

3
7

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

入
門

～
職

員
と

大
学

が
共

に
輝

く
た

め
に

～
阿

部
,清

水
,丸

山

3
8

持
続

可
能

な
Ｓ

Ｄ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
手

法
阿

部
,丸

山

3
9

人
事

人
材

育
成

ビ
ジ

ョ
ン

の
必

要
性

阿
部

,丸
山

4
0

学
生

の
自

立
を

促
す

学
生

支
援

の
実

践
と

コ
ツ

葛
城

,佐
藤

塩
崎

,立
川

1

4
1

学
生

の
主

体
性

を
促

す
学

習
支

援
（
新

規
）

清
水

○

危
機

管
理

4
2

事
例

か
ら

考
え

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
阿

部
,吉

田
,倉

田
○

3

事
例

紹
介

4
3

学
生

が
輝

く
Ｆ

Ｄ
の

実
践

事
例

小
林

塩
崎

,立
川

,俣
野

1

平
成

２
８

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

一
覧

（
案

）

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発

人
材

育
成

・
人

事
制

度

業
務

改
善

高
専

向
け

授
業

改
善

・
教

授
法

学
生

支
援

（コア会議後修正）資料３－１



コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
1

S
P

O
D

課
題

発
見

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
Ｆ

Ｄ
・
Ｓ

Ｄ
の

現
状

と
課

題
に

関
す

る
情

報
交

換
，

成
功

事
例

の
紹

介
等

を
行

い
な

が
ら

当
該

組
織

に
お

い
て

Ｆ
Ｄ

・
Ｓ

Ｄ
を

効
果

的
に

進
め

る
た

め
の

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

を
行

い
ま

す
。

Ｆ
Ｄ

・
Ｓ

Ｄ
に

取
り

組
ん

で
い

る
が

マ
ン

ネ
リ

化
し

て
き

た
，

担
当

者
が

行
き

詰
っ

て
い

る
な

ど
の

課
題

が
あ

る
場

合
に

最
適

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
す

。
教

職
員

全
員

を
対

象
と

せ
ず

，
管

理
職

や
Ｆ

Ｄ
・
Ｓ

Ｄ
担

当
者

等
と

小
規

模
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

形
式

で
実

施
し

ま
す

。

2
学

生
の

学
び

を
促

す
シ

ラ
バ

ス
の

書
き

方
シ

ラ
バ

ス
，

（
教

授
法

，
評

価
）

シ
ラ

バ
ス

は
，

授
業

デ
ザ

イ
ン

の
基

礎
で

あ
り

，
よ

り
良

い
シ

ラ
バ

ス
を

作
る

こ
と

は
よ

り
良

い
授

業
を

作
る

た
め

の
出

発
点

と
な

り
ま

す
。

し
か

し
，

シ
ラ

バ
ス

を
作

る
た

め
に

は
，

様
々

な
授

業
形

態
，

評
価

方
法

と
い

っ
た

知
識

が
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
ま

た
，

授
業

全
体

を
わ

か
り

や
す

く
構

築
す

る
デ

ザ
イ

ン
力

も
必

要
と

な
り

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
，

参
加

者
の

皆
さ

ん
に

良
い

授
業

の
ヒ

ン
ト

を
持

ち
帰

っ
て

い
た

だ
く
た

め
，

シ
ラ

バ
ス

の
定

義
，

目
的

・
目

標
の

設
定

，
授

業
内

容
。

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
デ

ザ
イ

ン
，

評
価

方
法

の
選

択
に

つ
い

て
具

体
例

を
示

し
な

が
ら

解
説

し
ま

す
。

ま
た

，
学

生
の

時
間

外
学

習
を

促
す

事
例

も
紹

介
し

ま
す

。
シ

ラ
バ

ス
を

持
参

の
上

参
加

い
た

だ
け

れ
ば

，
そ

の
場

で
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
し

て
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。

3
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
・
シ

ラ
バ

ス
の

作
成

方
法

シ
ラ

バ
ス

，
（
教

授
法

，
評

価
）

シ
ラ

バ
ス

は
，

学
習

目
標

や
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
が

書
か

れ
た

，
授

業
に

関
す

る
最

大
重

要
文

書
と

言
え

ま
す

。
と

こ
ろ

が
，

教
員

が
期

待
す

る
ほ

ど
に

は
，

学
生

は
注

意
深

く
シ

ラ
バ

ス
を

読
ん

で
い

な
い

の
も

事
実

で
す

。
た

と
え

，
学

生
が

読
ん

だ
と

し
て

も
，

教
員

が
持

つ
背

景
的

知
識

を
踏

ま
え

て
シ

ラ
バ

ス
の

内
容

を
理

解
す

る
こ

と
は

困
難

で
す

。
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
・
シ

ラ
バ

ス
と

は
，

学
習

内
容

を
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

，
ダ

イ
ア

グ
ラ

ム
，

樹
形

図
と

し
て

一
枚

の
マ

ッ
プ

に
表

現
し

た
も

の
で

す
。

学
生

は
こ

れ
を

読
む

こ
と

に
よ

っ
て

，
学

習
目

標
や

内
容

を
効

果
的

に
理

解
で

き
る

だ
け

で
な

く
，

容
易

に
記

憶
に

と
ど

め
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

教
員

は
，

こ
れ

を
通

し
て

，
自

ら
の

授
業

内
容

や
キ

ー
ワ

ー
ド

を
精

選
し

，
構

造
を

明
確

化
し

，
よ

り
円

滑
な

流
れ

で
授

業
の

再
構

成
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
・
シ

ラ
バ

ス
の

意
義

や
特

徴
を

簡
単

に
説

明
し

た
上

で
，

参
加

者
全

員
が

自
ら

の
授

業
に

つ
い

て
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
・
シ

ラ
バ

ス
を

書
く
個

人
ワ

ー
ク

に
取

り
組

み
ま

す
。

ペ
ア

・
ワ

ー
ク

に
よ

る
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
を

経
て

，
再

度
，

個
人

ワ
ー

ク
に

取
り

組
み

ま
す

。
参

加
者

は
担

当
し

て
い

る
授

業
の

う
ち

，
ど

れ
か

一
つ

の
シ

ラ
バ

ス
を

持
参

く
だ

さ
い

。

4

学
習

者
の

学
習

意
欲

を
高

め
る

授
業

設
計

を
行

う
た

め
の

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

・
デ

ザ
イ

ン
（
ID

）
入

門
～

A
R

C
S
動

機
づ

け
モ

デ
ル

の
活

用
～

授
業

設
計

，
動

機
づ

け
，

学
習

理
論

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
こ

れ
ま

で
自

身
が

実
施

し
て

き
た

教
育

に
対

す
る

考
え

方
や

実
施

方
法

に
つ

い
て

見
つ

め
直

し
，

何
が

課
題

で
あ

る
か

に
つ

い
て

考
え

る
と

こ
ろ

か
ら

は
じ

め
，

教
育

を
よ

り
効

果
的

・
効

率
的

・
魅

力
的

に
す

る
た

め
の

方
法

論
で

あ
る

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

デ
ザ

イ
ン

（
以

下
，

ＩＤ
と

い
う

）
の

中
か

ら
，

学
習

者
を

動
機

づ
け

す
る

た
め

の
手

法
（
Ａ

Ｒ
Ｃ

Ｓ
動

機
づ

け
モ

デ
ル

）
や

学
習

者
の

学
び

を
支

援
す

る
た

め
の

働
き

か
け

に
関

す
る

理
論

を
事

例
と

と
も

に
学

び
，

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
形

式
に

て
課

題
解

決
策

の
糸

口
を

探
っ

て
い

き
ま

す
。

5
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
授

業
と

は
？

教
授

法
，

動
機

づ
け

や
る

気
（
学

ぶ
意

欲
）
は

，
学

生
の

授
業

態
度

，
授

業
外

で
の

自
主

学
習

の
質

や
量

，
最

終
的

に
学

習
成

果
を

決
定

す
る

要
因

で
す

。
授

業
を

通
し

て
学

生
の

や
る

気
を

引
き

出
す

こ
と

は
私

た
ち

の
大

切
な

役
割

で
す

。
D

V
D

教
材

を
使

用
す

る
，

グ
ル

ー
プ

活
動

を
行

わ
せ

る
，

ゲ
ー

ム
的

要
素

を
盛

り
込

む
等

，
学

生
の

や
る

気
を

引
き

出
す

方
法

は
様

々
で

す
が

，
そ

の
場

し
の

ぎ
の

活
動

に
な

っ
て

し
ま

う
と

学
習

成
果

は
期

待
で

き
ま

せ
ん

。
学

生
の

や
る

気
を

引
き

出
し

そ
の

や
る

気
を

保
持

す
る

た
め

の
理

論
的

な
枠

組
み

を
理

解
し

た
上

で
，

ど
の

よ
う

な
授

業
活

動
を

行
う

の
か

を
考

え
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

通
し

て
，

参
加

者
の

皆
さ

ん
に

学
生

の
や

る
気

を
引

き
出

す
た

め
の

理
論

的
な

枠
組

み
を

理
解

し
て

い
た

だ
き

，
授

業
に

役
立

つ
具

体
的

な
ア

イ
デ

ア
を

互
い

に
共

有
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
よ

り
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
で

実
り

の
あ

る
も

の
に

す
る

た
め

に
，

参
加

者
の

皆
さ

ん
は

，
自

分
の

授
業

に
お

い
て

学
生

の
や

る
気

を
引

き
出

す
た

め
に

ど
の

よ
う

な
工

夫
を

行
っ

て
い

る
の

か
を

箇
条

書
き

に
し

た
メ

モ
を

ご
持

参
く
だ

さ
い

。

6
大

人
数

講
義

を
魅

力
的

に
す

る
テ

ク
ニ

ッ
ク

教
授

法
，

講
義

法

「
よ

い
」
講

義
と

は
こ

こ
で

は
，

聞
き

手
の

学
生

に
と

っ
て

分
か

り
や

す
く
，

知
的

な
緊

張
感

が
あ

り
，

さ
ら

に
学

生
が

参
加

す
る

（
し

た
気

に
さ

せ
る

）
講

義
，

と
い

う
こ

と
に

し
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
学

生
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
る

方
法

，
講

義
に

参
加

さ
せ

る
方

法
や

授
業

効
果

を
高

め
る

方
法

な
ど

，
大

人
数

の
学

生
を

聴
衆

と
し

た
「
よ

い
」
講

義
を

す
る

た
め

に
気

を
つ

け
て

お
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

様
々

な
授

業
ス

キ
ル

を
，

実
例

や
実

習
を

通
し

て
習

得
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
大

人
数

講
義

で
も

取
り

入
れ

る
こ

と
が

可
能

な
，

簡
単

な
参

加
体

験
型

授
業

/
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

型
授

業
の

一
例

と
し

て
，

受
講

者
に

実
際

に
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
体

験
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。

7
講

義
に

小
グ

ル
ー

プ
・
ペ

ア
学

習
を

取
り

入
れ

た
授

業
デ

ザ
イ

ン
教

授
法

，
グ

ル
ー

プ
学

習

“
学

び
の

プ
ロ

セ
ス

に
学

生
自

身
が

ど
れ

だ
け

関
わ

る
こ

と
が

で
き

た
か

”
が

学
習

成
果

を
左

右
す

る
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

こ
こ

数
年

，
学

生
参

加
型

や
双

方
向

型
授

業
と

い
っ

た
名

称
の

授
業

が
増

え
て

き
て

い
る

こ
と

の
大

き
な

理
由

が
こ

こ
に

あ
り

ま
す

。
そ

こ
で

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
，

授
業

の
活

動
性

を
高

め
る

た
め

に
，

講
義

の
一

部
に

グ
ル

ー
プ

学
習

や
ペ

ア
学

習
を

取
り

入
れ

て
み

た
い

と
考

え
て

い
る

教
員

を
主

な
対

象
と

し
て

，
そ

の
た

め
の

考
え

方
や

方
法

（
主

に
協

同
教

育
の

理
論

）
を

参
加

メ
ン

バ
ー

と
共

に
学

び
，

理
解

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

実
施

さ
れ

ま
す

。

内
容

概
要

キ
ー

ワ
ー

ド

                    授 業 改 善 ・ 教 授 法                 

平
成

２
８

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

ジ
ャ

ン
ル

Ｎ
ｏ
.

各
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
は

各
校

の
ご

希
望

に
応

じ
て

可
能

な
限

り
柔

軟
に

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
，

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
決

定
後

，
担

当
講

師
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

（コア会議後修正）資料３－２
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内
容

概
要

キ
ー

ワ
ー

ド平
成

２
８

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

ジ
ャ

ン
ル

Ｎ
ｏ
.

各
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
は

各
校

の
ご

希
望

に
応

じ
て

可
能

な
限

り
柔

軟
に

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
，

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
決

定
後

，
担

当
講

師
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

8
学

生
が

動
く
・
変

わ
る

・
活

き
活

き
す

る
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
進

め
方

教
授

法
，

グ
ル

ー
プ

学
習

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

取
り

入
れ

た
参

加
型

授
業

形
式

を
取

り
入

れ
る

大
学

教
員

が
増

え
て

い
ま

す
。

一
方

，
グ

ル
ー

プ
毎

に
取

組
み

に
差

が
生

じ
る

，
グ

ル
ー

プ
内

で
の

作
業

に
個

人
ご

と
の

偏
り

が
あ

る
な

ど
，

実
施

に
あ

た
っ

て
は

課
題

も
あ

り
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
様

々
な

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

事
例

を
紹

介
し

な
が

ら
，

上
手

な
進

め
方

や
成

功
す

る
た

め
の

コ
ツ

を
学

び
ま

す
。

参
加

者
は

実
際

に
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
体

験
し

な
が

ら
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
受

講
後

は
，

現
状

よ
り

も
活

発
な

し
か

け
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。

9
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
誘

う
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
手

法
～

物
理

，
化

学
の

実
践

例
よ

り
～

（
新

規
）

教
授

法
，

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
は

時
間

ば
か

り
と

っ
て

な
か

な
か

進
ま

な
い

と
思

っ
て

い
ま

せ
ん

か
？

　
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

す
る

と
，

ぶ
ら

下
が

る
学

生
が

出
て

く
る

と
言

う
経

験
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

か
？

　
そ

こ
は

仕
掛

け
の

問
題

で
す

。
こ

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
は

，
産

業
能

率
大

学
経

営
学

部
小

林
昭

文
教

授
が

高
校

の
物

理
で

実
践

さ
れ

た
手

法
や

，
高

知
大

学
の

化
学

の
授

業
で

実
践

し
て

い
る

T
B

L
の

手
法

を
中

心
に

紹
介

し
ま

す
。

こ
れ

ら
の

失
敗

し
な

い
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
手

法
に

は
，

協
同

学
習

の
要

素
が

仕
掛

け
と

し
て

盛
り

込
ま

れ
て

い
る

こ
と

を
一

緒
に

確
認

し
ま

し
ょ

う
。

ど
ち

ら
の

方
法

も
レ

ク
チ

ャ
ー

よ
り

効
率

よ
く
進

め
ら

れ
，

学
生

の
成

績
を

上
げ

，
様

々
な

能
力

も
開

花
さ

せ
る

手
法

で
，

文
系

，
理

系
を

問
わ

ず
多

く
の

教
科

に
応

用
可

能
で

す
。

1
0

学
生

の
学

び
や

す
さ

と
学

習
意

欲
を

高
め

る
授

業
設

計
～

課
題

分
析

図
の

活
用

～

授
業

設
計

，
課

題
分

析
図

学
生

の
学

び
や

す
さ

と
学

習
意

欲
を

高
め

る
た

め
に

，
い

く
つ

か
の

ID
（
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
）
理

論
を

用
い

て
授

業
設

計
の

手
法

を
学

び
ま

す
。

学
習

意
欲

は
，

学
び

や
す

さ
に

よ
っ

て
維

持
・
促

進
さ

れ
，

動
機

づ
け

に
よ

っ
て

高
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
学

び
や

す
さ

や
意

欲
を

設
計

す
る

た
め

に
は

，
教

員
が

自
身

の
教

授
内

容
を

明
確

に
し

，
学

生
目

線
で

再
構

築
す

る
作

業
が

必
要

で
す

。
そ

の
第

一
段

階
と

し
て

，
学

生
に

対
し

て
「
こ

の
授

業
で

何
が

で
き

る
よ

う
に

な
れ

ば
よ

い
の

か
」
が

具
体

的
に

伝
わ

る
学

習
目

標
を

提
示

し
ま

す
。

次
に

，
教

員
の

頭
に

あ
る

既
に

構
成

さ
れ

た
教

授
内

容
を

一
旦

分
解

し
ま

す
。

こ
れ

を
課

題
分

析
と

い
い

，
分

解
し

た
学

習
要

素
を

よ
り

学
び

や
す

く
，

意
欲

の
向

上
に

効
果

的
な

学
習

順
序

に
な

る
よ

う
再

構
築

し
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
課

題
分

析
の

ワ
ー

ク
を

通
し

て
，

こ
れ

か
ら

の
授

業
改

善
に

役
立

つ
ヒ

ン
ト

を
持

ち
帰

っ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

1
1

効
果

的
な

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
活

用
方

法
教

授
法

，
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

高
等

教
育

機
関

に
お

い
て

，
学

習
効

果
を

上
げ

る
た

め
の

方
法

と
し

て
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

が
注

目
さ

れ
て

い
ま

す
．

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
「
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
授

業
に

取
り

入
れ

て
み

よ
う

」
「
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
ど

の
よ

う
に

活
用

す
る

こ
と

が
有

効
な

の
か

を
知

り
た

い
」
「
自

身
の

授
業

改
善

に
役

立
て

た
い

」
「
ど

こ
か

ら
始

め
る

と
よ

い
か

わ
か

ら
な

い
」
な

ど
と

い
う

方
に

対
し

て
，

実
際

に
授

業
で

活
用

さ
れ

て
い

る
様

々
な

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

事
例

を
紹

介
す

る
と

と
も

に
，

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
形

式
に

て
自

身
の

授
業

で
，

ど
う

活
用

で
き

る
か

を
探

っ
て

い
き

ま
す

。

1
2

基
礎

か
ら

学
ぶ

学
習

評
価

法
学

習
評

価
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
，

学
習

評
価

の
基

礎
知

識
で

あ
る

，
学

習
評

価
の

原
則

，
学

習
評

価
の

公
平

性
，

テ
ス

ト
の

作
成

法
，

学
習

評
価

の
厳

密
化

と
効

率
化

の
た

め
の

評
価

ツ
ー

ル
，

に
つ

い
て

学
び

ま
す

。
こ

れ
ま

で
の

自
己

の
学

習
評

価
方

法
を

見
直

し
，

公
平

性
・
厳

密
性

と
効

率
性

の
両

方
を

満
た

す
も

の
に

す
る

た
め

の
ヒ

ン
ト

を
持

ち
帰

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
シ

ラ
バ

ス
を

持
参

の
上

参
加

い
た

だ
け

れ
ば

，
そ

の
場

で
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
し

て
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。

1
3

受
講

生
が

楽
し

く
集

中
し

て
参

加
す

る
授

業
の

雰
囲

気
作

り
授

業
法

，
講

義
法

多
く
の

学
生

は
授

業
を

聴
く
つ

も
り

で
教

室
に

集
ま

っ
て

い
る

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ま
し

て
授

業
に

参
加

す
る

つ
も

り
で

来
て

は
い

ま
せ

ん
。

そ
の

よ
う

な
ア

ウ
ェ

イ
な

状
況

を
一

瞬
で

変
え

ら
れ

た
ら

先
生

も
気

持
ち

よ
く
授

業
が

で
き

る
と

思
い

ま
せ

ん
か

？
多

く
の

受
講

生
は

，
授

業
内

容
に

ま
っ

た
く
関

心
が

な
い

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

で
も

難
し

い
話

を
一

方
的

に
続

け
ら

れ
れ

ば
い

く
ら

が
ん

ば
っ

て
も

疲
れ

て
し

ま
い

ま
す

。
そ

ん
な

ど
ん

よ
り

ム
ー

ド
を

一
瞬

で
打

ち
払

っ
て

明
る

く
で

き
た

ら
良

い
と

思
い

ま
せ

ん
か

？
そ

ん
な

テ
ク

ニ
ッ

ク
：
授

業
の

最
初

に
す

べ
き

こ
と

，
大

事
な

こ
と

が
伝

わ
っ

て
い

る
か

確
認

す
る

方
法

，
全

員
の

意
見

分
布

を
知

る
方

法
に

つ
い

て
具

体
的

に
紹

介
し

ま
す

。
ま

た
，

そ
れ

ら
の

方
法

が
な

ぜ
，

う
ま

く
行

く
の

か
，

基
本

的
考

え
方

を
紹

介
し

ま
す

。

1
4

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
視

点
を

取
り

入
れ

た
授

業
づ

く
り

の
ポ

イ
ン

ト
（
新

規
）

学
生

支
援

、
修

学
支

援

近
年

、
授

業
設

計
の

中
に

、
発

達
障

害
等

の
学

生
の

支
援

と
し

て
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

視
点

を
生

か
し

た
授

業
づ

く
り

が
行

わ
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

資
料

の
作

り
方

や
授

業
で

の
指

示
の

出
し

方
、

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
等

の
活

動
に

お
い

て
、

視
覚

的
な

情
報

を
増

や
し

た
り

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ス
ム

ー
ズ

に
伝

わ
り

学
生

の
授

業
内

で
の

つ
ま

ず
き

が
減

り
ま

す
。

ま
た

、
そ

の
授

業
づ

く
り

は
、

教
室

内
の

多
く
の

学
生

に
と

っ
て

も
、

有
効

な
学

生
支

援
に

も
な

り
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
具

体
的

な
授

業
実

践
に

つ
い

て
紹

介
す

る
と

と
も

に
、

学
内

の
先

生
方

が
行

わ
れ

て
い

る
授

業
づ

く
り

に
つ

い
て

、
情

報
共

有
す

る
と

と
も

に
、

求
め

ら
れ

る
授

業
内

の
学

生
支

援
に

つ
い

て
考

え
て

い
き

ま
す

。

1
5

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
を

見
直

し
ま

せ
ん

か
？

～
ア

ン
ケ

ー
ト

の
効

果
的

実
施

と
活

用
方

法
～

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
は

，
日

本
に

お
い

て
最

も
一

般
的

な
授

業
改

善
の

一
つ

だ
と

言
え

ま
す

。
一

方
で

，
形

式
的

な
実

施
に

陥
っ

て
い

る
（
マ

ン
ネ

リ
化

）
と

い
う

声
も

聞
き

ま
す

。
「
や

り
っ

ぱ
な

し
」
に

せ
ず

，
効

果
的

に
実

施
す

る
た

め
に

は
，

ど
う

し
た

ら
よ

い
の

で
し

ょ
う

か
。

ま
た

そ
の

結
果

を
ど

の
よ

う
に

活
用

し
た

ら
よ

い
の

で
し

ょ
う

か
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
国

内
外

の
様

々
な

事
例

を
紹

介
し

な
が

ら
，

上
記

の
問

い
を

考
え

て
い

き
ま

す
。

開
催

校
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

持
参

い
た

だ
け

れ
ば

，
項

目
の

検
討

を
行

う
ワ

ー
ク

を
入

れ
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

1
6

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

入
門

　
　

　
～

教
育

実
践

の
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

～
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

と
は

何
か

に
つ

い
て

基
本

的
な

内
容

を
学

ん
で

い
き

ま
す

。
具

体
的

に
は

，
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

が
，

教
育

改
善

や
教

育
業

績
評

価
に

い
か

な
る

点
で

役
立

つ
か

と
い

っ
た

必
要

性
と

有
効

性
に

つ
い

て
，

ま
た

，
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

作
成

の
た

め
の

要
点

と
手

順
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
を

設
け

て
い

ま
す

。
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

作
成

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
へ

参
加

予
定

の
先

生
方

は
事

前
準

備
と

し
て

活
用

い
た

だ
け

ま
す

。

プ ロ グ ラ ム 開 発                      授 業 改 善 ・ 教 授 法
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内
容

概
要

キ
ー

ワ
ー

ド平
成

２
８

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

ジ
ャ

ン
ル

Ｎ
ｏ
.

各
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
は

各
校

の
ご

希
望

に
応

じ
て

可
能

な
限

り
柔

軟
に

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
，

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
決

定
後

，
担

当
講

師
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

1
7

高
専

生
を

元
気

に
す

る
学

生
指

導
法

の
コ

ツ
高

専
，

学
生

指
導

成
長

途
上

の
学

生
へ

の
サ

ポ
ー

ト
で

は
，

人
間

関
係

の
悩

み
，

保
護

者
と

の
連

携
，

教
員

間
の

協
同

な
ど

に
つ

い
て

知
識

と
対

応
の

ス
キ

ル
を

求
め

ら
れ

ま
す

。
学

生
そ

れ
ぞ

れ
に

異
な

る
悩

み
を

受
け

と
め

，
そ

の
成

長
を

支
え

る
こ

と
は

容
易

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

保
護

者
の

価
値

観
は

多
様

で
，

学
校

の
教

育
指

針
と

一
致

し
な

い
こ

と
も

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

。
一

方
，

教
員

間
で

教
育

情
報

を
共

有
し

協
同

す
る

こ
と

も
難

し
い

問
題

で
す

。
そ

れ
で

も
，

学
生

は
サ

ポ
ー

ト
を

必
要

と
し

て
い

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

，
高

専
の

教
育

現
場

で
起

き
て

い
る

事
例

に
つ

い
て

，
ど

う
対

応
す

れ
ば

適
切

に
学

生
を

サ
ポ

ー
ト

で
き

る
の

か
，

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
に

よ
る

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
を

中
心

に
検

討
し

，
広

範
な

学
生

サ
ポ

ー
ト

力
の

獲
得

に
資

す
る

よ
う

展
開

し
ま

す
。

1
8

担
任

教
員

に
求

め
ら

れ
る

こ
と

　
　

　
～

担
任

ス
キ

ル
開

発
ワ

ー
ク

～
高

専
，

学
生

指
導

心
の

揺
ら

い
で

い
る

学
生

に
，

ま
ず

寄
り

添
う

の
は

，
担

任
教

員
で

す
。

担
任

教
員

は
，

学
生

サ
ポ

ー
ト

の
た

め
に

次
の

こ
と

を
始

め
と

す
る

様
々

な
ス

キ
ル

（
意

識
，

知
識

と
能

力
）
を

求
め

ら
れ

ま
す

。
担

任
教

員
に

必
要

な
基

礎
的

ス
キ

ル
を

整
理

し
て

時
系

列
に

整
理

す
る

こ
と

に
よ

り
，

教
員

団
の

教
育

力
向

上
に

資
す

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

数
年

の
担

任
経

験
を

有
し

，
担

任
ス

キ
ル

の
高

度
化

と
共

有
，

校
内

で
の

教
育

連
携

の
必

要
性

を
感

じ
て

い
る

教
員

を
対

象
と

す
る

ワ
ー

ク
で

す
。

・
学

生
と

の
接

し
方

  
・
自

殺
や

不
登

校
，

い
じ

め
の

サ
イ

ン
  
・
教

育
連

携
の

方
法

  
・
保

護
者

対
応

  
・
奨

学
金

・
休

学
時

の
手

続
き

 ・
授

業
料

納
付

期
限

，
除

籍
  
・
高

等
学

校
卒

業
程

度
認

定
試

験
  
・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
  
・
危

機
管

理
フ

ロ
ー

1
9

事
例

か
ら

見
た

，
学

生
・
保

護
者

か
ら

信
頼

さ
れ

る
高

専
教

育
高

専
，

教
育

経
営

学
校

教
育

の
不

調
は

，
時

に
，

強
い

ク
レ

ー
ム

や
裁

判
と

し
て

顕
在

化
し

ま
す

。
教

育
活

動
そ

の
も

の
に

問
題

が
あ

る
場

合
，

教
育

活
動

へ
の

理
解

を
得

ら
れ

な
い

場
合

な
ど

様
々

で
す

が
，

い
ず

れ
も

学
生

･保
護

者
か

ら
学

校
お

よ
び

教
員

が
信

頼
を

得
ら

れ
て

い
な

い
こ

と
が

最
大

の
要

因
の

一
つ

で
す

。
裁

判
事

例
を

ふ
ま

え
て

先
行

研
究

を
参

照
し

つ
つ

，
教

育
現

場
の

観
点

か
ら

信
頼

さ
れ

る
高

専
教

育
の

あ
り

方
を

確
認

し
ま

す
。

あ
わ

せ
て

，
各

高
専

に
お

い
て

，
信

頼
さ

れ
る

教
育

活
動

を
全

学
的

に
行

う
た

め
の

検
証

・
支

援
方

法
に

つ
い

て
考

え
ま

し
ょ

う
。

2
0

今
す

ぐ
役

立
つ

授
業

T
ip

s　
ア

ク
テ

ィ
ブ

･ラ
ー

ニ
ン

グ
の

ス
タ

ー
ト

教
授

法
，

動
機

づ
け

ア
ク

テ
ィ

ブ
･ラ

ー
ニ

ン
グ

は
有

効
な

学
習

形
態

で
す

が
，

そ
の

た
め

に
は

学
生

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
欠

か
せ

ま
せ

ん
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
，

内
発

的
動

機
づ

け
を

サ
ポ

ー
ト

し
て

学
生

の
学

習
活

動
を

活
性

化
す

る
手

法
を

紹
介

し
，

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
ミ

ニ
ワ

ー
ク

で
確

認
し

ま
す

。
取

り
上

げ
る

の
は

，
「
ア

プ
ロ

ー
チ

ト
ー

ク
，

個
人

名
空

間
，

肯
定

的
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

，
T
h
in

k-
P

ai
r-

S
h
ar

e
，

ク
ラ

ス
ル

ー
ム

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

，
問

い
か

け
，

回
答

へ
の

対
応

，
Ill

u
si

o
n
 o

f 
c
h
o
ic

e
，

ラ
ウ

ン
ド

意
見

交
換

」
な

ど
で

す
。

2
1

講
義

V
T
R

簡
単

作
成

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
と

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

へ
の

活
用

（
新

規
）

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

，
反

転
授

業
，

講
義

V
T
R

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
効

果
的

な
実

施
の

た
め

の
手

法
と

し
て

，
反

転
授

業
に

注
目

が
集

ま
っ

て
い

ま
す

。
一

方
で

，
そ

こ
に

は
，

「
準

備
に

時
間

が
か

か
る

」
，

「
講

義
V

T
R

の
事

前
視

聴
を

し
て

こ
な

い
」
，

「
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

と
の

接
続

が
難

し
い

（
話

し
合

い
が

拡
散

し
て

，
学

習
成

果
が

見
え

な
い

）
」
，

な
ど

の
懸

念
や

課
題

な
ど

が
あ

り
ま

す
。

P
P

T
を

ベ
ー

ス
と

す
る

講
義

V
T
R

作
成

ワ
ー

ク
体

験
を

経
て

，
学

生
に

よ
る

講
義

V
T
R

視
聴

を
ふ

ま
え

，
実

授
業

で
は

「
書

く
・
話

す
・
発

表
す

る
」
こ

と
に

よ
る

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
実

施
す

る
ス

タ
イ

ル
の

反
転

授
業

に
つ

い
て

，
こ

れ
ら

の
課

題
を

解
決

し
授

業
者

の
不

安
を

軽
減

す
る

手
法

を
獲

得
し

ま
す

。

2
2

大
学

職
員

の
た

め
の

企
画

力
養

成
講

座
企

画
力

，
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

力

大
学

職
員

に
必

要
な

能
力

と
し

て
「
問

題
発

見
・
解

決
能

力
」
が

よ
く
取

り
上

げ
ら

れ
て

い
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
，

大
学

改
革

，
業

務
改

善
を

行
っ

て
い

く
上

で
の

，
「
問

題
発

見
・
解

決
能

力
」
と

「
企

画
提

案
力

」
の

手
法

を
学

ぶ
も

の
で

す
。

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

身
に

つ
け

た
手

法
や

企
画

書
を

実
際

に
大

学
に

持
ち

帰
り

，
上

司
や

大
学

に
提

案
で

き
る

よ
う

，
実

践
に

即
し

た
ス

タ
イ

ル
で

行
い

ま
す

。
大

学
や

今
の

業
務

に
疑

問
や

改
善

点
を

持
た

れ
て

い
る

職
員

の
方

は
も

ち
ろ

ん
，

ど
う

や
っ

て
見

つ
け

た
ら

よ
い

か
，

提
案

し
た

ら
良

い
の

か
分

か
ら

な
い

職
員

の
方

も
ご

参
加

く
だ

さ
い

。

2
3

若
手

・
中

堅
職

員
の

た
め

の
判

断
力

・
決

断
力

養
成

講
座

判
断

力
・
決

断
力

，
デ

ィ
ベ

ー
ト

判
断

・
決

断
は

上
司

や
役

職
者

だ
け

が
行

う
も

の
だ

と
思

っ
て

い
ま

せ
ん

か
。

実
は

，
若

手
・
中

堅
職

員
に

お
い

て
も

，
業

務
の

中
で

，
判

断
・
決

断
を

下
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

場
面

は
多

々
あ

り
ま

す
。

あ
な

た
は

ど
の

よ
う

に
判

断
・
決

断
を

行
っ

て
い

ま
す

か
？

そ
も

そ
も

，
判

断
と

決
断

の
違

い
と

は
何

で
し

ょ
う

か
？

ま
た

，
判

断
を

速
や

か
に

行
う

に
は

何
が

必
要

で
あ

り
，

決
断

を
下

す
に

は
何

を
も

と
に

行
え

ば
良

い
の

で
し

ょ
う

か
？

判
断

や
決

断
が

速
や

か
な

人
は

好
感

を
持

た
れ

ま
す

が
，

そ
の

判
断

や
決

断
が

誤
っ

て
い

る
と

信
頼

を
失

い
ま

す
。

ま
た

一
方

で
，

決
定

し
や

す
い

判
断

が
良

い
判

断
と

は
限

り
ま

せ
ん

。
こ

の
よ

う
に

，
本

セ
ミ

ナ
ー

で
は

，
判

断
力

と
決

断
力

の
違

い
，

そ
れ

ら
を

効
果

的
に

行
う

た
め

に
必

要
な

条
件

を
理

解
し

た
上

で
，

実
践

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
行

う
こ

と
で

参
加

者
の

皆
さ

ん
の

判
断

力
・
決

断
力

ス
キ

ル
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

当
日

は
，

レ
ク

チ
ャ

ー
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
，

デ
ィ

ベ
ー

ト
な

ど
を

組
み

合
わ

せ
，

進
め

て
い

き
ま

す
。
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内
容

概
要

キ
ー

ワ
ー

ド平
成

２
８

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

ジ
ャ

ン
ル

Ｎ
ｏ
.

各
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
は

各
校

の
ご

希
望

に
応

じ
て

可
能

な
限

り
柔

軟
に

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
，

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
決

定
後

，
担

当
講

師
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

2
4

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

・
デ

ザ
イ

ン
（
ID

／
教

育
設

計
）
を

活
用

し
た

企
画

・
立

案
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
企

画
立

案
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
，

現
状

分
析

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
問

題
解

決
手

法
で

あ
る

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

・
デ

ザ
イ

ン
（
ＩＤ

／
教

育
設

計
）
を

理
解

し
，

そ
の

後
，

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
形

式
に

て
，

自
身

の
業

務
実

践
の

場
に

活
か

せ
る

業
務

の
効

率
化

や
課

題
解

決
に

向
け

た
方

策
が

見
出

せ
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

ま
ず

，
自

身
の

大
学

で
業

務
や

教
育

の
改

善
・
改

革
を

推
進

し
た

い
と

考
え

て
い

る
事

柄
を

取
り

上
げ

る
と

こ
ろ

か
ら

は
じ

め
，

一
般

的
に

改
革

を
推

進
す

る
上

で
，

ポ
イ

ン
ト

と
な

る
現

状
分

析
を

丁
寧

に
行

い
ま

す
。

次
に

，
目

標
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
を

明
確

に
認

識
し

，
ゴ

ー
ル

に
向

け
て

方
略

・
戦

略
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

た
め

の
方

法
論

を
学

び
，

改
革

の
一

端
を

担
う

際
の

効
果

的
な

思
考

を
身

に
つ

け
ま

す
。

2
5

　 教
職

員
の

た
め

の
P

o
w

e
rP

o
in

t
～

3
0
分

で
マ

ス
タ

ー
す

る
P

P
T
，

プ
レ

ゼ
ン

資
料

か
ら

ポ
ス

タ
ー

作
成

ま
で

～

P
o
w

e
rP

o
in

t

新
し

い
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

使
い

方
を

一
か

ら
覚

え
る

の
は

お
っ

く
う

で
す

。
で

も
，

3
0
分

で
マ

ス
タ

ー
で

き
る

と
し

た
ら

？
　

P
o
w

e
rP

o
io

n
tで

は
，

ス
ラ

イ
ド

資
料

を
作

成
す

る
他

，
縦

型
の

ポ
ス

タ
ー

や
チ

ラ
シ

も
作

成
す

る
こ

と
が

可
能

で
す

。
授

業
で

プ
レ

ゼ
ン

ウ
ェ

ア
を

使
い

た
い

教
員

は
も

ち
ろ

ん
，

業
務

で
ポ

ス
タ

ー
や

チ
ラ

シ
，

ポ
ン

チ
絵

な
ど

を
書

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
職

員
の

皆
さ

ん
も

，
使

い
方

を
覚

え
る

と
意

外
に

便
利

で
す

。
こ

の
際

，
3
0
分

で
マ

ス
タ

ー
し

ち
ゃ

い
ま

し
ょ

う
！

＊
P

P
T
実

習
ほ

ん
と

に
3
0
分

！
　

ア
イ

ス
ブ

レ
イ

キ
ン

グ
，

見
や

す
い

資
料

作
成

の
コ

ツ
（
レ

ク
チ

ャ
ー

）
，

P
P

T
資

料
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

出
力

，
ふ

り
か

え
り

等
計

2
時

間
程

度
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

す
。

2
6

　 教
職

員
の

た
め

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

～
説

得
力

の
あ

る
話

し
方

，
組

み
立

て
方

～
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

あ
の

人
の

話
し

方
は

分
か

り
や

す
い

よ
な

～
　

あ
ん

な
ふ

う
に

話
せ

た
ら

い
い

よ
な

～
と

思
う

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

　
本

当
に

分
か

り
易

く
話

す
必

要
が

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

？
　

実
は

話
し

方
や

雰
囲

気
で

感
じ

方
が

ず
い

ぶ
ん

変
わ

る
も

の
で

す
。

授
業

に
限

ら
ず

人
前

で
話

し
た

り
会

話
す

る
機

会
に

好
感

が
持

た
れ

，
聞

い
て

も
ら

え
る

話
し

方
を

身
に

つ
け

ま
し

ょ
う

。
そ

の
た

め
に

は
呼

吸
法

と
発

声
法

，
そ

の
た

め
の

姿
勢

，
そ

し
て

話
し

方
の

組
み

立
て

方
が

重
要

で
す

。
ち

ょ
っ

と
や

っ
て

み
ま

し
ょ

う
！

2
7

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
力

養
成

講
座

合
意

形
成

，
調

整
，

ゴ
ー

ル
設

定

仕
事

に
お

け
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
と

は
，

何
を

ど
の

よ
う

に
す

る
こ

と
な

の
で

し
ょ

う
か

。
目

標
達

成
の

た
め

に
部

局
や

立
場

を
超

え
て

，
必

要
な

ス
キ

ル
や

能
力

を
備

え
た

人
を

集
め

る
だ

け
で

な
く
，

チ
ー

ム
の

中
で

異
な

る
分

野
(領

域
)・

個
々

の
利

害
に

よ
る

関
係

を
調

整
し

，
全

体
の

合
意

を
形

成
し

，
向

か
う

べ
き

目
標

・
ゴ

ー
ル

ま
で

着
実

に
誘

導
し

て
い

く
こ

と
，

こ
れ

が
仕

事
に

お
け

る
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

力
で

す
。

職
場

に
お

け
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
い

う
役

割
は

，
物

理
的

な
シ

ス
テ

ム
で

は
解

決
で

き
な

い
，

人
に

し
か

担
当

で
き

な
い

仕
事

と
言

え
ま

す
。

本
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
は

，
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
を

通
じ

て
，

チ
ー

ム
の

各
メ

ン
バ

ー
が

持
つ

ア
イ

デ
ア

や
意

見
，

情
報

を
う

ま
く
引

き
出

し
，

ま
と

め
，

一
つ

の
目

標
達

成
に

向
か

え
る

よ
う

に
す

る
ま

で
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
力

の
実

践
と

コ
ツ

に
つ

い
て

，
学

ん
で

い
た

だ
け

る
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

2
8

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
入

門
計

画
立

案
，

進
捗

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
成

功
さ

せ
る

た
め

に
は

何
が

必
要

か
，

そ
の

基
本

と
な

る
方

法
論

や
プ

ロ
セ

ス
を

習
得

す
る

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。
様

々
な

規
模

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

存
在

す
る

中
，

日
々

の
日

常
的

な
業

務
の

効
率

化
を

図
る

ツ
ー

ル
と

し
て

も
活

用
で

き
ま

す
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
成

り
行

き
に

任
せ

る
の

で
な

く
，

し
っ

か
り

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

こ
と

，
及

び
終

了
後

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

の
重

要
性

を
学

び
ま

す
。

部
署

内
，

及
び

部
署

を
横

断
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

増
え

て
い

く
な

か
，

最
終

的
に

は
，

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
職

場
で

実
際

に
適

用
す

る
た

め
の

ポ
イ

ン
ト

を
説

明
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
標

と
し

て
い

ま
す

。

2
9

マ
イ

ン
ド

マ
ッ

プ
入

門
講

座
　

（
3
時

間
）

思
考

法
，

（
教

授
法

）

マ
イ

ン
ド

マ
ッ

プ
は

，
T
o
n
y 

B
u
za

n
に

よ
っ

て
開

発
さ

れ
た

思
考

手
法

・
ノ

ー
ト

術
で

，
記

憶
力

・
理

解
力

・
集

中
力

・
創

造
的

思
考

力
・
問

題
解

決
力

な
ど

の
様

々
な

能
力

を
高

め
る

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

イ
メ

ー
ジ

と
連

想
を

も
と

に
放

射
状

に
思

考
を

広
げ

る
と

こ
ろ

に
特

徴
が

あ
り

，
ビ

ジ
ネ

ス
や

教
育

現
場

に
お

い
て

注
目

さ
れ

て
い

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

，
実

際
に

頭
と

手
を

動
か

し
な

が
ら

M
in

d 
M

ap
pi

n
gを

体
験

す
る

こ
と

を
通

し
て

，
参

加
者

自
身

の
日

々
の

実
践

へ
の

ヒ
ン

ト
を

持
ち

帰
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

実
施

さ
れ

ま
す

。

3
0

大
学

組
織

を
理

解
す

る
（
新

規
）

組
織

論
、

大
学

の
組

織
文

化
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

　
学

長
が

右
を

向
け

と
言

っ
た

ら
、

各
学

部
や

教
職

員
は

右
を

向
く
の

で
し

ょ
う

か
。

右
を

向
か

な
い

と
し

た
ら

、
右

を
向

く
よ

う
に

な
っ

た
方

が
よ

い
の

で
し

ょ
う

か
。

大
学

と
い

う
組

織
は

、
大

学
以

外
の

組
織

と
異

な
る

と
よ

く
言

わ
れ

ま
す

。
大

学
組

織
は

他
の

組
織

と
ど

の
よ

う
な

点
で

異
な

る
の

で
し

ょ
う

か
。

近
年

の
大

学
改

革
で

は
、

大
学

の
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
あ

り
方

に
つ

い
て

も
議

論
が

な
さ

れ
て

い
ま

す
。

大
学

の
ガ

バ
ナ

ン
ス

を
理

解
す

る
こ

と
が

難
し

い
一

つ
の

理
由

は
、

法
体

系
に

基
づ

く
運

営
体

制
と

歴
史

的
な

慣
行

が
異

な
る

場
合

が
あ

る
か

ら
で

す
。

　
本

研
修

で
は

、
大

学
と

い
う

組
織

が
ど

の
よ

う
な

論
理

で
動

い
て

い
る

の
か

に
つ

い
て

深
く
理

解
す

る
機

会
を

つ
く
り

ま
す

。
大

学
組

織
の

論
理

を
理

解
し

た
上

で
、

実
際

の
組

織
運

営
に

応
用

す
る

力
を

身
に

つ
け

ま
す

。
さ

ら
に

、
大

学
の

ガ
バ

ナ
ン

ス
改

革
が

大
学

の
組

織
の

論
理

を
ど

の
よ

う
に

変
え

よ
う

と
し

て
い

る
の

か
に

つ
い

て
も

展
望

し
ま

す
。
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内
容

概
要

キ
ー

ワ
ー

ド平
成

２
８

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

ジ
ャ

ン
ル

Ｎ
ｏ
.

各
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
は

各
校

の
ご

希
望

に
応

じ
て

可
能

な
限

り
柔

軟
に

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
，

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
決

定
後

，
担

当
講

師
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

3
1

後
輩

の
成

長
を

促
す

コ
ー

チ
ン

グ
（
新

規
）

コ
ー

チ
ン

グ
、

後
輩

指
導

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

職
場

に
は

、
先

輩
が

後
輩

を
個

別
に

指
導

す
る

さ
ま

ざ
ま

な
場

面
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
よ

う
な

場
面

で
は

、
先

輩
が

後
輩

に
答

え
を

提
示

す
こ

と
も

で
き

ま
す

。
し

か
し

、
そ

れ
で

は
後

輩
の

成
長

を
期

待
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

後
輩

の
成

長
を

促
す

指
導

を
す

る
う

え
で

役
に

立
つ

の
が

、
コ

ー
チ

ン
グ

で
す

。
コ

ー
チ

ン
グ

は
、

人
材

開
発

の
一

つ
の

技
法

で
、

相
手

の
目

標
達

成
を

促
す

た
め

も
の

で
す

。
相

手
に

答
え

を
提

示
す

る
の

で
は

な
く
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
お

し
て

相
手

の
も

つ
答

え
を

引
き

出
す

点
に

特
徴

が
あ

り
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
コ

ー
チ

ン
グ

の
理

論
や

さ
ま

ざ
ま

な
ス

キ
ル

に
つ

い
て

学
習

し
ま

す
。

職
場

で
の

具
体

的
な

事
例

を
も

と
に

、
コ

ー
チ

ン
グ

の
さ

ま
ざ

ま
な

ス
キ

ル
を

理
解

し
、

職
場

で
活

用
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

ま
た

、
コ

ー
チ

ン
グ

の
ス

キ
ル

は
、

学
生

を
指

導
す

る
う

え
で

も
役

に
立

つ
も

の
で

す
。

3
2

円
滑

な
会

議
運

営
の

た
め

の
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

入
門

（
新

規
）

会
議

運
営

、
職

場

会
議

や
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

、
＂

意
見

が
出

て
こ

な
い

”
、

”
一

部
の

人
ば

か
り

発
言

し
て

い
る

”
、

”
今

日
の

会
議

は
無

駄
だ

っ
た

”
と

感
じ

た
経

験
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？
　

こ
の

よ
う

な
不

満
の

解
決

方
策

と
し

て
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
あ

り
ま

す
。

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
と

は
、

会
議

、
組

織
運

営
や

教
育

の
場

で
問

題
解

決
や

合
意

形
成

、
ア

イ
デ

ア
の

創
造

な
ど

を
促

す
活

動
全

般
を

指
し

ま
す

。
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
会

議
や

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
場

面
で

の
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

・
ス

キ
ル

の
習

得
を

目
指

し
ま

す
。

具
体

的
に

は
会

議
や

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

で
の

場
づ

く
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
取

り
方

、
合

意
形

成
や

情
報

の
共

有
化

に
つ

い
て

学
習

し
ま

す
。

3
3

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
入

門
（
新

規
）

組
織

運
営

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

ど
の

よ
う

な
組

織
に

お
い

て
も

、
数

々
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
や

タ
ス

ク
を

効
率

良
く
果

た
し

て
い

く
た

め
に

は
、

当
該

組
織

を
円

滑
に

機
能

さ
せ

、
そ

の
有

効
性

を
増

す
仕

方
で

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

す
る

人
の

存
在

が
欠

か
せ

ま
せ

ん
。

こ
の

よ
う

な
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

は
学

習
や

実
践

に
よ

っ
て

体
得

す
る

こ
と

が
可

能
で

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
ま

ず
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
関

す
る

基
礎

的
知

識
を

概
観

し
、

そ
の

後
、

そ
れ

ら
を

実
際

の
職

場
に

お
い

て
ど

の
よ

う
に

応
用

・
適

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
か

に
つ

い
て

、
受

講
者

同
士

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
等

を
通

じ
て

検
討

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
ま

す
。

3
4

チ
ー

ム
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
（
新

規
）

組
織

づ
く
り

、
目

標
・
目

的
の

共
有

日
々

の
諸

業
務

を
果

た
す

各
部

署
に

お
い

て
、

ま
た

組
織

横
断

的
な

種
々

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

に
お

い
て

円
滑

な
協

働
を

実
現

す
る

た
め

に
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
促

進
や

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

発
揮

な
ど

様
々

な
ア

プ
ロ

ー
チ

が
必

要
と

な
り

ま
す

。
な

か
で

も
、

チ
ー

ム
や

組
織

を
ど

の
よ

う
に

キ
ッ

ク
オ

フ
す

る
か

、
即

ち
、

メ
ン

バ
ー

間
で

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ビ

ジ
ョ

ン
・
ゴ

ー
ル

、
目

標
や

目
的

の
達

成
方

法
等

を
如

何
様

に
設

定
・
共

有
す

る
か

は
、

メ
ン

バ
ー

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

や
組

織
の

有
効

性
に

大
き

な
影

響
を

与
え

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

チ
ー

ム
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
に

関
連

し
た

理
論

を
簡

潔
に

学
ぶ

と
共

に
、

受
講

者
各

自
が

所
属

す
る

組
織

的
背

景
を

念
頭

に
、

ど
の

よ
う

な
チ

ー
ム

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

を
実

践
で

き
る

か
、

具
体

的
な

プ
ラ

ン
を

策
定

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
ま

す
。

3
5

身
近

な
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
教

育
改

善
（
新

規
）

教
学

ＩＲ
、

学
内

デ
ー

タ
、

教
育

改
善

学
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
中

心
と

す
る

組
織

運
営

お
よ

び
経

営
強

化
の

要
請

を
背

景
と

し
て

、
IR

（
In

st
it
u
ti
o
n
al

 R
e
se

ar
c
h
: 
機

関
調

査
）
の

重
要

性
が

認
識

さ
れ

始
め

て
い

ま
す

。
IR

は
「
機

関
の

政
策

立
案

、
政

策
形

成
、

意
思

決
定

を
支

援
す

る
た

め
の

情
報

を
提

供
す

る
目

的
で

、
高

等
教

育
機

関
の

内
部

で
行

わ
れ

る
調

査
研

究
」と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
教

育
改

善
に

資
す

る
デ

ー
タ

の
収

集
と

分
析

を
可

能
に

す
る

教
学

IR
を

取
り

上
げ

ま
す

。
ま

ず
、

教
学

IR
と

は
ど

の
よ

う
な

活
動

な
の

か
を

共
有

し
ま

す
。

そ
の

後
、

ワ
ー

ク
と

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
通

じ
て

、
身

近
に

あ
る

学
内

デ
ー

タ
を

用
い

た
教

育
改

善
に

つ
い

て
考

え
ま

す
。

3
6

組
織

の
力

を
引

き
出

す
観

察
力

養
成

講
座

（
新

規
）

観
察

力
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

組
織

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

組
織

の
運

営
に

、
な

ぜ
観

察
力

が
必

要
な

の
で

し
ょ

う
か

。
組

織
と

は
二

人
以

上
が

集
ま

っ
て

同
じ

目
的

を
も

っ
て

と
も

に
動

く
集

団
で

あ
り

、
組

織
を

円
滑

に
運

営
す

る
た

め
に

は
、

自
分

と
メ

ン
バ

ー
を

深
く
知

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
例

え
ば

、
職

場
で

後
輩

が
で

き
た

ら
、

役
職

に
つ

い
て

い
な

く
と

も
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

の
対

応
を

行
わ

な
く
て

は
な

り
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
に

、
先

輩
で

あ
る

あ
な

た
に

は
後

輩
と

の
真

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
あ

な
た

は
、

日
頃

、
同

僚
や

後
輩

の
何

を
観

察
し

て
い

ま
す

か
。

相
手

の
心

身
の

状
態

を
正

確
に

把
握

し
、

適
切

な
対

応
を

す
る

た
め

に
は

、
表

面
的

な
情

報
だ

け
で

な
く
、

そ
の

奥
に

あ
る

真
の

情
報

を
つ

か
む

た
め

の
観

察
力

を
養

う
こ

と
が

必
要

で
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

組
織

や
集

団
の

理
念

や
目

標
の

達
成

に
寄

与
す

る
た

め
、

メ
ン

バ
ー

個
々

の
能

力
を

最
大

限
に

引
き

出
し

、
真

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
取

れ
る

可
能

性
を

高
め

る
こ

と
を

目
的

と
し

ま
す

。
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
を

組
み

入
れ

な
が

ら
、

自
分

と
メ

ン
バ

ー
を

知
る

方
法

を
探

っ
て

い
き

ま
す

。

3
7

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

入
門

～
職

員
と

大
学

が
共

に
輝

く
た

め
に

～
自

己
理

解
，

メ
ン

タ
リ

ン
グ

，
業

務
整

理

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

と
は

，
職

員
自

ら
が

キ
ャ

リ
ア

形
成

を
図

れ
，

組
織

と
し

て
は

こ
れ

に
よ

り
職

員
一

人
ひ

と
り

の
可

能
性

や
潜

在
能

力
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

ツ
ー

ル
の

こ
と

で
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
，

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
詳

し
い

定
義

や
そ

の
有

益
性

を
説

明
し

た
後

に
，

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

－
Ｓ

Ｄ
で

の
活

用
例

及
び

愛
媛

大
学

で
の

導
入

例
や

実
際

に
ス

タ
ッ

フ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
作

成
し

た
職

員
の

声
を

聞
き

，
実

践
例

を
示

し
ま

す
。

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

は
大

学
や

大
学

職
員

人
事

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
ど

の
よ

う
な

影
響

や
効

果
を

与
え

る
の

で
し

ょ
う

か
。

ま
た

，
職

員
個

人
に

ど
の

よ
う

な
影

響
や

効
果

が
あ

る
で

し
ょ

う
か

。
さ

ら
に

は
，

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

は
簡

単
に

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

し
ょ

う
か

。
作

成
す

る
場

合
に

重
要

な
こ

と
と

は
何

で
し

ょ
う

か
。

こ
の

よ
う

な
疑

問
を

一
つ

ず
つ

解
決

で
き

る
よ

う
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

な
っ

て
い

ま
す

。

3
8

持
続

可
能

な
Ｓ

Ｄ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
手

法
S
D

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発

Ｓ
Ｄ

と
は

事
務

系
職

員
の

能
力

開
発

活
動

で
あ

り
，

人
材

開
発

か
ら

始
ま

っ
て

，
組

織
の

活
性

化
，

組
織

の
業

績
向

上
，

最
終

的
に

は
大

学
等

の
特

性
と

し
て

地
域

の
活

性
化

と
結

び
つ

い
て

い
く
も

の
で

す
。

Ｓ
Ｄ

に
は

，
職

場
の

中
で

仕
事

に
就

き
な

が
ら

仕
事

に
即

し
て

教
育

す
る

Ｏ
Ｊ
Ｔ

（
職

場
内

教
育

）
と

職
場

か
ら

一
定

期
間

離
れ

て
ま

と
ま

っ
た

教
育

を
す

る
Ｏ

Ｆ
Ｆ

-
Ｊ
Ｔ

（
職

場
外

教
育

）
が

あ
り

，
意

図
的

，
計

画
的

，
持

続
的

に
実

施
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

そ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
の

た
め

の
手

法
を

学
ぶ

作
業

を
行

い
ま

す
。

人 材 育 成 ・ 人 事 制 度    業 務 改 善

5



内
容

概
要

キ
ー

ワ
ー

ド平
成

２
８

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

ジ
ャ

ン
ル

Ｎ
ｏ
.

各
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
は

各
校

の
ご

希
望

に
応

じ
て

可
能

な
限

り
柔

軟
に

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
，

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
決

定
後

，
担

当
講

師
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

人 材 育 成 ・

人 事 制 度

3
9

人
事

人
材

育
成

ビ
ジ

ョ
ン

の
必

要
性

人
材

育
成

ビ
ジ

ョ
ン

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
，

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

に
加

盟
す

る
各

大
学

の
人

事
・
人

材
開

発
の

担
当

職
員

に
対

し
て

，
各

大
学

に
ふ

さ
わ

し
い

人
事

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

を
効

果
的

に
機

能
さ

せ
，

職
員

一
人

ひ
と

り
が

優
れ

た
人

材
に

育
っ

て
い

く
た

め
の

基
本

的
な

人
材

育
成

ビ
ジ

ョ
ン

開
発

の
手

法
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

4
0

学
生

の
自

立
を

促
す

学
生

支
援

の
実

践
と

コ
ツ

学
生

支
援

学
内

で
の

学
生

活
動

の
中

心
と

な
る

リ
ー

ダ
ー

育
成

や
学

生
同

士
に

よ
る

ピ
ア

・
サ

ポ
ー

ト
が

新
た

な
学

生
支

援
と

し
て

注
目

を
浴

び
て

い
ま

す
。

四
国

内
で

も
そ

の
よ

う
な

取
り

組
み

が
盛

ん
に

お
こ

な
わ

れ
て

お
り

，
そ

れ
ら

の
事

例
と

教
職

員
が

ど
の

よ
う

に
関

与
し

て
い

け
ば

良
い

の
か

の
コ

ツ
の

紹
介

を
複

数
大

学
の

事
例

紹
介

を
織

り
交

ぜ
な

が
ら

進
め

ま
す

。
必

要
に

応
じ

，
取

り
組

み
に

関
与

し
て

い
る

学
生

の
生

の
声

も
聞

け
る

よ
う

に
い

た
し

ま
す

。
教

職
員

だ
け

で
な

く
，

学
生

を
巻

き
込

ん
だ

総
合

的
な

研
修

と
な

っ
て

い
ま

す
。

4
1

学
生

の
主

体
性

を
促

す
学

習
支

援
（
新

規
）

学
習

支
援

、
事

例
紹

介

学
生

た
ち

の
主

体
的

な
学

び
を

促
進

す
る

た
め

に
、

私
た

ち
教

職
員

は
授

業
や

日
常

の
大

学
生

活
の

中
で

様
々

な
支

援
を

行
っ

て
い

ま
す

。
た

と
え

ば
、

予
・
復

習
、

参
考

書
や

有
益

な
情

報
の

提
供

、
学

習
に

関
わ

る
助

言
、

あ
る

い
は

学
習

支
援

の
た

め
の

施
設

整
備

な
ど

で
す

。
こ

の
よ

う
な

支
援

で
は

、
学

生
の

現
状

や
抱

え
る

課
題

に
沿

っ
た

方
法

・
対

応
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

国
内

の
学

習
支

援
の

現
状

と
他

大
学

の
実

践
事

例
を

紹
介

し
た

後
、

所
属

大
学

の
学

習
支

援
に

関
す

る
現

状
や

課
題

を
参

加
者

間
で

共
有

し
、

実
施

可
能

な
学

習
支

援
の

方
法

に
つ

い
て

考
え

て
い

き
ま

す
。

危 機 管 理

4
2

事
例

か
ら

考
え

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
事

例
，

施
策

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
大

学
等

に
お

い
て

，
今

，
身

近
に

あ
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
つ

い
て

説
明

す
る

と
共

に
，

な
ぜ

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

が
無

く
な

ら
な

い
の

か
問

題
提

起
し

ま
す

。
そ

し
て

複
雑

か
つ

多
様

化
す

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

つ
い

て
，

具
体

的
事

例
を

挙
げ

な
が

ら
，

「
ケ

ー
ス

メ
ソ

ッ
ド

」
に

よ
り

省
察

し
，

①
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
認

定
の

ポ
イ

ン
ト

，
②

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

が
起

き
た

場
合

の
対

処
方

法
，

③
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
「
施

策
」
を

導
き

だ
し

て
い

き
ま

す
。

事 例 紹 介

4
3

学
生

が
輝

く
Ｆ

Ｄ
の

実
践

事
例

F
D

実
践

事
例

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
Ｆ

Ｄ
の

意
義

・
定

義
，

歴
史

・
国

際
動

向
，

Ｆ
Ｄ

の
取

組
み

事
例

，
推

進
す

る
上

で
の

コ
ツ

を
説

明
し

ま
す

。
ま

た
国

内
外

の
優

れ
た

取
組

み
事

例
，

組
織

体
制

を
紹

介
し

ま
す

。
希

望
に

応
じ

て
所

属
機

関
の

Ｆ
Ｄ

に
関

す
る

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

や
ニ

ー
ズ

分
析

を
行

い
ま

す
。

本
格

的
な

Ｆ
Ｄ

の
取

組
み

は
こ

れ
か

ら
と

い
う

導
入

時
期

に
最

適
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

す
。

学 生 支 援

6



（回答様式）

留意事項

→裏面へ続く

学校名：

平成２８年度ＳＰＯＤ内講師派遣プログラム希望調査

ＳＰＯＤ共通事業であるＳＰＯＤ内講師派遣事業をご利用いただくにあたり，各加盟校におけるＦＤ／ＳＤ活動への基本方針を考慮した上で，講師派遣
を希望するプログラムを裏面の表からお選びください。各加盟校から回答をいただいた後，コア校で講師を調整の上，決定プログラムを連絡します。

・各加盟校につき，１回１プログラムの実施とします。ただし，１法人に複数大学・短期大学・短期大学部が併設されている場合は1法人あたり1回とします。（高等専門学校除く）

・実施内容の詳細については，プログラム決定後，担当講師に直接ご相談いただくこととなります。

・希望プログラムの選定については，可能な限り，FD及びSD担当者で調整の上提出してください。

（２）[目的／目標]　今回の研修の目的／目標はどのようなものでしょうか？

（１）[経　緯]　第１希望（裏面）のプログラムを選択するに至った，貴組織の背景，状況（主催者の意図）等をお知らせください。

（４）[今後の計画]　貴組織において今後どのようにＦＤ及びＳＤ活動を進めていく予定かお教えください。

（３）[参加者]　参加者はどのような方々（専門分野、経験、役職等）で，何名ほどの参加（全員必修か希望者のみの参加かを含む）を見込んでいますか？

（FD)

（SD）

　　　　例）新任教員　○名程度（原則必須参加），中堅職員　○名程度（希望者のみ）　，全教職員　○名程度（原則必須参加）

（コア会議後修正）資料３－３
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（回答様式）

学校名：

平成２８年度ＳＰＯＤ内講師派遣プログラム希望調査

ジャンル キーワード Ｎｏ. プログラム名 形態 希望順位

1
SPOD課題発見コンサルテーション
※ 加盟校へ訪問してのＦＤ・ＳＤの現状と課題に関する情報交換，成功事例の紹介等，加盟校の実態に合わせて内容，形態とも柔軟に対応します。 相談の上，決定

シラバス，（教授法，評価） 2 学生の学びを促すシラバスの書き方 講義，ミニワーク

シラバス，（教授法，評価） 3 グラフィック・シラバスの作成方法 講義，ミニワーク

授業設計，動機づけ，
学習理論

4
学習者の学習意欲を高める授業設計を行うための
　　　　　インストラクショナル・デザイン（ID）入門　　　～ARCS動機づけモデルの活用～

講義，ミニワーク

教授法，動機づけ 5 学生の学ぶ意欲を引き出す授業とは？ 講義，ミニワーク

教授法，講義法 6 大人数講義を魅力的にするテクニック 講義，ミニワーク

教授法，グループ学習 7 講義に小グループ・ペア学習を取り入れた授業デザイン　 講義，ミニワーク

教授法，グループ学習 8 学生が動く・変わる・活き活きするグループワークの進め方 講義，ミニワーク

教授法，アクティブ・ラーニング 9  ディープラーニングに誘うアクティブ・ラーニングの手法～物理，化学の実践例より～（新規） 講義，ミニワーク

授業設計，課題分析図 10 学生の学びやすさと学習意欲を高める授業設計～課題分析図の活用～　 講義，ミニワーク

教授法，eラーニング 11 効果的なｅラーニングの活用方法 講義，ミニワーク

学習評価 12 基礎から学ぶ学習評価法 講義，ミニワーク

教授法，講義法 13 受講生が楽しく集中して参加する授業の雰囲気作り　 講義，ミニワーク

学生支援、修学支援 14 ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業づくりのポイント（新規） 講義，ミニワーク

授業アンケート 15 授業アンケートを見直しませんか？～アンケートの効果的実施と活用方法～ 講義，ミニワーク

ティーチング・ポートフォリオ 16 ティーチング・ポートフォリオ入門～教育実践のリフレクション～ 講義，ミニワーク

高専，学生指導 17 高専生を元気にする学生指導法のコツ 講義，ミニワーク

高専，学生指導 18 担任教員に求められること～担任スキル開発ワーク～ 講義，ミニワーク

高専，教育経営 19 事例から見た，学生・保護者から信頼される高専教育　 講義，ミニワーク

授業法，動機づけ 20 今すぐ役立つ授業Tips　アクティブ･ラーニングのスタート　 講義，ミニワーク

アクティブ・ラーニング，反転授業，
講義VTR

21 講義VTR簡単作成ワークショップとアクティブ・ラーニングへの活用（新規） 講義，ミニワーク

企画力，プレゼンテーション力 22 大学職員のための企画力養成講座 講義，ミニワーク

判断力・決断力，ディベート 23 若手・中堅職員のための判断力・決断力養成講座 講義，ミニワーク

企画立案マネジメント，現状分析 24 インストラクショナル・デザイン（ID／教育設計）を活用した企画・立案マネジメント 講義，ミニワーク

PowerPoint 25 教職員のためのPowerPoint～30分でマスターするPPT、プレゼン資料からポスター作成まで～ 講義，ミニワーク

プレゼンテーション 26 教職員のためのプレゼンテーション～説得力のある話し方，組み立て方～ 講義，ミニワーク

合意形成，調整，ゴール設定 27 コーディネート力養成講座　 講義，ミニワーク

計画立案，進捗管理 28 プロジェクト・マネジメント入門　 講義，ミニワーク

思考法，（教授法） 29 マインドマップ入門講座（3時間） 講義，ミニワーク

組織論，大学の組織文化，
リーダーシップ

30 大学組織を理解する（新規） 講義，ミニワーク

コーチング，後輩指導，
コミュニケーション

31 後輩の成長を促すコーチング（新規） 講義，ミニワーク

会議運営，職場 32 円滑な会議運営のためのファシリテーション入門（新規） 講義，ミニワーク

組織運営，リーダーシップ 33 リーダーシップ入門（新規） 講義，ミニワーク

組織づくり，目標・目的の共有 34 チームビルディング（新規） 講義，ミニワーク

教学ＩＲ，学内データ，教育改善 35 身近なデータを活用した教育改善（新規） 講義，ミニワーク

観察力，コミュニケーション，
組織マネジメント

36 組織の力を引き出す観察力養成講座（新規） 講義，ミニワーク

自己理解，メンタリング，
業務整理

37 スタッフ・ポートフォリオ入門～職員と大学が共に輝くために～ 講義，ミニワーク

SDプログラム開発 38 持続可能なＳＤプログラムの開発手法 講義，ミニワーク

人材育成ビジョン 39 人事人材育成ビジョンの必要性 講義，ミニワーク

学生支援 40 学生の自立を促す学生支援の実践とコツ 講義，ミニワーク

学習支援、事例紹介 41 学生の主体性を促す学習支援（新規） 講義，ミニワーク

危機管理 ハラスメント事例，施策 42 事例から考えるハラスメント 講義，ミニワーク

事例紹介 FD実践事例 43 学生が輝くＦＤの実践事例 講義

人材育成・
人事制度

コンサルティング

プログラム開
発

業務改善

高専向け

授業改善・
教授法

学生支援

（５）講師派遣を希望するプログラムを３つ選び，希望順位（１～３の番号）を付して記載してください。
　　　原則として第１希望での派遣を実施いたしますが，多大学が同一プログラムを希望した場合は調整させていただきます。
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「研修プログラムガイド２０１６」の作成について 

 

 

（趣旨） 

  ＳＰＯＤ加盟校において実施するＦＤ／ＳＤプログラムの中で，ＳＰＯＤ加盟校に開放可能

なプログラムについては，予め内容及びスケジュールを示すことにより，加盟校の教職員が参

加しやすいようにする。また，各加盟校で実施しているプログラムを参考にすることができる

ようにする。 

 

（対象プログラム） 

 全ＳＰＯＤ加盟校の①～⑤のプログラム 

  ①ＦＤ（教員対象），②ＦＤ／ＳＤ（教職員対象），③ＦＤｅｒ養成（ファカルティ・デベ 

  ロッパー対象），④プレＦＤ（大学院生対象），⑤ＳＤ（職員対象），⑥総合 

 

（全体構成） 

○ 「研修プログラムガイド２０１６」発刊にあたって 

○ 利用の手引き 

○ ＳＰＯＤの概要説明 

○ プログラム一覧（日程別，開催大学別，テーマ別） 

○ ＳＰＯＤ加盟校内講師派遣プログラム一覧 

○ プログラム紹介 

 ○ 学内向け研修一覧（学外非公開分） 

○ 申込み・お問い合わせ 

  ○ ＳＰＯＤホームページについて 

 

（原稿作成） 

 別紙「研修プログラムガイド原稿作成要領」のとおり。 

 

（発行時期等） 

 発行時期：平成２８年４月下旬 

 発行部数：Ａ４サイズ 7,300 部（ＳＰＯＤ加盟校 教員 4,668＋職員 2,367＋予備 265 部） 

      ※教職員数は平成２８年度負担金積算根拠数による 

       ※平成２７年度の発行部数は 7,300 部 

 

（作成スケジュール） 

 平成２８年２月 ５日（金）掲載プログラムの確定   （昨年度：平成２７年２月 ６日） 

              プログラム名，FD/SD 等の区分，遠隔配信の有無 

 平成２８年２月１９日（金）各コア校への原稿締め切り （昨年度：平成２７年２月２７日） 

 平成２８年２月２６日（金）編集責任校への原稿締め切り（昨年度：平成２７年３月 ５日） 

平成２８年３月中旬    印刷業者初稿原稿渡し   （昨年度：平成２７年３月１０日） 

 平成２８年４月下旬    印刷業者納品，各大学へ配付（昨年度：平成２７年４月２８日） 

 
 
 
 
 
 

資料４－１
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（別紙） 
 

研修プログラムガイド 原稿作成要領 

 

ＳＰＯＤ ＦＤ／ＳＤガイドブックに掲載する「加盟校に開放するプログラム」について，「研

修プログラムガイド２０１５」の記載内容を参考にしながら，下記の作成要領に従い，「内容紹

介」の原稿作成をお願いします。レイアウト等については，フォーマットに落とし込んだ上で調

整しますので，文章等について word 等で作成してご提出ください。 

 

  原稿作成〆切：平成２８年２月２６日（金）  

   原稿提出先 ：各コア校 

編集責任校 ：愛媛大学（担当：教育・学生支援機構 教育企画室、ＳＰＯＤ事務局） 

         ※作成にあたっては，各コア校と連携・協力して行う。 

 

【１回２～３時間程度のセッションの場合】 … 半ページ 

① 主な対象者 … ４０字以内。「記載にあたっての留意事項」をご覧下さい。 

 ② 対象校（地域別，設置形態別） … 「記載にあたっての留意事項」をご覧下さい。 

 ③ 目標 … ５０～７０字程度 

 ④ 講師氏名・所属大学・所属部署名 … （例）○山○夫（△△大学○○） 

  ⑤ 日時・場所 … 具体的な教室名（建物名，階も） 

 ⑥ 受講定員 

⑦ 主催 …（例）愛媛大学教育企画室 

 ⑧ 〆切 …（例）要問い合わせ，開催日○週間前・先着順 等 

 ⑨ 申込み先・問い合わせ先  …「記載にあたっての留意事項」をご覧ください。 
  ⑩ 内容 … 箇条書きで合計４００～４８０字程度。 

「記載にあたっての留意事項」をご覧下さい 
 ⑪ 参考となる写真，ポンチ絵（スライド）があれば１枚お送りください。 
 ⑫ 参考資料 … 参考となる書籍の名称等 
 ⑬ 準備物について 
 ⑭ 受講者の声（アンケートからなど） 
 

【合宿セミナー等】…１ページ 

① 主な対象者 … ４０字以内。「記載にあたっての留意事項」をご覧下さい。 

 ② 対象校（地域別，設置形態別）… 「記載にあたっての留意事項」をご覧下さい。 

 ③ 目標 … ２５０字程度 

 ④ 講師氏名・所属大学・所属部署名 … （例）○山○夫（△△大学○○） 

  ⑤ 日時・場所 … 具体的な教室名（建物名，階も） 
 ⑥ 受講定員 
  ⑦ 主催 …（例）愛媛大学教育企画室 
 ⑧ 〆切 …（例）要問い合わせ，開催日○週間前・先着順 等 

 ⑨ 申込み先・問い合わせ先…「記載にあたっての留意事項」をご覧ください。 
  ⑩ 内容 … 箇条書きで合計１０００字程度. 

「記載にあたっての留意事項」をご覧下さい 
 ⑪ 参考となる写真，ポンチ絵（スライド）があれば１枚お送りください。 
 ⑫ 参考資料 … 参考となる書籍の名称等 
 ⑬ 準備物について 

⑭ 受講者の声（アンケートからなど） 
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（記載にあたっての留意事項） 
 

■主な対象者（項目①欄） 
対象者は，ニーズとのミスマッチを防ぐために，教員，職員，大学院生などの職種やニーズ 

を明確に表現してください。複数を対象としても構いません。 
例１）授業でのグループディスカッションやゼミでのディスカッションをより活性化させ 

たい教員 
例２）FD を担当する教職員 
例３）新任教員(但し，授業担当経験５年以上を除く)，参加を希望する教員， 
例４）全教員，とりわけ講義を持つようになって間もない教員 
例５）職員(課長補佐以上) 

   

  また，記載方法については，以下の点にご留意ください。 
・記載を統一する。 

「事務職員，大学職員等」→「職員」。 
「新規に採用された教員，初任者教員等」→「新任教員」 

 
・対象校を表す言葉（○○大学，SPOD 加盟校等）を使用しない。 

    「・・・である SPOD 加盟校の職員」→「・・・である職員」 
「・・・以上の愛媛大学教職員」→「・・・以上の教職員」 

 
・役職を統一する（大学独自の役職名ではなく，一般的な役職名にする）。 
「ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ」，「副課長」，「ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ」等は使用せず，「課長」「課長補佐」， 
「係長」，「主任」，「係員」とする。 

 
■対象校（地域別，設置形態別）（項目②欄） 

できる限りＳＰＯＤ全加盟校に開放してください。記載方法は，以下例示のように記載して 
ください。 
 （例） 

・ＳＰＯＤの全加盟校に開放・・・SPOD 全加盟校 
・愛媛県内加盟校のみ開放・・・SPOD 加盟校（愛媛県内のみ） 
・短期大学のみに開放・・・SPOD 加盟校（短期大学のみ） 

   ・愛媛県内の私立大学のみに開放・・・SPOD 加盟校（愛媛県内の私立大学のみ） 
 

■申込み先・問い合わせ先（項目⑧欄） 
  各プログラムの担当部署について，以下の項目を必ず記載ください。 
   ・部署名 
   ・担当者名 
   ・住所 

・電話番号，ＦＡＸ番号 
・メールアドレス 

 

■内容（項目⑩欄） 
対象プログラムがどのようなことを行うか分かるように詳しく記載してください。例えば， 

章毎のタイトルなどを明示するとわかりやすくなります。（「研修プログラムガイド２０１５」

参照） 
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「研修プログラムガイド２０１６」チェックリスト（記載例） 

 

①プログラム名【わかりやすいシラバスの書き方】（愛媛大学） 
 
②対象 （以下より、あてはまる選択肢をひとつお選びください。） 

【 ＦＤ， ＦＤ／ＳＤ ， ＦＤｅｒ ， プレＦＤ ， ＳＤ，総合 】 
 

③カテゴリ分類 （以下より、適当なカテゴリをひとつお選びください。ただし、編集の都合上、変更になる場合が
ございますので、あらかじめご了承ください。）  

【 授業の基本 ，参加型授業 ，ＩＣＴ ，多様な学生への支援 ，高専プログラム ，総合プログラム ，プレＦ
Ｄ ，ポートフォリオ ，マネジメント ，学習スキル ，職場における多様性と健康 ，ビジネススキル ，リーダ
ーシップ・組織開発 ，その他 】   ＊各カテゴリについては「研修プログラムガイド２０１５」をご参照ください。 

 
④遠隔配信   【 有 ， 無 】 
 
⑤FD レベルマップ（該当する枠中に○印をご記入ください。複数可） 

 

 
レベル 

フェーズ 

ミクロ 

個々の教員 

授業・教授法 

ミドル 

教務委員 

カリキュラム・プログラム 

マクロ 

管理者 

組織の教育環境・教育制度 

Ⅰ導入（気づく・わかる） ○   

Ⅱ基本（実践できる） ○   

Ⅲ応用（開発・報告）    

Ⅳ支援（教えられる）    

※SD レベルマップは、愛媛大学の SD 担当者で作成しますので、チェック不要です。 

 

⑥原稿内容（以下の項目について、明記されておりましたら、チェック欄に○印をご記入ください） 

NO. 項 目 確認事項 チェック欄

１ 主な対象者 

４０字以内で明記されている 

・語句の統一（教職員、職員、新任教員に統一）がされている 

・役職の統一（課長、課長補佐、係長、主任、係員に統一）がされている 

○ 

２ 対象校 

対象校について明記されている 

・SPOD 全加盟校か SPOD 加盟校（○○県内のみ、短期大学のみ等）と明

記されている 

○ 

３ 目標 目標が５０～７０字程度で明記されている ○ 

４ 講師氏名等 講師氏名・所属大学・所属部署名が明記されている ○ 

５ 日時・場所 
日時・場所について明記されている。場所については具体的な教室名（建

物、階数）が明記されている 
○ 

６ 受講定員 受講定員が明記されている ○ 

７ 主催 主催について明記されている ○ 

８ 〆切 〆切について明記されている ○ 

９ 
申込み先・問い合

わせ先 
申込先・問い合わせ先が明記されている ○ 

１０ 内容 準備物について明記されている ○ 

１１ 
参考となる写真，

ポンチ絵 
参考となる写真、ポンチ絵（スライド）等を添付している ○ 

１２ 参考資料 参考となる書籍の名称等が明記されている ○ 

１３ 準備物について 準備物について明記されている ○ 

１４ 受講者の声 受講生の声について明記されている ○ 
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平成２７年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」 

活動報告書（冊子版）構成（案） 

 

 

 

１．会長挨拶 → 会長 （愛媛大学 大橋学長） 

 

２．ＳＰＯＤ事業の概要 → ＳＰＯＤ案内チラシ 

 

３．平成２７年度事業計画 → ＳＰＯＤ事業計画 

 

４．平成２７年度全体総括  → 全体総括，実施内容／成果 

 

５．平成２７年度活動実績 

（１）ＦＤプログラム → 実施日程，実施場所，主催，受講者数 

              新任教員，ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ，ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ，各種FDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

（２）ＳＤプログラム → 実施日程，実施場所，主催，受講者数 

              各種SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ，ｽﾀｯﾌﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ,SPOD-SDC名簿 

（３）ＳＰＯＤフォーラム → ＳＰＯＤフォーラム２０１５の概要，チラシ， 

シンポジウム内容，受講者数，アンケート結果  

（４）ＳＰＯＤ共通事業 → ＳＰＯＤ内講師派遣の概要，実施状況一覧， 

研修プログラム一覧，遠隔システム配信校一覧 

調査研究プロジェクトの概要 

（５）ＳＰＯＤ運営 → 会議開催日程 

 

６．平成２７年度各加盟校の取組報告 

 

７．平成２６年度事業評価委員会からの事業評価について → 評価，対応，要項，名簿 

 

８．平成２８年度事業について → 平成２８年度ＳＰＯＤ事業計画（案） 

 

参考資料  ・ネットワーク規約，役員名簿 
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平成２７年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」 

活動報告書（ＨＰ掲載用）構成（案） 

 

はじめに  

１．会長挨拶  

２．ＳＰＯＤ事業の概要  

３．平成２７年度事業計画  

４．平成２７年度全体総括 

５．平成２７年度活動実績  

（１）ＦＤ事業  

   ①新任教員プログラムの開発，実施 

    ・新規採用教員研修（５回） 

      →基準枠組対応表，新任教員研修（５回）の実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

   ②教育業績記録（ティーチング・ポートフォリオ）の開発 

・ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ（２回） 

→ＴＰＷＳの実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果（３月開催の分は実施要項のみ掲載） 

・ティーチング／アカデミック・ポートフォリオ作成ワークショップ（１回） 

→ＴＰ／ＡＰＷＳの実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

 

（２）ＳＤ事業 

   ①ＳＤプログラムの開発，実施 

・大学人・社会人基礎力養成プログラム(レベルⅠ～Ⅲ，共通)(５回) 

→ 実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

・国際連携系職員養成研修（１回） → 実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

・社会連携系職員養成研修（１回） → 実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

・次世代リーダー養成プログラム（４回） → 実施要項 

・職員のための講師養成講座（２回） → 実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

・高等教育トップリーダーセミナー（１回）→概要，ｱﾝｹｰﾄ結果 

・ＳＰＯＤ－ＳＤＣ名簿 
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   ②職員業績記録（スタッフ・ポートフォリオ） 

    ・スタッフ・ポートフォリオ作成ワークショップ（１回） →概要，ｱﾝｹｰﾄ結果 

 

（３）ＳＰＯＤフォーラム 

（４）ＳＰＯＤ共通事業  

   ① ＳＰＯＤ内講師派遣（加盟校単位 各１回 計２２校） 

→ｱﾝｹｰﾄ結果（受講者），ｱﾝｹｰﾄ結果（担当者，２月末〆切で依頼） 

   ② 将来構想ワーキンググループ  → 議事概要 

   ③調査研究プロジェクト事業  

   ・連携効果・組織変容検証プロジェクト（ＦＤ部門） 

   ・連携効果・組織変容検証プロジェクト（ＳＤ部門） 

（５）ＳＰＯＤ運営 

   ① 「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」総会，ＦＤ／ＳＤ分科会 

→総会及び分科会の実施要項 

   ② ネットワークコア運営協議会，ＦＤ／ＳＤ専門部会 → 議事概要 

      ③ 各県内加盟校会議 → 議事概要 

６．平成２６年度事業評価委員会からの事業評価について 

７．平成２８年度事業について 

 

※１～４，６，７は冊子版と同内容 
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平成２７年度 ＦＤ／ＳＤ活動の取組報告（案） 

 

学校名： 学校名を記載してください。 
 
【平成２７年度の教育改革に関わる動向】 
 平成２７年度の貴学におけるＦＤ／ＳＤ活動について総括コメントを記載してください。 
 
 

【ＦＤ／ＳＤの取組事例ハイライト】 
平成２７年度に実施したＦＤ／ＳＤの取組事例について記載してください。 

事例については，ＳＰＯＤ事業に関するものでも，貴学独自の取組でも構いません。 

事例数に特に制限はありません。 
 
 
 
【成果及び波及効果】 
 ＦＤ／ＳＤの取組成果及び成果に関する情報の公表（手段・媒体）について記載してください。 

 
 
【ＦＤ／ＳＤに関わる次年度の課題】 
平成２７年度の取組内容を振り返り，次年度の課題や目標を記載してください。 

 

 

※報告書は A４用紙１枚以内で作成してください。 

なお，補足資料（ＳＰＯＤフォーラムポスターセッションデータを含む）がある場合は， 

別途添付してください。 

※写真等の添付は必要ありません。 

※上記４項目について記載していただければ，内容や書き方は自由です。 

 

================================================================== 

※本報告書は平成２７年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」活動報告書に掲載すると

共に，同ネットワーク総会及びＦＤ／ＳＤ分科会の資料として，関係者に配付する予定です。 

================================================================== 

 

 

資料５－３



 

平成２７年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」総会 

及びＦＤ／ＳＤ分科会 実施要項（案） 

 

 

主   催：四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ＳＰＯＤ） 

日   時：平成２８年３月 １３：００～１６：００ 

場   所：（総会）愛媛大学城北キャンパス 南加記念ホール 

      （ＦＤ／ＳＤ分科会）愛媛大学城北キャンパス愛大ミューズ 

出 席 者：（総会）加盟校各大学長、短期大学長、高等専門学校長等 

      （ＦＤ／ＳＤ分科会）加盟校 ＦＤ／ＳＤ担当者等 

 

【総 会】 

１３：００ 開会挨拶 ＳＰＯＤ会長：愛媛大学長 

 

１３：０５ 平成２７年度の「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」事業の 

実施状況について（２５分） 

       

 １３：３０ 平成２８年度の「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」事業の 

運営について（３０分） 

 

１４：００ 質疑応答（３０分） 

 

１４：３０ 閉 会 

 

【ＦＤ／ＳＤ分科会】※ＦＤ分科会及びＳＤ分科会を２箇所で実施 

１５：００ 各加盟校での取り組み状況の報告 

      今後の具体的な事業の進め方について 

      意見交換 など 

 

１６：００ 閉 会 

 

資料６



 

平成２７年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」会計監査実施について 

 

 

日   時：平成２８年３月 １０：３０～ １時間程度 

 

場   所：愛媛大学城北キャンパス愛大ミューズ 

 

出席予定者： 監事 佃  昌道（高松大学・高松短期大学長） 

監事 橋本 公二（愛媛県立医療技術大学長） 

 

対 応 者：小林企画・実施統括者（愛媛大学），ＳＰＯＤ事務局 

       

実施内容 ：①平成２７年度事業予算執行状況報告 

      ②平成２７年度事業実施状況報告 

      ③質疑応答 

     

※会計監査結果については，ＳＰＯＤ総会において報告する。 

 

資料７



平成２７年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」（ＳＰＯＤ） 

事業評価委員会実施要項（案） 

 

 

（趣旨）  

平成２７年度における「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ネットワーク略

称＝ＳＰＯＤ）」の活動内容や前年度の評価委員からの指摘事項に対する改善状況

について，実績報告書をもとにＳＰＯＤ事業評価委員会委員から評価を行ってい

ただき，今後の事業推進に役立てる。 

 

（主催） 

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク 

 

（日時） 

平成２８年３月（３時間程度開催予定） 

 ※各委員との日程調整後，正式に決定する。 

 

（場所） 

愛媛大学城北キャンパス愛大ミューズ（松山市文京町３番） 

 

（参加予定者） 

ＳＰＯＤ事業評価委員会委員 

田中委員（九州大学），福島委員（追手門学院大学）， 

徳永委員（大学コンソーシアム京都） 

 ＳＰＯＤ関係者 

   ネットワークコア校のＳＰＯＤ－ＦＤ／ＳＤ担当者 

   

（事務担当） 

愛媛大学教育学生支援部教育企画課（ＳＰＯＤ事務局） 

             

 

資料８



第２４回授業デザインワークショップ事後アンケート結果

実施日 ：平成27年7月4日（土）～5日（日） 所属先 ：4年制大学14名
実施会場 ：久万高原ふるさと旅行村 設置形態別：国立14名
参加者数 ：16名
アンケート回答者数：14名（回収率87.5％）

【設問1】本ワークショップの参加の経緯についてお答え下さい

【1-1】ワークショップへの参加動機は何ですか＜複数選択可＞

回答数 割合

4 28.6%
0 0.0%
1 7.1%
2 14.3%

10 71.4%
0 0.0%

 【1-2】1-1で「その他」と答えた方は、具体的にお答え下さい

【1-3】 ワークショップの目的や内容について、ある程度知った上で参加した

回答数 割合

5 35.7%
7 50.0%
2 14.3%
0 0.0%

14 100.0%

【設問2】本ワークショップの内容についてお答え下さい

【2-1】 ワークショップの目的は、明確に設定されていた

回答数 割合

11 78.6%
3 21.4%
0 0.0%
0 0.0%

14 100.0%

【2-2】 ワークショップは、自分の業務(教育実践)に生かせる内容であった

回答数 割合

11 78.6%
3 21.4%
0 0.0%
0 0.0%

14 100.0%

【2-3】 ワークショップは、わかりやすい順序ですすめられていた

回答数 割合

10 71.4%
4 28.6%
0 0.0%
0 0.0%

14 100.0%

【2-4】 ワークショップでよかった点は以下のうちどれですか＜複数選択可＞

回答数 割合

4 28.6%

11 78.6%

３．コース設計＆クラス設計について理解が深まった 7 50.0%
8 57.1%
7 50.0%
5 35.7%

1 7.1%

11 78.6%
９．その他 0 0.0%

 【2-5】 2-4で「その他」と答えた方は、具体的にお答え下さい

６．その他

１．実施要項を見て内容に興味をもったため

２．所属部署からの依頼があったため

３．他大学・他部署の人と交流したいため

４．新任研修に参加して興味をもったため

５．テニュア・トラック必須ＥＤプログラムだから

３．どちらかといえばそう思う

４．そうである

３．どちらかといえばそうである

２．どちらかといえばそうではない

１．そうではない

合計

４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

合計

４．そう思う

５．成績評価について理解が深まった

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

合計

４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

合計

１．「何が学生の学びを促進するのか？」（浅い学習と深い学習）につ
いて考える機会を得た

２．シラバスの書き方についての理解が深まった

４．複数の授業方法について知ることができた

６．自らが開発した授業の良い点・改善点を知ることができた

７．ワークショップの手法を知ることができた

８．他学部等の教員と知り合いになれた

4

11

7

8
7

5

1

11

1

2

3

4

5

6

7

8（人）

4
0

1

2
10

0 １．実施要項を見て内容に興味をもったため

２．所属部署からの依頼があったため

３．他大学・他部署の人と交流したいため

４．新任研修に参加して興味をもったため

５．テニュア・トラック必須ＥＤプログラムだから

６．その他（人）

35.7%

50.0%

14.3% 0.0% ４．そうである

３．どちらかといえばそうである

２．どちらかといえばそうではな

い

１．そうではない

78.6%

21.4%
0.0% 0.0% ４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わな

い

１．そう思わない

78.6%

21.4%
0.0% 0.0% ４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わな

い

１．そう思わない

71.4%

28.6%

0.0% 0.0% ４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わ

ない
１．そう思わない
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【設問3】本ワークショップに参加しての成果についてお答え下さい

【3-1】 ワークショップで設定した目標のうち、達成されたのはどれですか＜複数選択可＞

回答数 割合

7 50.0%
8 57.1%

6 42.9%

2 14.3%

8 57.1%

5 35.7%

6 42.9%

【3-2】 ワークショップであなたが学んだ点、それに影響されて教育実践の場でやってみたい点などをお書き下さい（200字～400字程度）

→別添資料参照

【設問4】 本ワークショップの研修環境についてお答え下さい

【4-1】 講師の言動は学習意欲を高めた
回答数 割合

9 64.3%
5 35.7%
0 0.0%
0 0.0%

14 100.0%

【4-2】 事務局は手際よくワークショップを運営していた

回答数 割合

11 78.6%
3 21.4%
0 0.0%
0 0.0%

14 100.0%

【4-3】 ワークショップ会場は快適な環境であった

回答数 割合

2 14.3%
10 71.4%
2 14.3%
0 0.0%

14 100.0%

【設問5】 本ワークショップは全体を通して満足できるものであった

回答数 割合

10 71.4%
3 21.4%
1 7.1%
0 0.0%

14 100.0%

【設問6】　本ワークショップの改善点等、ご意見ご感想がありましたらご自由にお書き下さい

→別添資料参照

４．そう思う

１．適切な目的・目標設定ができるようになるようになった

２．わかりやすいシラバスを書けるようになるようになった

３．コース設計・クラス設計について知り、目的・目標にあった方法を
選択できるようになった

４．深い学び・浅い学びについて知り、目的・目標にあった方法を選択
できるようになった

５．様々な授業方法を知り、目的・目標にあった方法を選択できる

６．様々な成績評価方法を知り、目的・目標にあった方法を選択でき
るようになった

７．学生参加型のグループ作業を、自ら授業で導入することができる
ようになった

２．どちらかといえばそう思わない

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

合計

４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

合計

４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

合計

１．そう思わない

合計

４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

7
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64.3%

35.7%

0.0% 0.0%
４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

78.6%

21.4%

0.0% 0.0%
４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

14.3%

71.4%

14.3%

0.0%
４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

71.4%

21.4%

7.1% 0.0% ４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わな

い

１．そう思わない
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計

や
ク

ラ
ス

設
計

を
し

っ
か

り
考

え
た

上
で

、
そ

こ
に

適
切

な
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

手
法

を
埋

め
込

ん
で

い
く
思

慮
深

さ
が

重
要

で
あ

る
と

感
じ

た
。

今
後

、
Ｆ

Ｄ
研

修
で

各
手

法
の

講
義

が
あ

る
よ

う
な

の
で

、
是

非
参

加
し

た
い

。
ま

た
、

講
義

中
で

紹
介

さ
れ

た
小

道
具

セ
ッ

ト
は

そ
れ

ぞ
れ

か
な

り
ア

ナ
ロ

グ
な

ア
イ

テ
ム

で
は

あ
る

が
、

そ
れ

を
使

う
こ

と
で

既
存

の
講

義
を

改
善

で
き

る
可

能
性

を
感

じ
た

。
是

非
使

っ
て

い
き

た
い

。

　
私

は
今

年
か

ら
始

め
て

授
業

を
受

け
持

つ
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

自
分

が
学

生
だ

っ
た

こ
ろ

も
含

め
て

、
授

業
の

準
備

、
授

業
の

方
法

、
評

価
法

な
ど

学
ん

だ
こ

と
は

ま
っ

た
く
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

こ
の

一
連

の
過

程
の

す
べ

て
が

私
に

と
っ

て
新

し
い

こ
と

で
し

た
。

　
授

業
の

準
備

・
シ

ラ
バ

ス
作

成
で

は
、

学
生

の
視

点
で

文
章

を
作

成
す

る
こ

と
は

重
要

で
あ

る
こ

と
を

知
り

ま
し

た
。

確
か

に
自

分
自

身
で

作
成

し
て

み
て

、
客

観
的

に
見

た
と

き
に

、
こ

れ
で

ど
ん

な
授

業
が

行
わ

れ
る

の
か

、
ど

ん
な

こ
と

が
習

得
で

き
る

の
か

、
わ

か
り

や
す

く
解

説
す

る
必

要
が

あ
る

と
理

解
で

き
ま

し
た

。
特

に
私

の
受

け
持

ち
は

（
必

修
）
課

目
で

す
の

で
、

内
容

が
ど

う
で

あ
ろ

う
と

授
業

に
く
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

し
か

し
、

（
選

択
）

の
場

合
は

シ
ラ

バ
ス

が
唯

一
の

判
断

基
準

と
な

り
ま

す
の

で
、

重
要

な
情

報
源

だ
と

考
え

ま
し

た
。

ま
た

、
授

業
の

（
目

的
）
と

（
到

達
目

標
）
も

明
確

に
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

学
生

へ
の

メ
リ

ッ
ト

だ
け

で
は

な
く
、

自
分

に
と

っ
て

も
ど

の
よ

う
な

授
業

構
成

に
す

る
か

考
え

る
基

準
と

な
る

こ
と

が
わ

か
り

ま
し

た
。

授
業

方
法

は
、

こ
ん

な
に

方
法

が
あ

る
の

か
と

驚
き

ま
し

た
。

私
自

身
は

講
義

形
式

の
授

業
し

か
受

講
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

の
で

、
様

々
な

形
態

の
授

業
方

法
を

知
る

こ
と

が
で

き
て

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。
成

績
評

価
に

つ
い

て
は

、
ま

だ
経

験
が

あ
り

ま
せ

ん
が

、
授

業
を

開
始

す
る

前
か

ら
詳

細
に

考
え

て
お

く
、

公
開

す
る

必
要

が
あ

る
と

理
解

し
ま

し
た

。
学

生
に

と
っ

て
は

、
ど

こ
に

集
中

す
れ

ば
い

い
か

わ
か

り
や

す
い

こ
と

、
私

に
と

っ
て

は
、

判
断

を
公

正
に

す
る

こ
と

に
加

え
て

、
判

断
を

ス
ム

ー
ズ

に
で

き
る

点
が

あ
る

と
理

解
し

ま
し

た
。

方
法

論
に

つ
い

て
は

、
今

後
行

わ
れ

る
セ

ミ
ナ

ー
で

勉
強

さ
せ

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

特
に

気
に

入
っ

た
の

は
、

Y
e
s/

N
o
 カ

ー
ド

で
す

。
授

業
中

に
学

生
の

反
応

を
知

る
の

に
有

用
だ

と
思

い
ま

し
た

。
以

前
の

授
業

で
は

、
学

生
に

手
を

挙
げ

て
も

ら
っ

て
、

反
応

を
見

ま
し

た
が

、
誰

も
手

を
挙

げ
て

く
れ

ま
せ

ん
で

し
た

。
お

そ
ら

く
、

恥
ず

か
し

い
と

か
、

何
か

質
問

さ
れ

る
か

も
と

考
え

た
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
私

の
担

当
の

医
学

部
の

授
業

で
は

、
講

義
形

式
が

多
い

の
で

、
私

か
ら

の
一

方
的

な
情

報
提

供
に

な
っ

て
し

ま
う

と
こ

ろ
を

、
こ

の
よ

う
な

方
法

に
よ

っ
て

、
学

生
の

意
思

を
そ

の
場

で
確

認
で

き
る

ツ
ー

ル
と

し
て

有
用

だ
と

感
心

し
ま

し
た

。

シ
ラ

バ
ス

作
成

の
手

順
、

コ
ー

ス
設

計
・
ク

ラ
ス

設
計

の
手

順
や

考
え

方
に

つ
い

て
重

要
な

点
を

認
識

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
階

層
分

析
や

手
順

分
析

な
ど

、
今

後
の

シ
ラ

バ
ス

改
善

や
授

業
計

画
の

改
善

に
生

か
し

て
い

き
た

い
。

様
々

な
授

業
方

法
の

存
在

を
知

れ
た

だ
け

で
な

く
、

模
擬

授
業

で
他

の
受

講
者

が
実

践
し

て
い

る
の

を
見

る
こ

と
が

で
き

、
そ

の
使

用
方

法
イ

メ
ー

ジ
も

湧
い

た
。

今
回

の
模

擬
授

業
で

用
い

た
「
マ

イ
ン

ド
マ

ッ
プ

作
成

」
を

自
分

の
授

業
に

取
り

入
れ

て
み

た
い

。
ま

た
、

授
業

は
じ

め
に

ア
イ

ス
ブ

レ
ー

キ
ン

グ
を

導
入

し
、

話
し

や
す

い
授

業
作

り
を

心
が

け
た

い
。

早
口

に
な

っ
て

し
ま

う
の

が
自

分
の

癖
だ

と
思

う
の

で
、

授
業

の
中

で
重

要
な

ポ
イ

ン
ト

は
繰

り
返

す
な

ど
し

て
、

念
を

押
す

。
学

生
へ

の
知

識
や

考
え

方
の

定
着

を
促

進
す

る
工

夫
を

し
て

い
き

た
い

。
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ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

学
ん

だ
点

教
育

実
践

の
場

で
や

っ
て

み
た

い
点

講
師

の
先

生
方

に
は

熱
心

に
指

導
を

し
て

い
た

だ
き

、
さ

ま
ざ

ま
な

ミ
ニ

講
義

を
通

じ
て

、
こ

れ
ま

で
知

ら
な

か
っ

た
教

育
方

法
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ま
た

、
同

じ
グ

ル
ー

プ
の

メ
ン

バ
ー

の
方

々
が

と
て

も
親

切
に

し
て

下
さ

り
、

非
常

に
助

け
ら

れ
る

場
面

が
多

く
あ

り
が

た
か

っ
た

で
す

。
良

い
教

育
と

は
何

な
の

か
、

教
育

の
本

質
と

は
何

か
、

そ
の

意
義

と
は

何
か

。
こ

れ
ら

の
問

題
は

本
当

に
難

し
い

と
い

う
こ

と
を

改
め

て
認

識
し

、
ま

す
ま

す
悩

み
が

増
え

、
心

の
闇

が
深

く
な

り
ま

し
た

。
貴

重
な

機
会

を
お

与
え

い
た

だ
き

、
ど

う
も

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

ま
だ

習
っ

た
ば

か
り

の
内

容
で

す
の

で
、

自
分

の
な

か
で

そ
の

教
育

効
果

が
明

確
に

理
解

で
き

、
自

信
が

つ
い

て
か

ら
取

り
入

れ
た

い
と

思
い

ま
す

。
来

年
度

授
業

計
画

の
段

階
に

な
っ

て
か

ら
、

授
業

内
容

と
の

兼
ね

合
い

で
じ

っ
く
り

と
考

え
る

予
定

で
す

。

・
こ

れ
ま

で
中

学
・
高

校
・
大

学
で

教
え

て
き

た
経

験
が

あ
る

た
め

、
授

業
自

体
に

抵
抗

感
は

な
く
、

ま
た

学
生

が
「
低

年
齢

化
」
（
言

い
方

は
悪

い
が

）
し

て
き

て
い

る
た

め
、

高
校

ま
で

の
教

え
方

が
大

学
で

も
十

分
通

じ
る

部
分

が
あ

っ
た

。
し

か
し

、
こ

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
学

ん
だ

「
深

イ
イ

学
び

」
「
シ

ラ
バ

ス
の

書
き

方
」
「
コ

ー
ス

・
ク

ラ
ス

設
計

」
「
様

々
な

授
業

方
法

」
「
学

習
評

価
」
と

い
っ

た
、

こ
れ

ら
の

講
義

は
大

学
と

い
う

高
等

教
育

に
合

致
し

た
内

容
で

あ
り

、
こ

れ
か

ら
大

学
と

い
う

場
で

授
業

を
行

っ
て

い
く
う

え
で

、
大

変
有

益
で

あ
っ

た
。

・
講

義
以

外
に

も
、

グ
ル

ー
プ

で
共

同
作

業
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

他
の

分
野

の
教

員
と

交
流

を
持

つ
機

会
が

得
ら

れ
た

と
と

も
に

、
同

じ
テ

ー
マ

に
対

し
て

「
そ

の
よ

う
な

ア
プ

ロ
ー

チ
の

仕
方

が
あ

る
ん

だ
」
と

関
心

さ
せ

ら
れ

た
。

こ
れ

は
教

育
面

だ
け

で
な

く
、

共
同

研
究

を
行

う
上

で
も

役
に

立
つ

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
た

。
・
宿

泊
と

い
う

長
時

間
を

と
も

に
す

る
こ

と
で

、
参

加
し

た
メ

ン
バ

ー
と

一
体

感
を

持
つ

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
今

後
、

大
学

全
体

と
し

て
何

か
に

携
わ

っ
て

い
く
際

に
、

そ
の

よ
う

な
他

学
部

の
教

員
と

の
「
つ

な
が

り
」
の

基
礎

を
気

づ
く
こ

と
が

で
き

た
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。
・
私

の
出

身
大

学
で

は
、

こ
の

よ
う

な
研

修
は

全
く
な

い
の

で
、

新
任

教
員

に
と

っ
て

は
非

常
に

あ
り

が
た

い
制

度
だ

と
思

う
。

・
今

回
、

「
シ

ラ
バ

ス
の

書
き

方
」
と

い
う

講
義

を
通

し
て

、
「
目

的
」
と

「
到

達
目

標
」
の

違
い

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

た
の

で
、

そ
の

点
に

注
意

し
な

が
ら

、
「
わ

か
り

や
す

い
シ

ラ
バ

ス
」
を

作
成

し
て

み
た

い
と

思
う

。
・
こ

れ
ま

で
は

漫
然

と
授

業
設

計
（
コ

ー
ス

・
ク

ラ
ス

と
も

に
）
し

て
い

た
の

で
、

「
ク

ラ
ス

タ
ー

分
析

」
や

「
階

層
分

析
」
と

い
っ

た
手

法
を

駆
使

し
な

が
ら

、
「
お

い
し

い
目

玉
焼

き
」
が

出
来

上
が

る
よ

う
な

授
業

を
組

み
立

て
て

み
た

い
。

・
せ

っ
か

く
「
模

擬
授

業
」
で

「
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
ン

グ
」
を

試
し

て
み

た
の

で
、

実
際

の
授

業
で

も
、

他
の

授
業

方
法

を
試

し
て

み
た

い
と

思
う

。
そ

れ
に

「
模

擬
授

業
」
で

は
講

師
の

ご
意

見
を

は
じ

め
と

し
て

、
他

の
教

員
か

ら
も

授
業

の
工

夫
の

仕
方

や
話

し
方

な
ど

、
学

ぶ
こ

と
が

多
か

っ
た

の
で

、
そ

れ
ら

を
授

業
に

取
り

入
れ

て
い

き
た

い
と

思
う

。
・
「
学

習
評

価
」
も

こ
れ

ま
で

は
漠

然
と

、
点

数
順

に
「
優

良
可

不
可

」
を

付
け

て
い

た
が

、
学

習
成

果
（
到

達
目

標
）
を

意
識

し
な

が
ら

の
評

価
を

心
が

け
た

い
と

思
う

。

・
シ

ラ
バ

ス
の

書
き

方
・
価

値
を

教
授

す
る

こ
と

の
難

し
さ

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ

今
ま

で
は

誰
か

ら
も

何
も

特
に

教
わ

ら
ず

に
、

見
よ

う
見

ま
ね

で
シ

ラ
バ

ス
を

書
い

て
い

た
が

、
目

的
の

設
定

方
法

や
書

き
方

、
到

達
目

標
の

具
体

的
な

設
定

方
法

や
記

述
の

方
法

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
。

授
業

全
体

の
計

画
を

立
て

る
場

合
に

は
、

学
生

に
最

後
に

何
が

残
っ

て
ほ

し
い

の
か

を
意

識
す

る
こ

と
、

一
貫

性
を

も
っ

た
計

画
に

す
る

こ
と

が
重

要
だ

と
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
。

模
擬

授
業

で
は

、
複

数
の

先
生

の
授

業
の

様
子

を
少

し
見

る
こ

と
が

で
き

た
の

で
、

よ
か

っ
た

点
を

自
分

も
真

似
を

し
よ

う
と

思
う

。
模

擬
授

業
で

の
コ

メ
ン

ト
も

、
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

コ
メ

ン
ト

や
チ

ャ
レ

ン
ジ

ン
グ

ポ
イ

ン
ト

と
し

て
い

た
だ

い
た

の
で

、
自

分
も

相
手

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
高

め
る

よ
う

な
コ

メ
ン

ト
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

た
い

と
思

っ
た

。
実

践
の

場
で

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
手

法
を

取
り

入
れ

て
、

学
生

に
飽

き
さ

せ
な

い
授

業
が

で
き

た
ら

と
思

う
。

授
業

の
ゴ

ー
ル

，
つ

ま
り

，
学

生
に

身
に

つ
け

さ
せ

た
い

力
，

の
明

確
化

と
そ

の
実

現
に

向
け

て
バ

ッ
ク

ワ
ー

ド
デ

ザ
イ

ン
を

す
る

こ
と

が
，

授
業

に
一

貫
性

を
も

た
せ

る
こ

と
に

な
る

と
思

い
ま

す
。

授
業

方
法

に
つ

い
て

は
，

目
的

に
応

じ
て

講
義

型
を

含
め

て
そ

れ
ぞ

れ
の

よ
い

点
を

効
果

的
に

選
択

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

と
思

い
ま

す
。

　
コ

ー
ス

設
計

・
ク

ラ
ス

設
計

と
シ

ラ
バ

ス
へ

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
で

き
ま

し
た

。
学

生
に

と
っ

て
も

教
員

に
と

っ
て

も
分

か
り

や
す

い
シ

ラ
バ

ス
の

内
容

と
そ

の
書

き
方

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
　

ま
た

，
参

加
型

の
学

習
に

す
る

た
め

の
教

育
方

法
を

整
理

し
て

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

こ
と

は
，

今
後

の
授

業
方

法
改

善
に

も
役

立
つ

と
考

え
ま

す
。

後
学

期
の

シ
ラ

バ
ス

は
登

録
さ

れ
て

い
ま

す
が

，
後

学
期

の
最

初
の

授
業

で
配

布
す

る
シ

ラ
バ

ス
に

今
回

学
ん

だ
こ

と
を

反
映

さ
せ

た
い

と
思

い
ま

す
。

特
に

数
値

目
標

を
入

れ
な

が
ら

よ
り

具
体

的
な

内
容

に
す

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
ま

た
，

ワ
ー

ル
ド

カ
フ

ェ
な

ど
の

さ
ま

ざ
ま

な
授

業
方

法
を

紹
介

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
の

で
，

こ
れ

か
ら

の
授

業
に

積
極

的
に

取
り

入
れ

た
い

と
思

い
ま

す
。

こ
の

中
の

い
く
つ

か
は

中
学

校
現

場
で

も
使

っ
て

い
ま

し
た

が
，

学
生

が
主

体
的

に
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
よ

う
，

多
く
の

方
法

を
試

し
て

み
た

い
で

す
。
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ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

学
ん

だ
点

教
育

実
践

の
場

で
や

っ
て

み
た

い
点

①
「
暗

黙
知

」
「
経

験
値

」
と

し
て

存
在

し
て

い
た

「
シ

ラ
バ

ス
の

書
き

方
」
「
成

績
評

価
」
が

「
見

え
る

化
」

さ
れ

、
合

理
的

・
合

目
的

的
に

そ
れ

ら
を

処
理

す
る

手
法

を
学

ん
だ

。
②

大
教

室
で

の
講

義
を

担
当

す
る

に
あ

た
っ

て
悩

み
の

種
で

あ
っ

た
「
学

生
の

反
応

」
を

引
き

出
す

技
術

に
つ

い
て

、
具

体
的

に
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

と
り

わ
け

模
擬

授
業

の
際

に
い

た
だ

い
た

コ
メ

ン
ト

（
赤

青
カ

ー
ド

の
メ

リ
ッ

ト
、

挙
手

の
デ

メ
リ

ッ
ト

な
ど

）
は

参
考

に
な

っ
た

。
小

さ
く
か

つ
技

術
的

な
こ

と
で

は
あ

る
が

、
知

る
と

知
ら

な
い

と
で

は
や

は
り

違
う

。
③

授
業

評
価

に
つ

い
て

も
、

大
教

室
講

義
、

と
り

わ
け

評
価

の
や

り
に

く
い

「
人

文
系

概
論

」
で

も
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
は

使
え

そ
う

で
、

こ
れ

は
是

非
実

践
し

た
い

。
①

②
③

を
通

じ
て

、
初

任
時

に
知

っ
て

お
く
と

「
便

利
」
な

技
を

多
く
教

示
し

て
い

た
だ

き
、

意
義

の
あ

る
講

習
で

あ
っ

た
と

感
じ

る
。

す
で

に
記

し
た

が
、

②
に

関
し

て
は

赤
青

カ
ー

ド
や

大
き

な
指

し
棒

の
導

入
、

③
に

関
し

て
は

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

は
、

す
ぐ

に
で

も
取

り
入

れ
て

い
き

た
い

（
も

し
く
は

作
成

し
て

み
た

い
）
。

こ
れ

ま
で

シ
ラ

バ
ス

内
の

「
授

業
の

目
的

」
、

「
授

業
の

到
達

目
標

」
、

「
授

業
概

要
」
に

つ
い

て
の

書
き

分
け

が
判

然
と

で
き

な
か

っ
た

が
、

シ
ラ

バ
ス

に
関

す
る

必
要

事
項

を
学

び
、

具
体

的
に

書
く
よ

う
に

、
学

生
が

主
語

と
な

る
よ

う
に

、
到

達
目

標
を

知
識

・
技

能
・
態

度
の

三
領

域
に

書
き

分
け

る
な

ど
の

具
体

的
な

指
針

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

さ
ら

に
、

シ
ラ

バ
ス

の
模

擬
作

成
の

際
に

こ
れ

ら
の

指
針

を
実

践
す

る
こ

と
で

シ
ラ

バ
ス

を
書

く
際

の
作

業
の

流
れ

が
明

確
に

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
、

シ
ラ

バ
ス

作
成

を
大

幅
に

効
率

化
で

き
た

よ
う

に
思

え
た

。

今
回

の
模

擬
授

業
で

は
「
ク

リ
ッ

カ
ー

の
活

用
」
を

中
心

と
し

て
授

業
を

組
み

立
て

て
い

っ
た

が
、

実
際

に
授

業
を

行
う

際
に

は
「
ク

リ
ッ

カ
ー

の
活

用
」
の

み
で

は
な

く
、

「
バ

ズ
学

習
」
や

「
シ

ン
ク

・
ペ

ア
・
シ

ェ
ア

」
等

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

に
つ

い
て

も
や

っ
て

み
た

い
と

思
っ

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
今

回
の

よ
う

な
大

人
数

規
模

（
～

1
0
0
人

）
を

想
定

し
た

場
合

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
た

だ
単

純
に

行
う

だ
け

で
は

学
生

の
集

中
力

を
保

つ
こ

と
も

難
し

い
も

の
と

思
わ

れ
る

の
で

、
実

際
に

大
人

数
規

模
の

授
業

を
行

う
ま

で
に

集
中

力
を

保
た

せ
た

上
で

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
に

取
り

組
ま

せ
る

工
夫

に
つ

い
て

考
え

て
い

き
た

い
と

思
う

。

シ
ラ

バ
ス

の
書

き
方

、
授

業
計

画
の

書
き

方
な

ど
が

参
考

に
な

っ
た

。
ま

た
、

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

方
法

や
成

績
評

価
法

の
具

体
的

な
方

法
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
、

勉
強

に
な

っ
た

。
簡

単
な

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
で

あ
れ

ば
実

践
し

て
み

た
い

と
感

じ
た

。

今
年

度
初

め
て

、
１

科
目

の
な

か
の

講
義

１
ク

ラ
ス

と
技

術
演

習
1
ク

ラ
ス

を
担

当
し

ま
し

た
。

授
業

案
作

成
に

苦
労

し
ま

し
た

の
で

、
今

回
の

ワ
ー

ク
で

の
学

び
を

楽
し

み
に

し
て

い
ま

し
た

。
課

題
分

析
図

に
な

じ
み

が
な

か
っ

た
の

で
す

が
、

分
析

図
に

す
る

こ
と

で
、

授
業

の
課

題
や

流
れ

が
明

確
に

な
る

こ
と

を
感

じ
ま

し
た

。
次

回
授

業
案

作
成

時
に

、
課

題
分

析
図

の
活

用
を

考
え

て
い

ま
す

。

レ
ポ

ー
ト

を
課

題
に

す
る

と
、

そ
の

評
価

に
数

時
間

を
要

し
、

教
員

の
負

担
も

大
き

く
な

っ
て

い
ま

す
。

今
回

紹
介

さ
れ

た
授

業
方

法
に

ピ
ア

・
エ

デ
ィ

テ
ィ

ン
グ

が
あ

り
、

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

と
き

も
、

ピ
ア

・
エ

デ
ィ

テ
ィ

ン
グ

の
活

用
が

あ
が

り
ま

し
た

。
自

己
の

実
践

で
も

、
活

用
で

き
な

い
か

検
討

し
て

み
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。

【
学

ん
だ

点
】

　
　

・
学

生
へ

の
配

慮
学

生
へ

の
配

慮
を

一
番

大
切

に
し

て
い

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
無

意
識

の
う

ち
に

　
　

　
配

慮
で

き
て

い
な

か
っ

た
自

分
に

シ
ョ

ッ
ク

を
受

け
ま

し
た

。
授

業
だ

か
ら

、
当

た
り

前
の

　
　

　
よ

う
に

い
ろ

ん
な

こ
と

を
求

め
て

い
た

こ
と

・
押

し
付

け
て

い
た

こ
と

に
反

省
す

る
ば

か
り

で
す

。
　

　
・
周

り
の

先
生

へ
の

声
か

け
　

　
　

同
じ

グ
ル

ー
プ

の
先

生
か

ら
、

他
の

先
生

に
対

す
る

声
か

け
と

配
慮

す
る

姿
勢

を
　

　
　

学
び

ま
し

た
。

一
人

一
人

の
先

生
を

呼
名

し
な

が
ら

、
話

し
か

け
た

り
、

ヘ
ル

プ
を

　
　

　
出

し
や

す
い

よ
う

に
さ

れ
て

い
た

姿
勢

に
学

ば
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
　

　
・
無

意
識

に
い

ろ
ん

な
動

作
を

し
て

い
る

こ
と

に
気

付
か

さ
れ

ま
し

た
　

　
　

授
業

内
で

出
さ

れ
た

こ
ち

ら
の

意
図

し
な

い
意

見
の

拾
い

方
な

ど
、

い
ま

ま
で

気
づ

か
な

い
　

　
　

こ
と

を
指

摘
さ

れ
て

気
づ

か
さ

れ
ま

し
た

。

【
教

育
実

践
の

場
で

や
っ

て
み

た
い

点
】

　
　

・
学

生
へ

の
配

慮
を

、
授

業
前

に
再

度
意

識
し

て
み

る
　

　
・
ス

タ
デ

ィ
ス

キ
ル

を
つ

け
る

授
業

方
法

を
再

検
討

し
て

み
る
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【
設

問
6
】
　

本
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
改

善
点

等
、

ご
意

見
ご

感
想

が
あ

り
ま

し
た

ら
ご

自
由

に
お

書
き

下
さ

い

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

を
使

っ
た

講
義

や
演

習
も

よ
く
行

う
の

で
、

ぜ
ひ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
を

そ
ろ

え
て

ほ
し

い
。

一
方

、
手

作
り

の
備

品
を

使
っ

た
講

義
も

新
鮮

で
し

た
。

ま
ず

は
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
設

計
し

て
い

た
だ

い
た

教
育

企
画

室
の

皆
様

、
お

疲
れ

様
で

し
た

。
私

は
教

職
免

許
を

持
っ

て
い

な
い

の
で

、
こ

れ
ま

で
「
ど

う
教

え
る

か
」
の

思
想

や
手

法
に

つ
い

て
は

、
気

に
な

り
つ

つ
も

全
く
無

頓
着

で
し

た
が

、
本

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

通
じ

て
多

く
の

発
見

が
あ

り
ま

し
た

。
今

後
も

積
極

的
に

Ｆ
Ｄ

に
参

加
し

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
僭

越
な

が
ら

最
初

は
「
や

る
気

の
な

い
人

が
い

る
と

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
が

落
ち

る
（
グ

ル
ー

プ
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

上
げ

る
の

が
こ

の
研

修
の

目
的

で
は

な
い

し
、

や
る

気
の

な
い

人
が

グ
ル

ー
プ

で
出

し
た

結
果

に
た

だ
乗

り
さ

れ
る

と
感

情
的

に
よ

ろ
し

く
な

い
）
の

で
、

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
じ

ゃ
な

く
て

、
１

人
で

や
っ

た
方

が
良

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
」
と

思
っ

て
い

ま
し

た
が

、
結

果
的

に
は

グ
ル

ー
プ

で
意

見
を

出
し

合
い

、
協

力
し

な
が

ら
作

業
し

て
、

良
い

結
果

が
得

ら
れ

ま
し

た
。

所
属

学
部

で
は

、
他

学
部

の
先

生
と

の
交

流
は

な
か

な
か

難
し

い
で

す
が

、
こ

の
よ

う
な

機
会

を
通

し
て

交
流

が
も

て
ま

し
た

の
で

、
と

て
も

有
意

義
で

し
た

。
と

く
に

、
私

は
授

業
経

験
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

の
で

、
先

輩
の

先
生

か
ら

コ
ツ

を
聞

く
こ

と
が

で
き

て
、

さ
っ

そ
く
取

り
入

れ
た

い
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

同
じ

立
場

の
先

生
と

は
悩

み
な

ど
を

共
有

で
き

て
心

強
い

と
思

い
ま

し
た

。
　

　
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

全
体

も
講

師
の

先
生

と
ス

タ
ッ

フ
の

先
生

が
緻

密
に

計
画

さ
れ

て
い

て
、

非
常

に
快

適
に

受
講

で
き

ま
し

た
。

改
め

て
、

感
謝

申
し

上
げ

ま
す

。
　

蚊
取

り
線

香
は

、
せ

ま
い

空
間

で
は

に
お

い
が

強
烈

で
し

た
の

で
、

別
の

器
具

で
も

よ
か

っ
た

の
で

は
？

　
ケ

ビ
ン

は
非

常
に

す
ば

ら
し

い
建

物
で

し
た

が
、

タ
オ

ル
や

シ
ャ

ン
プ

ー
な

ど
も

っ
て

来
ま

せ
ん

で
し

た
の

で
失

敗
で

し
た

。
書

類
か

メ
ー

ル
に

必
要

事
項

と
し

て
書

い
て

あ
り

ま
し

た
で

し
ょ

う
か

？
読

み
飛

ば
し

て
い

た
ら

す
い

ま
せ

ん
。

お
世

話
に

な
り

ま
し

た
。

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

や
最

後
の

お
見

送
り

な
ど

、
ス

タ
ッ

フ
の

皆
さ

ん
の

ご
配

慮
を

感
じ

ま
し

た
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

ス
タ

ッ
フ

の
十

分
行

き
届

い
た

配
慮

の
お

か
げ

で
、

す
ば

ら
し

い
企

画
を

体
験

さ
せ

て
い

た
だ

き
、

大
変

満
足

を
し

て
お

り
ま

す
。

　
も

し
可

能
で

あ
れ

ば
、

初
日

（
土

曜
日

）
の

午
前

中
に

初
め

て
顔

を
合

わ
せ

た
グ

ル
ー

プ
の

交
流

を
深

め
る

意
味

で
も

、
せ

め
て

最
初

の
食

事
（
土

曜
日

の
昼

ご
は

ん
）
く
ら

い
は

、
企

画
室

側
が

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
席

を
固

定
さ

せ
て

も
よ

い
か

な
と

感
じ

ま
し

た
（
も

ち
ろ

ん
、

他
の

教
員

と
交

流
す

る
意

味
で

も
、

土
曜

日
の

お
昼

以
降

の
食

事
は

自
由

な
席

で
か

ま
わ

な
い

と
思

い
ま

す
）
。

　
あ

と
、

「
ケ

ビ
ン

」
の

部
屋

割
り

は
大

変
「
適

切
」
だ

っ
た

と
思

い
ま

す
。

私
自

身
は

法
文

学
部

で
す

が
、

教
育

学
部

の
先

生
方

と
同

じ
部

屋
だ

っ
た

こ
と

で
、

同
じ

「
文

系
」
の

教
員

が
持

つ
悩

み
な

ど
を

語
り

合
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
そ

の
よ

う
な

配
慮

を
し

て
い

た
だ

い
た

企
画

室
の

皆
様

に
感

謝
い

た
し

ま
す

。
　

本
当

に
２

日
間

、
ス

タ
ッ

フ
の

皆
様

に
は

い
ろ

い
ろ

と
お

世
話

に
な

り
ま

し
た

。
大

変
す

ば
ら

し
い

体
験

を
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

い
ろ

い
ろ

と
準

備
、

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

模
擬

授
業

を
実

施
し

て
み

て
、

も
っ

と
授

業
が

う
ま

く
で

き
る

コ
ツ

（
学

生
の

興
味

関
心

を
引

く
よ

う
な

授
業

の
方

法
、

話
し

方
）
も

学
び

た
い

と
思

い
ま

し
た

。
研

修
場

所
で

す
が

、
伊

方
町

の
瀬

戸
ア

グ
リ

ト
ピ

ア
も

、
ロ

ッ
ジ

が
き

れ
い

で
快

適
で

、
景

色
も

良
く
、

お
す

す
め

で
す

。
（
大

浴
場

も
あ

り
ま

す
）
模

擬
授

業
の

場
所

等
も

確
保

で
き

る
と

思
い

ま
す

。

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

は
大

変
お

世
話

に
な

り
，

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

　
グ

ル
ー

プ
を

組
ん

で
1
0
分

間
の

模
擬

授
業

を
考

え
る

と
い

う
こ

と
は

，
た

い
へ

ん
よ

い
こ

と
だ

と
思

い
ま

す
。

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
分

野
が

か
ぶ

ら
な

い
よ

う
に

テ
ー

マ
を

与
え

て
く
だ

さ
っ

て
い

た
の

も
納

得
で

き
る

も
の

で
し

た
。

模
擬

授
業

で
は

主
と

し
て

目
標

に
あ

わ
せ

て
ど

の
よ

う
な

授
業

方
法

を
採

用
し

て
進

め
て

い
く
か

に
焦

点
を

当
て

る
の

の
だ

と
考

え
て

お
り

ま
し

た
が

，
グ

ル
ー

プ
学

習
で

は
つ

い
つ

い
内

容
面

を
深

く
考

え
る

こ
と

に
時

間
が

か
か

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
あ

ま
り

授
業

経
験

の
な

い
先

生
方

の
ア

イ
デ

ア
を

生
か

し
て

活
躍

し
て

も
ら

お
う

と
考

え
て

い
た

の
で

す
が

，
私

の
ほ

う
で

も
う

少
し

う
ま

く
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
す

れ
ば

よ
か

っ
た

か
な

と
反

省
を

い
た

し
ま

し
た

。
　

土
日

の
合

宿
を

行
う

と
，

月
曜

日
の

授
業

に
少

々
疲

れ
を

感
じ

る
の

は
年

齢
の

せ
い

で
す

ね
。

　
ス

タ
ッ

フ
の

み
な

さ
ま

に
は

た
い

へ
ん

お
世

話
に

な
り

ま
し

た
。

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
を

感
じ

ま
し

た
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

①
天

候
不

順
の

な
か

、
諸

準
備

そ
し

て
講

習
を

実
行

し
て

い
た

だ
い

た
ス

タ
ッ

フ
の

方
々

に
ま

ず
は

お
礼

申
し

上
げ

ま
す

。
②

感
想

等
は

ア
ン

ケ
ー

ト
の

通
り

で
す

が
、

概
論

系
授

業
の

考
え

方
・
組

み
立

て
方

に
関

す
る

講
習

と
し

て
は

、
大

変
実

践
的

で
有

意
義

な
も

の
で

あ
っ

た
と

考
え

ま
す

。
③

全
体

と
し

て
汎

用
性

の
高

い
も

の
で

し
た

が
、

「
人

文
科

学
」
「
社

会
科

学
」
系

に
特

化
し

た
講

習
も

あ
れ

ば
受

講
し

た
い

で
す

（
多

分
そ

の
よ

う
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
も

あ
る

の
で

し
ょ

う
が

）
。

例
え

ば
先

日
受

講
し

た
サ

イ
エ

ン
ス

ビ
ジ

ュ
ア

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
も

理
科

系
が

想
定

さ
れ

て
お

り
大

変
役

に
立

っ
た

の
で

す
が

、
方

法
論

が
異

な
る

部
分

も
あ

る
の

で
、

違
和

感
も

多
少

あ
り

ま
し

た
。

い
ず

れ
に

せ
よ

、
今

回
の

内
容

を
自

分
の

授
業

実
践

の
な

か
で

ア
レ

ン
ジ

し
て

い
け

ば
よ

い
話

な
の

で
す

が
。

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

上
難

し
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
ト

イ
レ

休
憩

等
の

時
間

が
あ

れ
ば

よ
い

と
思

い
ま

し
た

。

ハ
ー

ド
で

し
た

が
、

楽
し

く
参

加
で

き
ま

し
た

。
1
泊

で
し

た
の

で
、

学
習

以
外

に
も

、
飲

食
や

移
動

な
ど

の
面

で
も

お
気

遣
い

い
た

だ
き

、
と

て
も

助
か

り
ま

し
た

。
ま

た
、

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

で
き

る
よ

う
な

機
会

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

参
加

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

こ
の

た
び

は
、

大
変

お
世

話
に

な
り

、
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
　

ス
タ

ッ
フ

の
皆

様
の

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
を

強
く
意

識
さ

れ
た

姿
勢

に
、

学
ば

せ
て

い
た

だ
く
と

と
も

に
　

大
変

居
心

地
よ

く
研

修
に

参
加

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
他

の
大

学
の

研
修

で
、

ま
っ

た
く
知

ら
な

い
　

先
生

ば
か

り
の

中
で

、
2
日

間
気

持
ち

よ
く
過

ご
せ

た
の

も
、

全
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
よ

く
練

ら
れ

て
い

る
　

か
ら

だ
と

思
い

ま
す

。
授

業
づ

く
り

に
も

通
じ

る
姿

勢
を

教
え

て
い

た
だ

い
た

よ
う

に
思

い
ま

す
。

  
本

当
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

  
今

後
と

も
ど

う
か

よ
ろ

し
く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
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第２５回授業デザインワークショップ事後アンケート結果

実施日 ：平成27年9月1日（火）～3日（木） 所属先 ：4年制大学11名 設置形態別：国立1０名
実施会場 ：愛媛大学城北キャンパス 　短期大学5名 　公立1名
参加者数 ：18名 　専門学校1名 　私立5名
アンケート回答者数：17名（回収率94.4％） 　国立高等専門学校1名

【設問1】本ワークショップの参加の経緯についてお答え下さい

【1-1】ワークショップへの参加動機は何ですか＜複数選択可＞

回答数 割合

3 17.6%
5 29.4%
0 0.0%
0 0.0%
7 41.2%
2 11.8%

 【1-2】1-1で「その他」と答えた方は、具体的にお答え下さい

先輩教員からのすすめ

昨年新任だったが参加できなかったため

【1-3】 ワークショップの目的や内容について、ある程度知った上で参加した

回答数 割合

7 41.2%
9 52.9%
1 5.9%
0 0.0%

17 100.0%

【設問2】本ワークショップの内容についてお答え下さい

【2-1】 ワークショップの目的は、明確に設定されていた

回答数 割合

16 94.1%
1 5.9%
0 0.0%
0 0.0%

17 100.0%

【2-2】 ワークショップは、自分の業務(教育実践)に生かせる内容であった

回答数 割合

9 52.9%
8 47.1%
0 0.0%
0 0.0%

17 100.0%

【2-3】 ワークショップは、わかりやすい順序ですすめられていた

回答数 割合

13 76.5%
4 23.5%
0 0.0%
0 0.0%

17 100.0%

【2-4】 ワークショップでよかった点は以下のうちどれですか＜複数選択可＞

回答数 割合

5 29.4%
12 70.6%
10 58.8%
12 70.6%
4 23.5%

12 70.6%
9 52.9%
7 41.2%

13 76.5%
1 5.9%

 【2-5】 2-4で「その他」と答えた方は、具体的にお答え下さい

    抱いていた悩みが、自分だけのものか、新任教員共通のものか、知ることが出来た

６．その他

１．実施要項を見て内容に興味をもったため

２．所属部署からの依頼があったため

３．他大学・他部署の人と交流したいため

４．新任研修に参加して興味をもったため

５．テニュア・トラック必須ＥＤプログラムだから

３．どちらかといえばそう思う

４．そうである

３．どちらかといえばそうである

２．どちらかといえばそうではない

１．そうではない

合計

４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

合計

４．そう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

合計

４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

合計

１．「何が学生の学びを促進するのか？」について考える機会を得た
２．シラバスの書き方についての理解が深まった

３．コース設計(1科目の授業計画）について理解が深まった

４．複数の授業方法について知ることができた

５．成績評価について理解が深まった

６．クラス設計（90分の授業計画）について理解が深まった

７．自らが開発した授業の良い点・改善点を知ることができた

８．ワークショップの手法を知ることができた

９．他学部等の教員と知り合いになれた

１０．その他

5

12

10

12

4
12

9

7

13

1 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10（人）

3

5

0 0

7

2

１．実施要項を見て内容に興味をもったため

２．所属部署からの依頼があったため

３．他大学・他部署の人と交流したいため

４．新任研修に参加して興味をもったため

５．テニュア・トラック必須ＥＤプログラムだから

６．その他（人）

41.2%

52.9%

5.9% 0.0%
４．そうである

３．どちらかといえばそうである

２．どちらかといえばそうではない

１．そうではない

94.1%

5.9% 0.0%
0.0% ４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

52.9%

47.1%

0.0% 0.0%
４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

76.5%

23.5%

0.0% 0.0%
４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない
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【設問3】本ワークショップに参加しての成果についてお答え下さい

【3-1】 ワークショップで設定した目標のうち、達成されたのはどれですか＜複数選択可＞

回答数 割合

8 57.1%

6 42.9%

7 50.0%

5 35.7%

9 64.3%

12 85.7%

9 64.3%

0 0.0%

【3-2】 ワークショップであなたが学んだ点、それに影響されて教育実践の場でやってみたい点などをお書き下さい（200字～400字程度）

→別添資料参照

【設問4】 本ワークショップの研修環境についてお答え下さい

【4-1】 講師の言動は学習意欲を高めた
回答数 割合

12 70.6%
5 29.4%
0 0.0%
0 0.0%

17 100.0%

【4-2】 事務局は手際よくワークショップを運営していた

回答数 割合

17 100.0%
0 0.0%
0 0.0%
0 0.0%

17 100.0%

【4-3】 ワークショップ会場は快適な環境であった

回答数 割合

14 82.4%
3 17.6%
0 0.0%
0 0.0%

17 100.0%

【設問5】 本ワークショップは全体を通して満足できるものであった

回答数 割合

11 64.7%
6 35.3%
0 0.0%
0 0.0%

17 100.0%

【設問6】　本ワークショップの改善点等、ご意見ご感想がありましたらご自由にお書き下さい

→別添資料参照

４．そう思う

１．適切な目的・目標設定ができるようなった

３．わかりやすいシラバスを書けるようになるようになった

４．コース設計（1科目の授業計画）について知り、
　　目的・目標にあった授業計画を立てることができるようになった

５．様々な授業方法を知り、目的・目標にあった方法を
　　選択できるようになった

６．クラス設計（90分の授業計画）について知り，
　　目的・目標にあった授業計画を立てることができるようになった

７．様々な成績評価方法を知り、目的・目標にあった方法を
　　選択できるようになった

８．学生参加型のグループ作業を、自ら授業で導入することが
　　できるようになった

２．「何が学生の学びを促進するか」について知り，
　　目的・目標にあった方法を選択できるようになった

２．どちらかといえばそう思わない

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

合計

４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

合計

４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

合計

１．そう思わない

合計

４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

8

6

7

5
9

12

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8（人）

70.6%

29.4%

0.0% 0.0%
４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

100.0%

0.0%
0.0%

0.0%

４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

82.4%

17.6%
0.0%

0.0% ４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

64.7%

35.3%

0.0%
0.0% ４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない
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【
3
-
2
】
 今

回
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

あ
な

た
が

学
ん

だ
点

、
そ

れ
に

影
響

さ
れ

て
教

育
実

践
の

場
で

や
っ

て
み

た
い

点
な

ど
を

お
書

き
下

さ
い

（
2
0
0
字

～
4
0
0
字

程
度

）

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

学
ん

だ
点

教
育

実
践

の
場

で
や

っ
て

み
た

い
点

よ
り

よ
い

シ
ラ

バ
ス

の
作

成
方

法
や

授
業

計
画

・
ク

ラ
ス

の
設

計
、

様
々

な
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
方

法
に

つ
い

て
、

特
に

学
ぶ

と
こ

ろ
が

多
く
あ

っ
た

。

シ
ラ

バ
ス

は
、

す
で

に
今

年
度

分
は

提
出

済
み

な
の

で
、

後
期

の
授

業
で

は
ク

ラ
ス

設
計

の
と

こ
ろ

で
学

ん
だ

こ
と

を
反

映
し

た
い

。
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

に
関

し
て

学
ん

だ
こ

と
は

、
ゼ

ミ
の

場
で

生
か

せ
る

と
思

う
の

で
、

適
宜

取
り

入
れ

た
い

。

学
生

目
線

で
の

授
業

と
は

ど
う

い
う

も
の

か
、

の
一

端
を

垣
間

見
る

こ
と

が
で

き
た

。
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
効

果
的

な
活

用
を

考
え

て
み

た
い

。

ま
だ

1
度

し
か

授
業

を
し

た
こ

と
が

な
い

の
で

、
今

回
学

ん
だ

こ
と

は
ど

れ
も

実
践

で
き

る
こ

と
だ

と
思

い
ま

し
た

。
自

分
の

授
業

を
振

り
返

っ
て

み
る

と
、

ひ
た

す
ら

喋
っ

て
い

た
と

感
じ

た
の

で
、

進
行

途
中

に
、

理
解

度
の

確
認

を
入

れ
る

こ
と

は
大

切
だ

と
感

じ
ま

し
た

。

私
の

担
当

す
る

教
科

は
、

覚
え

る
こ

と
も

重
要

な
科

目
で

も
あ

り
、

ま
た

考
え

る
力

も
養

っ
て

い
く
必

要
も

あ
る

た
め

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

な
ど

を
活

用
し

て
い

こ
う

と
感

じ
ま

し
た

。

オ
ム

ニ
バ

ス
で

授
業

を
行

う
た

め
、

シ
ラ

バ
ス

を
書

く
こ

と
は

な
い

の
で

す
が

、
授

業
計

画
を

書
く
こ

と
は

あ
る

の
で

、
指

摘
し

て
い

た
だ

い
た

こ
と

を
踏

ま
え

て
1
2
月

の
授

業
を

作
り

た
い

と
思

い
ま

す
。

・
シ

ラ
バ

ス
の

よ
り

わ
か

り
や

す
い

書
き

方
が

分
か

っ
た

。
・
自

分
の

授
業

の
改

善
点

を
模

擬
授

業
に

よ
っ

て
理

解
で

き
た

。
・
さ

ま
ざ

ま
な

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

手
法

を
今

後
授

業
で

実
践

し
て

み
よ

う
と

思
う

。

従
来

の
講

義
で

は
漠

然
と

行
っ

て
い

た
教

育
方

法
等

の
点

が
認

識
で

き
た

。

・
丁

寧
に

教
え

て
く
だ

さ
り

、
授

業
を

担
当

す
る

に
あ

た
っ

て
の

必
要

な
知

識
と

技
術

に
つ

い
て

理
解

が
深

ま
り

ま
し

た
。

実
際

に
で

き
る

か
ど

う
か

は
わ

か
り

ま
せ

ん
が

、
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
て

い
き

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

・
特

に
様

々
な

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
技

法
を

教
わ

り
ま

し
た

の
で

、
担

当
す

る
教

科
で

目
的

に
合

う
も

の
を

選
択

し
、

是
非

試
し

て
み

た
い

で
す

。

一
方

的
な

講
義

よ
り

、
グ

ル
ー

プ
作

業
を

行
う

方
が

授
業

に
意

欲
的

に
参

加
で

き
る

と
い

う
こ

と
を

身
を

も
っ

て
学

ん
だ

。
今

ま
で

シ
ラ

バ
ス

を
重

要
視

し
て

い
な

か
っ

た
が

、
そ

れ
が

間
違

っ
て

い
た

事
に

気
付

か
さ

れ
た

。

様
々

な
授

業
方

法
が

あ
る

の
で

、
自

分
の

担
当

す
る

科
目

の
特

徴
や

学
生

人
数

な
ど

を
考

え
て

、
適

切
な

手
法

を
取

り
入

れ
て

い
き

た
い

。

現
在

、
実

技
系

と
講

義
系

両
方

の
授

業
を

担
当

し
て

い
る

が
、

講
義

系
の

中
で

学
生

た
ち

に
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
科

す
こ

と
が

で
き

そ
う

な
方

法
を

学
ん

だ
。

た
だ

、
や

り
方

を
考

え
な

い
と

、
一

部
の

も
と

も
と

知
識

を
持

っ
て

い
る

者
、

熱
心

に
事

前
に

調
査

し
た

こ
と

の
あ

る
者

が
中

心
に

な
る

可
能

性
も

大
き

い
と

思
っ

た
。

そ
の

よ
う

な
点

を
考

慮
し

つ
つ

、
講

義
系

の
授

業
で

徐
々

に
取

り
入

れ
て

い
き

た
い

。
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【
3
-
2
】
 今

回
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

あ
な

た
が

学
ん

だ
点

、
そ

れ
に

影
響

さ
れ

て
教

育
実

践
の

場
で

や
っ

て
み

た
い

点
な

ど
を

お
書

き
下

さ
い

（
2
0
0
字

～
4
0
0
字

程
度

）

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

学
ん

だ
点

教
育

実
践

の
場

で
や

っ
て

み
た

い
点

・
ク

ラ
ス

設
計

の
改

善
で

す
。

前
期

は
9
0
分

間
、

話
し

で
き

る
こ

と
し

か
頭

の
中

に
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

・
模

擬
授

業
を

通
じ

て
、

指
摘

を
受

け
た

授
業

態
度

な
ど

の
改

善
で

す
。

学
生

た
ち

か
ら

も
指

摘
を

受
け

て
い

た
け

ど
、

改
善

方
法

が
わ

か
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

終
了

後
、

ど
の

よ
う

に
す

れ
ば

改
善

で
き

る
か

、
改

善
策

が
複

数
も

て
ま

し
た

。

知
識

伝
達

に
特

化
し

た
講

義
を

展
開

し
て

い
た

の
で

、
学

生
参

加
型

の
手

法
を

取
り

入
れ

て
み

た
い

と
思

う
。

こ
れ

か
ら

の
授

業
に

お
い

て
、

わ
か

り
や

す
い

シ
ラ

バ
ス

を
用

意
し

て
み

た
い

で
す

。
ま

た
、

評
価

リ
ス

ト
も

作
っ

て
み

た
い

で
す

。

　
授

業
デ

ザ
イ

ン
と

い
う

言
葉

の
と

お
り

、
「
授

業
を

組
み

立
て

る
」
と

い
う

こ
と

に
含

ま
れ

る
も

の
を

確
認

し
た

り
、

あ
ら

た
に

知
っ

た
り

し
た

こ
と

で
、

こ
れ

か
ら

コ
ー

ス
や

ク
ラ

ス
の

設
計

を
し

や
す

く
な

っ
た

よ
う

に
感

じ
ま

す
。

　
さ

ま
ざ

ま
な

授
業

方
法

に
つ

い
て

は
、

名
前

は
知

ら
な

か
っ

た
け

れ
ど

も
す

で
に

や
っ

て
い

る
も

の
も

あ
り

、
よ

り
そ

れ
を

方
法

論
と

し
て

意
識

す
る

よ
う

に
な

っ
た

と
思

い
ま

す
。

各
種

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

積
極

的
に

授
業

に
取

り
入

れ
て

い
こ

う
と

思
う

。

シ
ラ

バ
ス

や
、

授
業

計
画

、
そ

し
て

成
績

評
価

に
つ

い
て

も
、

ま
ず

は
目

的
を

目
標

を
明

確
す

る
こ

と
が

大
切

で
あ

る
こ

と
を

改
め

て
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
1
時

間
の

中
に

お
い

て
も

講
義

だ
け

で
な

く
、

今
回

学
ん

だ
様

々
な

技
法

を
用

い
て

、
学

生
が

参
加

し
て

い
く
授

業
を

組
み

立
て

て
い

き
た

い
と

思
っ

た
。

授
業

の
構

成
や

シ
ラ

バ
ス

の
書

き
方

、
成

績
評

価
に

つ
い

て
、

手
法

や
教

員
が

注
意

す
る

べ
き

点
を

具
体

的
に

学
べ

た
。

ま
た

、
模

擬
授

業
後

の
意

見
交

換
で

は
、

自
分

の
講

義
に

つ
い

て
、

「
学

生
か

ら
ど

う
見

え
る

か
」
と

い
う

観
点

か
ら

大
変

有
益

な
ア

ド
バ

イ
ス

を
も

ら
え

た
よ

う
に

思
う

。
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
手

法
は

、
（
そ

の
ま

ま
だ

と
使

い
に

く
い

と
し

て
も

）
上

手
く
工

夫
す

れ
ば

エ
ッ

セ
ン

ス
を

授
業

に
組

み
込

め
そ

う
な

も
の

が
、

い
く
つ

か
あ

る
よ

う
に

感
じ

ら
れ

て
大

変
参

考
に

な
っ

た
。

バ
ズ

セ
ッ

シ
ョ

ン
や

ピ
ア

エ
デ

ィ
テ

ィ
ン

グ
な

ど
，

似
た

よ
う

な
方

法
を

行
っ

た
事

が
あ

り
，

そ
れ

ら
の

よ
り

よ
い

実
施

法
と

注
意

点
、

欠
点

に
つ

い
て

学
べ

た
の

で
，

今
後

の
授

業
に

活
か

し
て

行
き

た
い

。
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【
設
問
6
】
　
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
改
善
点
等
、
ご
意
見
ご
感
想
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
自
由
に
お
書
き
下
さ
い

・
ま
ず
初
日
は
県
外
か
ら
の
参
加
も
あ
る
こ
と
か
ら
午
後
か
ら
の
開
始
と
し
、
終
了
を
そ
の
分
遅
く
す
れ
ば
ど
う
か
？
交
流
会
は
7
時
半
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
す
れ
ば

な
ん
ら
問

題
な
い
の

で
は

？
・
交
流
会
は
大
変
重
要
と
思
う
が
、
立
食
に
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
交
流
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
べ
き
で
は
。
交
流
会
こ
そ
学
長
に
参
加
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

・
全
体
と
し
て
満
足
の
い
く
研
修
会
で
あ
っ
た
が
、
学
生
に
読
ん
で
も
ら
っ
て
こ
そ
の
シ
ラ
バ
ス
と
い
う
視
点
が
こ
の
研
修
会
で
は
弱
い
よ
う
に
思
う
。
精
緻
な
、
厳

密
な
表
現
に
こ
だ
わ
っ
て
も
学
生
に
伝
わ
ら
な

け
れ

ば
意

味
が

な
い
。

・
今
後
は
教
育
方
法
の
プ
ロ
の
皆
さ
ん
に
、
金
を
出
し
て
で
も
買
い
た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
シ
ラ
バ
ス
を
追
求
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

・
大

変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
！

自
分
の
グ
ル
ー
プ
で
の
メ
ン
バ
ー
間
の
交
流
は
存
分
に
図
れ
た
の
だ
が
、
他
グ
ル
ー
プ
の
人
が
誰
で
あ
る
の
か
が
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
最
初
に
グ
ル
ー
プ
間
だ
け
で
な
く
、
名

前
と
所

属
程

度
の

自
己

紹
介
が
全
体
で
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
と
思
う
。

そ
れ
以
外
は
と
て
も
満
足
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
は
大
変
理
解
が
深
ま
っ
た
の
で
、
も
し
機
会
が
あ
れ
ば
、
パ
ッ
シ
ブ
だ
が
よ
り
わ
か
り
や
す
い
い
わ
ゆ
る
「
講
義
」
の
コ
ツ
を
知

れ
た
ら
よ
い
と
思
う
。

運
営

担
当

の
先

生
方

は
お
疲

れ
様

で
し
た
＆

あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

感
想
を
率
直
に
言
え
ば
、
今
回
の
講
義
の
前
提
と
し
て
、
い
わ
ば
”
優
等
生
”
的
な
学
生
の
み
を
対
象
に
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
の
教
育
現
場
で
は
、
計
画
的
な
方
法
論
・
実
践
以
前
の
問
題
と
し
て
、

学
生
の
授
業
態
度
な
ど
を
受
け
て
、
教
員
側
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
対
応
が

迫
ら
れ

て
お
り
、
か

つ
困

っ
て
い
る
方

が
多

い
の

が
現

実
だ
と
思

い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
の
改
善
・
解
決
方
法
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
い
く
事
も
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
（
※
愛
媛
大
学
で
は
必
要
な
い
か
も
で
す
。
）

・
専
門
す
る
分
野
と
ま
っ
た
く
異
な
る
先
生
方
と
、
一
緒
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
作
業
を
通
し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
刺
激
に
も
な
り
、
率
直
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
模

擬
講

義
ま
で
た
ど
り
着

け
た
こ
と
に
、
達

成
感

を
感

じ
ま
し
た
。
色

々
と
ご
指

導
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
今
後
も
、
学
び
の
継
続
と
し
て
、
研
修
に
は
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
れ
は
こ
こ
で
提
案
し
て
も
不
可
能
な
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
シ
ラ
バ
ス
の
書
き
方
な
ど
は
、
大
学
教
員
に
採
用
さ
れ
る
ま
で
に
受
け
る
べ
き
授
業
で
あ
る
よ
う
に
思

う
。
実

際
、
採

用
通

知
が

1
月

初
旬

、
1
月

末
ま

で
に
シ
ラ
バ
ス
を
記
入
、
と
連
絡
が
き
て
、
全
く
知
識
の
な
い
ま
ま
記
入
し
た
。
採
用
前
に
シ
ラ
バ
ス
を
記
入
す
る
の
は
い
た
し
か
た
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
採
用
後

半
年
後
（
わ
た
く
し
の
場
合
に
は
1
年
半
後
）

に
受
講
し
、
す
で
に
当
該
年
度
の
後
期
ま
で
シ
ラ
バ
ス
を
記
入
し
て
い
る
わ
け
で
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
こ
の
件
に
関
し
て
は
少
し
疑
問
を
持
っ
た
。
実
際
、
昨
年
度
、
今
年
度
も
担
当
者
よ
り
シ
ラ
バ
ス
を
提
出
後
、

改
定
す
る
よ
う
に
指

導
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
今
さ
ら
何
度
も
聞
い
た
こ
と
を
う
か
が
っ
て
も
得
る
も
の
は
多
く
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
授
業
の

方
法
に
関
し
て
は

上
述

の
通

り
、
大

変
参

考
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
専
門
外
の
内
容
を
1
0
分
で
授
業
す
る
、
そ
れ
を
組
み
立
て
る
の
は
興
味
深
か
っ
た
。
従
来
か
ら
学
生
や
外
部
で
私
が
講
師
と
し
て
話
す
内
容
で
、
「
自
分

の
専
門
に
関
し
て
授
業
を
で
き
る
の
は
当

然
。
専
門
外
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
も
ど
の
よ
う
に
相
手
を
前
に
し
て
1
5
分
間
『
も
た
せ
る
か
』
と
い
う
こ
と
は
、
教
員
に
と
っ
て
必
要
な
資
質
で
あ
る
。
」
と
述

べ
て
い
る
。
実

際
に
、
今

回
自

分
自

身
が

ま
っ
た
く

門
外
漢
の
内
容
で
授
業
を
計
画
し
行
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
。
今
回
の
経
験
は
、
今
後
の
授
業
に
お
い
て
も
学
生
た
ち
に
披
露
で
き
る
内
容
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
準
備

、
実

施
、
作

業
に
当
た
ら
れ
た
方
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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【
設
問
6
】
　
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
改
善
点
等
、
ご
意
見
ご
感
想
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
自
由
に
お
書
き
下
さ
い

緊
張
し
、
頭
も
使
う
作
業
の
連
続
で
し
た
が
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
や
チ
ー
ム
の
仲
間
と
の
交
流
で
、
気
持
ち
が
少
し
楽
に
な
り
ま
し
た
。

お
茶

や
お
菓

子
な
ど
は

、
最

初
は

い
ら
な
い
の

で
は

と
思

い
ま
し
た
が

、
場

を
な
ご
ま
せ

て
く
れ

る
ツ
ー
ル

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

と
て
も
有
意
義
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

参
加
者

自
身

に
考

え
さ
せ
る
ば
か
り
で
し
た
。

考
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
コ
ー
チ
陣
と
意
見
を
交
換
し
、
コ
ー
チ
陣
た
ち
か
ら
「
私
（
コ
ー
チ
）
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
い
る
」
な
ど
が
、
も
っ
と
厚
く
聞
き
た
か
っ
た
で
す
。

　
ミ
ニ
講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
過
程
で
、
い
ろ
い
ろ
な
先
生
方
の
授
業
で
の
実
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
け
た
の
が
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
人

文
学

科
の

場
合
、
「
一
定
の
知
識
を
決
ま
っ
た
期
間
で
伝
え
る
」
「
特
定
の
技
能
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
」
と
い
う
授
業
内
容
で
な
い
分
野
も
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の

場
合

に
、
取

り
入

れ
に
く
い
部

分
も
あ
る
か

な
と
い
う
気

も
し
ま
し
た
。

講
義

（
le
c
tu
re
）
の

よ
り
よ
い
方

法
に
つ
い
て
も
学

べ
た
ら
よ
か

っ
た
と
思

い
ま
す
。

お
昼

の
手

配
や

お
茶

菓
子

の
準

備
等

き
め
細

か
い
心

遣
い
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か

げ
で
、
グ
ル

ー
プ
活

動
の

休
憩

等
ホ
ッ
と
し
た
気

分
に
な
れ

ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平成27年度「授業設計ワークショップ」アンケート集計結果（回答数：　41名）　6月20日～21日開催

問番号 回答項目 大学 短期大学
高等専門学

校
その他 未解答 合計

１-(１) 所属先 37 3 0 0 1 41

問番号 回答項目
国（国立大学

法人）

地方自治体
（公立大学法
人を含む）

学校法人 その他 未解答 合計

１-(２) 所属先の設置者 34 0 6 0 1 41

１-(３)自由記述

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ

ない
そう思わない 未解答

合計
回答数

2-1
授業設計ワークショップの目的や内容につ
いてある程度知った上で参加した

10 13 11 5 2 41

2-2
自分自身で能力開発の必要性を感じて参
加した

7 13 13 5 3 41

2-3
授業設計ワークショップの内容をすぐに活
用しなければならない状況で参加した

4 9 15 10 3 41

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ

ない

 そう思わな
い

未解答
合計

回答数

3-1
授業設計ワークショップの目的は明確に設
定されていた

26 10 3 0 2 41

3-2
授業設計ワークショップは自分の業務に生
かせる内容だった

24 12 3 0 2 41

3-3
授業設計ワークショップはわかりやすい順
序ですすめられた

20 13 6 0 2 41

3-4
授業設計ワークショップの時間は目的を達
成するために丁度よい長さだった

9 18 6 6 2 41

3-5
授業設計ワークショップの実施時期は適当
だった

15 13 5 6 2 41

3-6 参加者の人数は適当だった 18 19 2 0 2 41

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ

ない

 そう思わな
い

未解答
合計

回答数

4-1 講師の言動は学習意欲を高めた 16 17 5 1 2 41

4-2
講師は研修に必要な知識を十分に持って
いた

19 17 3 0 2 41

4-3 講師の用意した教材はわかりやすかった 19 11 9 0 2 41

現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキル・知識は何ですか。

2.参加への経緯について

3.プログラムの設計について

4.講師について

1

※下記に記述

資料９－２



そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ

ない

 そう思わな
い

未解答
合計

回答数

5-1
授業設計ワークショップ会場は快適な環境
だった

30 8 1 0 2 41

5-2
授業設計ワークショップ会場には十分な設
備が整っていた

31 7 1 0 2 41

5-3 スタッフは手際よく研修を運営していた 27 9 3 0 2 41

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ

ない

 そう思わな
い

未解答

6-1
自分に必要な知識やスキルを身につける
ことができた

14 20 5 0 2 41

6-2
受講したことによって教育への取り組み方
が改善されると思う

21 17 1 0 2 41

6-3 新たに人的なつながりをつくることができた 15 17 5 2 2 41

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ

ない

 そう思わな
い

未解答
合計

回答数

7-1
授業設計ワークショップは全体的に満足で
きるものだった

19 14 6 0 2 41

7-2
授業設計ワークショップは期待を上回る内
容だった

12 21 6 0 2 41

7-3
今後も、授業設計ワークショップを継続して
いくべきだと思う

20 13 5 1 2 41

※下記に記述

その他、お気づきの点があればご記入ください。 ※下記に記述

このプログラムをよりよいものにするために改善すべき点があれば、具
体的にお書き下さい。

5.研修の会場・スタッフについて

6.授業設計ワークショップについて

7.授業設計ワークショップ全体について

自由記述

「授業設計ワークショップ」に参加してよかったと思われる点を、具体的
にお書き下さい。

2

合計
回答数



１-(３)自由記
述

1

5

6

8
・授業の進め方
・資料作成法

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

23

24
・アクティブラーニングへの取り組み
・目標の明確化

25 Active Learningの知識の取得と導入

26

28 授業準備のスピードアップ

30
e-learning等新たな授業方法に関する
事項

31

32 学生を引き付ける話し方，講義の仕方

34

35 学生とのやりとり

36 講義の進め方

37

38 授業設計と種類

40

41

自由記述

1

4

「授業設計ワークショップ」に参加して良かったと思われる点を、具体的にお書き下さい。

・全く講義をしたことがない人にとっては必須であると思う。
・他の教員の講義を聞けるのは大変参考になる。

他学部の人の考え方

学生の興味を引き出す講義法

・単調な話し方，講義を改善する
・学生との相互交流ができるような方法を考える

・教材作成のスキル
・学生の授業内容定着のためのプログラム作り

利用できるICT(ラーニングポートフォリオ等)の利用・理解

教育手法にバリエーションを持たせること

授業における伝達のテクニック

喋ることについて自信がありません

学生をひきつけることができるしゃべり方

学生とのやりとり

・講義の方法
・アクティブラーニング

板書中の学生とのコミュニケーション・アイコンタクト

講義を行う学生さんのレベル，様子を的確に判断すること

学生に興味を持たせる方法

アクティブラーニングを上手く実施するためのスキル

e-learning

学生が本当に理解しているのかを判断

・多様な学生への対応スキル
・講義科目が実社会でどのように役立っているかを分かり易く伝えるスキル

学生との適切な問いかけ

学生とのアイコンタクトなどのコミュニケーションスキル

研究

授業の種類と内容を理解する

全体の授業設計

授業の手法を多く学び実践できるようにすること

現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキル・知識は何ですか。
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自由記述

5

6

8

9

10

11

13

15

16

17

18

19

20

21

22

24

25

26

30

31

32

34

36

37

38

39

40

41

７自由記述

1

4

6

8

「授業設計ワークショップ」に参加して良かったと思われる点を、具体的にお書き下さい。

短期詰め込みで「何を学習したいか」が十分に消化しきれなかったため3日に分けてほしい

より多くの先生の講義を見れた方が良いと思う

開催の時期を後期にしてもらいたい。学部によっては授業の数が5-7あります。初年度の前期は週末すら
授業準備に追われている方々がいます。この時期にFDをすると準備がしっかりとできない状態で授業をし
ないといけません。これでは学生にも不利益だと思います。

個別の資料（プリント等）が多いので冊子にするなどまとめるといいのではないでしょうか

自分が受けてきた「授業」が最早通じないということが明瞭になった

自分の授業を客観的に評価していただけたこと

Active Learningの方法について学べたこと

学部が異なると，教育に対する思想が違うということが分かったこと

他の先生方の授業を知り，話し合うことで問題点・悩みなどを共有できた

・目標・目的の明確化，シラバスの書き方
・他の先生の授業を見る事ができた。すごく勉強になり，刺激となりました

・新しい取り組みを行う意欲がわいた
・他学部の先生方の講義は大変興味深く，様々な手法を教えて貰った

色々な授業の種類を知りました。すぐにできなくても，5年くらいで実施できそうだと思いました。

自分自身の授業の振り返りが良かった

模擬授業でコメントを頂けたこと

模擬授業で他人に見て貰ったり，他人の授業を見る事ができたことは大変役に立ちました

・授業で試してみたい手法。事例が多くあった
・模擬授業で素直な意見を得られた

授業改善のヒントを得た。特に授業の目標を学生に意識させること，EQトーク，反転授業の実施

模擬授業は良かった

・反転授業など細心の授業方法に関する知見が得られた。
・模擬授業を行い評価されることで自分の授業を客観視できた

授業形態に様々なものがあることが分かった

他の先生の授業を受講できたのはいい勉強になりました

知らない授業方法を知る事ができた

他の先生の授業を体験できるようになった。

・シラバスの書き方がよくわかった。
・自分の講義の問題点が分かった。
・教員間のつながりができた

・大学教育というものの認識，理解ができた。
・Active Learningなど今後の授業。講義を含めたプレゼンテーションについて新しい知見を得る事ができ
た。

疑似講義を通じて，自分の講義を見直すことができた。講義にすぐに導入しようと思った

・他の先生方の講義を聞く機会を得られたことは非常に良い経験でした。
・自分の講義に取り入れたいアイデアを知る事ができた。

現場で実際に授業をしている先生方の意見を聞けたことです

教育の方法論を体系的に話を聞ける

・色々な授業手法を知る事ができたこと
・他の先生の授業を見る事ができた

・模擬授業で多くの先生の授業にふれることができ参考になった。
・改善のための具体的な方法が理解できた

授業を行うに当たって，色々な方法があることを知った

このプログラムをよりよいものにするために改善すべき点があれば、具体的にお書き下さい。
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７自由記述

10

12

13

18

19

20

22

24

25

26

28

29

31

32

34

38

39

40

７自由記述

4

5

11

その他、お気づきの点があればご記入下さい。

お世話になりました。貴重な体験となりました

2日間は長すぎると思います。内容を吟味すれば1日で十分だったと思います。中途半端なワークショップ
は必要ないと思います

事前のe-learningを一部に行うことでしょうか。全部は多分見てこないのでWSの目的・目標をたとえば文部
科学省の方針や大学の最新の動向を踏まえた短い動画があれば良いかもしれません。たぶん研究所や
病院勤務から来た人は教育やFDなどへの認識が薄いと思います

このプログラムをよりよいものにするために改善すべき点があれば、具体的にお書き下さい。

講師の先生のレクチャー内容が興味深く，分かりやすいものであった。

細かい事ですが機器のチェックはしておいた方が良いと思います

出来れば1日で終わらせてほしい。時期については学会シーズンを避けてほしい。殺人的スケジュールの
中で参加しました

WSの時間を短縮するためにe-learningの精度にした方が良いと思う。そうすれば模擬授業の時間のみで1
日くらいでいいと思います。このWSを反転にできませんか？

詰め込みすぎ

・I can't answer this survey, because  it's in Japanese.
（私はこのアンケートに答えられません。それは日本語で書かれているからです。）
・Next time send announcements in English. (for foreign/international participants)
（次回からは（外国人の参加者のため）英語でアナウンスして下さい。）
・You don't need to translate everything to English... Keywords are enough.
（全てを英語に直す必要はありません。キーワードだけで十分です。）

指導方法をより具体的に見る事ができればよかった。学問分野ごとあるいは授業のタイプごとでグループ
が判れていればより自分の授業設計に有益であったと思う

スケジュールが2日間ぎっしり詰まっているのはしょうがないとは思うが1つ1つの講義がかなり駆け足で進
んでいる印象を受けた。

もう少し多様なアクティブラーニングの手法を取り入れた講義があるとより参考になりやすいと思う。たとえ
ば，せっかくの2日間のプラグラムだから2日目のどこかまでに何かを予習させて反転授業っぽいものをす
るとか

文科省の考え・指導のように数年もすれば役に立たなくなる情報よりも，本校の教育に必要な本質的な情
報を増やしてほしい。Ex）ハラスメントの境界線，利用できる予算制度，表彰された授業例など

平日にしてほしい

8月，9月にすれば土日は避けられると思います。模擬授業は分野の近い人でまとめた方が指摘しやすい

新任だけの教育をしても意味がないと思います。失礼ですが，”既存の方でこのプログラムの受講を必要と
しない”としている先生方にこそ再教育がいるだろうという先生が実際におられます。ここにメスを入れない
と真の改善が成されないと思います

Active Learningの扱い方にかたよりがあると思います。FDの話を聞く限りActive Learningが神のように扱
われているように感じました。授業の内容，科目の特色など様々な要素を考慮して適切な時にActive
Learninを使用するというのが妥当な扱いではないだろうか。中身のないActive Learninを回避するためにも
こうしたActive Learninの利点，欠点を考える事が本当の学習だと思います。

目的をプラグラムの早い段階(通知のメールが来る前)にもっと周知した方が良い(プログラムの本気度が伝
わりにくかった)

要点を絞ってなんとか1日で終わった方が良い。数年後，費用的効果(学生は↑研究は↓でいいのか？）を
検証し継続すべきは継続，短縮すべきは短縮，さらに進めるべきは進めよ(外部評価)

・時間短縮
・事前の資料配布

比較的近い目的意識の人をグループにする方が効果が高い(かも？)と思う

5



12

13

15

24

26

29

31

34

36

38

40 2日間ありがとうございました

一部はe-learningや反転授業による講義にして1日でプログラムを終了できるようにすればいいのでは？

グループがずっと同じだったので途中でシャッフルしてもいいかも

1日で終えたい

学会の締め切りが近い時の実施はやめて頂きたかったです

講師に昇任したひとではなく，役職を問わず講義を担当し始めた人，新年度から担当する予定の人が参加
するべきだと思う。もっと早く受けたかった。

学部によっては求められるスタイルが異なると思いますので学部ごとに取り組まれてはいかがでしょうか。
このワークショップのアウトカム(良い授業をすること？学生の就職率？人間性の形成？)が不明瞭なまま
継続されない方が良いのではないでしょうか

※自由記述の番号は回答者が連動しています。

スタッフの方々の配慮が隅々までいきわたっていてリラックスしながら過ごすことができました。2日間あり
がとうございました。お疲れ様でした。

Thank you for giving me the opportunity to participate in this workshop. It was a great learning
experience.
Unfortunately, I wasn't able to participate fully due to the language barrier. I think the organizers should
prepare worksheets, announcements & information in English. If Tokushima University REALLY wants to
GLOBALIZE, now is the time to satart!
（このワークショップに参加する機会を与えてくれてありがとう。素晴らしい学びの経験でした。残念なこと
は、言語の壁のせいで十分参加できませんでした。企画者はワークシートやアナウンスや情報を英語で準
備すべきだと思います。もし徳島大学が本気でグローバライズしたいなら、今がスタートする時です。）

現状の教育に対する批判的な視座が欠けているように思われた

授業設計に慣れた先生もいれば，全くの素人ex）シラバスの意味すら知らない先生との差がありすぎなの
で，前もって班割，プログラムの変更が必要だと思います

6



そう思う
24%

どちらかと

いえばそう

思う
32%

どちらかと

いえばそう

思わない
27%

そう思わな

い

12%

2‐1 授業設計ワークショップの目的や内容について

ある程度知った上で参加した

そう思う
17%

どちらかと

いえばそう

思う
32%

どちらかと

いえばそう

思わない
32%

そう思わな

い

12%

2‐2 自分自身で能力開発の必要性を感じて参加した

そう思う
64%

どちらかと

いえばそう

思う
24%

どちらかと

いえばそう

思わない
4%

3‐1 授業設計ワークショップの目的は明確に
設定されていた

そう思う
59%

どちらかと

いえばそう

思う
29%

どちらかと

いえばそう

思わない
7%

3‐2 授業設計ワークショップは自分の業務に
生かせる内容だった

そう思う
49%

どちらかと

いえばそう

思う
32%

どちらかと

いえばそう

思わない
14%

3‐3 授業設計ワークショップはわかりやすい

順序ですすめられた

そう思う
22%

どちらかと

いえばそう

思う
44%

どちらかと

いえばそう

思わない
14%

そう思わな

い

15%

3‐4 授業設計ワークショップの時間は目的を達

成するために丁度よい長さだった

そう思う
36%

どちらかと

いえばそう

思う
32%

どちらかと

いえばそう

思わない
12%

そう思わ

ない

15%

3‐5 授業設計ワークショップの実施時期は

適当だった

そう思う
10%

どちらかと

いえばそう

思う
22%

どちらかといえ

ばそう思わな

い
37%

そう思わな

い

24%

2‐3 授業設計ワークショップ内容をすぐに活用し

なければならない状況で参加した
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そう思う
44%どちらかと

いえばそう

思う
46%

どちらかと

いえばそう

思わない
5%

3‐6 参加者の人数は適当だった

そう思う
39%

どちらかと

いえばそう

思う
42%

どちらかと

いえばそう

思わない
12%

そう思わ

ない

2%

4‐1 講師の言動は学習意欲を高めた

そう思う
46%

どちらかと

いえばそう

思う
42%

どちらかと

いえばそう

思わない
7%

4‐2 講師は研修に必要な知識を十分に持っていた

そう思う

73%
どちらかと

いえばそう

思う

20%

どちらかと

いえばそう

思わない

2%

5‐1 授業設計ワークショップ会場は快適な環境だった

そう思う
76%

どちらかと

いえばそう

思う
17%

どちらかと

いえばそう

思わない
2%

5‐2 授業設計ワークショップ会場には十分な設備
が整っていた

そう思う
16%

どちらかと

いえばそう

思う
58%

どちらかと

いえばそう

思わない
26%

4‐3 講師の用意した教材はわかりやすかった

そう思う
66%

どちらかと

いえばそう

思う
22%

どちらかと

いえばそう

思わない
7%

5‐3 スタッフは手際よく授業設計ワークショップを

運営していた
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そう思う
34%

どちらかと

いえばそう

思う
49%

どちらかと

いえばそう

思わない
12%

6‐1 自分に必要な知識やスキルを身につける
ことができた

そう思う
51%

どちらかと

いえばそう

思う
42%

どちらかと

いえばそう

思わない
2%

6‐2 受講したことによって教育への取り組み方

が改善されると思う

そう思う
37%

どちらかと

いえばそう

思う
41%

どちらかと

いえばそう

思わない
12%

そう思わ

ない

5%

6‐3 新たに人的なつながりをつくることができた

そう思う
46%どちらかと

いえばそう

思う
34%

どちらかと

いえばそう

思わない
15%

7‐1 従業設計ワークショップは全体的に

満足できるものだった

そう思う
29%

どちらかと

いえばそう

思う
51%

どちらかと

いえばそう

思わない
15%

7‐2 授業設計ワークショップは期待を上回る

内容だった

そう思う
49%どちらかと

いえばそう

思う
32%

どちらかと

いえばそう

思わない
12%

そう思わ

ない

2%

7‐3 今後も、この授業設計ワークショップを

継続していくべきだと思う

9



ＳＰＯＤ研修アンケート集計結果

研修名：第６回「よりよい授業のためのＦＤワークショップ」

実施日：平成２７年９月１７日（木）から１８日（金）

実施会場：休暇村讃岐五色台

参加者数：１５名

アンケート回答者数：１２名

設問１　本ワークショップへの参加の経緯についてお答え下さい。

１－１　ワークショップへの参加動機は何ですか
　①新任研修に参加して興味をもったため 4
　②実施要項を見て内容に興味をもったため 3
　③所属部署からの依頼があったため 5
　④他部署の人と交流したいため
　⑤その他
合計 12

１－２　１－１で「その他」と答えた方は、具体的にお答え下さい。
　授業をさらにより良くしたい
１－３　ワークショップの目的や内容について、ある程度知った上で参加した
　①そうである 3
　②どちらかといえばそうである 6
　③どちらかといえばそうではない 3
　④そうではない
合計 12

設問２　本ワークショップの内容についてお答え下さい。

２－１　ワークショップの目的は、明確に設定されていた
　①そう思う 11
　②どちらかといえばそう思う 1
　③どちらかといえばそう思わない
　④そう思わない
回答数 12

２－２　ワークショップは、自分の業務(教育実践)に生かせる内容であった
　①そう思う 10
　②どちらかといえばそう思う 2
　③どちらかといえばそう思わない
　④そう思わない
回答数 12

２－３　ワークショップは、わかりやすい順序ですすめられていた
　①そう思う 9
　②どちらかといえばそう思う 3
　③どちらかといえばそう思わない
　④そう思わない
回答数 12

２－４　ワークショップでよかった点は以下のうちどれですか＜複数選択可＞
　①学生の考える良い授業・悪い授業について考える機会を得た 4
　②シラバスの書き方について理解が深まった 11
　③複数の授業方法について知ることができた 8
　④成績評価について理解が深まった 5
　⑤自らが開発した授業の良い点・改善点を知ることができた 5
　⑥ワークショップの手法を知ることができた 7
　⑦他学部等の教員と知り合いになれた 10
　⑧その他

資料９－３
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設問３　本ワークショップに参加しての成果についてお答え下さい。

３－１　ワークショップで設定した目標のうち、達成されたのはどれですか＜複数選択可＞
　①適切な目的・目標が設定できるようになった 9
　②わかりやすいシラバスを書けるようになった 7
　③様々な授業方法を知り、目的・目標にあった方法を選択できるようになった 5
　④様々な成績評価方法を知り、目的・目標にあった方法を選択できるようになった 4
　⑤学生参加型のグループ作業を、自ら授業で導入することができるようになった 5

設問４　本ワークショップの研修環境についてお答え下さい。

４－１　講師の言動は学習意欲を高めた
　①そう思う 11
　②どちらかといえばそう思う 1
　③どちらかといえばそう思わない
　④そう思わない
回答数 12

４－２　事務局は手際よくワークショップを運営していた
　①そう思う 10
　②どちらかといえばそう思う 2
　③どちらかといえばそう思わない
　④そう思わない
回答数 12

４－３　ワークショップ会場は快適な環境であった
　①そう思う 9
　②どちらかといえばそう思う 3
　③どちらかといえばそう思わない
　④そう思わない
回答数 12

設問５　本ワークショップは全体を通して満足できるものであった
　①そう思う 10
　②どちらかといえばそう思う 2
　③どちらかといえばそう思わない
　④そう思わない
回答数 12

2



【自由記述欄】

今回のFDワークショップに参加して、他の学問領域の先生方と交流させて頂き、様々な形態で知の展開が
なされていることを身を以て知ることができました。
常日頃は、所属学科の中でしか授業に参加することがなく、学生たちにも実践的方法論を伝授することがほ
とんどです。
そのため、今回のワークショップのグループワークのような抽象度の高いトピックスについて、授業設計して
模擬授業を行う経験をさせていただき、
より幅の広い視野でシームレスな授業計画が必要だと強く感じました。
どのような学生にもよりわかりやすく聞きやすい授業を設計できるよう今回の学びをフルに活用させて頂きた
いと思います。

まず講義が30分と簡潔であった点が効果的だと思いました。
実際の授業でも講義形式を30分以上も続けると学生の集中力が目に見えて落ちるように思われる点から
も，自分も説明はできる限り簡潔に、学生が活動や作業を行う時間をしっかり保証することが重要だと改め
て感じました。
学生のコメントのグルーピング、シラバスの書き方，授業方法、成績評価の観点等、いずれもすぐに使えそう
なものばかりで、自分の授業で取り入れたいと思います。とても参考になりました。

目標は計測可能な項目にする．
スライドのはじめに本日の目標を入れる．
シラバスの作成方法を学べた．シラバスを考えておくと教える側も授業構成がはっきりとして授業を実践しや
すくなると思う．
協同学習の技法に記載してあるテクニック（文書作成のテクニックなど）は，
　ゼミ指導などで実践したいと思った．

体系的なシラバスの書き方を学ぶことができた。今後シラバスを書く際の基準が明確になったように思う。
また，学生にとってワークショップをおもしろいものにするには様々な工夫や下準備が必要であること，そして
その
工夫のポイントについて，いくつかヒントを知ることができた。
グループごとに考える場合でも，意見をまとめるのか，出しっぱなしでいいのか等，いろいろあり得ることが
分かり，その授業（回）で何を習得できることが目的なのかと常に照らし合わせながら組み上げることが大切
だと学んだ。
これまではマイクを持って教室を回り，意見を聞いたり，挙手をしてもらったりしていたが，
コミュニケーションカード等のようなツールも使ってみたいと思う。

書かせることのなかに、もっと簡単にできるものがあるということも知って活かしたいと思った。
時間が足りなくて丁寧にできないところや、省略して今いがちなところも、
工夫次第と、優先順位でできるようにしていきたい。

グループワークの評価について、大学はとてもグループ数が多くなるので、困難さを感じていましたが、グ
ループワーク評価の工夫として、「ピア評価」について教えていただきました。
たいへん有効な方法だと感じたので、早速、後期の担当講義で実践してみて、その効果を検証してみたいで
す。

沢山あるのですが、その中で特に印象に残ったことは、目的・目標を明確にすることです。
授業の目的・目標を明確に立てるのは勿論、学生に「どんな介護福祉士になって欲しいか」「何を学生生活
の中で学んで欲しいか」という自身の目的や大きな目標も明確化した上で、学生に接していきたいと思いまし
た。

設問６　本ワークショップの改善点等、ご意見ご感想がありましたらご自由にお書き下さい。

・先生方がとてもあたたかい雰囲気で、かつ熱心な指導をしてくださったので、２日間厳しい日程のように思
われましたが、最後までがんばれました。
・参加している先生方も分野は違っていましたが、活動のなかでいろいろ学ぶところがあり、勉強になりまし
た。

３－２　ワークショップであなたが学んだ点、それに影響されて教育実践の場でやってみたい点などをお書きください。
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SPOD研修アンケート集計結果

研修名　　：学生の学びを支援するための授業準備ワークショップ(新任教員FDワークショップ）
実施日　　：平成２７年９月２日（水）～３日（木）
実施会場 ：高知大学朝倉キャンパス 共通教育棟３号館１階３１０教室
参加者数 ：１５名
アンケート回答者数：１５名

1-(1) 所属先
度数 割合

①４年制大学 15 100.0
②短期大学 0 0.0
③高等専門学校 0 0.0
④その他 0 0.0

15 100.0

1-(2) 所属先の設置者
度数 割合

①国（国立大学法人） 8 53.3
②地方自治体（公立大学法人を含む 6 40.0
③学校法人 1 6.7
④その他 0 0.0

15 100.0

1-(3) 職種
度数 割合

①教員 14 93.3
②職員 0 0.0
③学生 0 0.0
④その他 1 6.7

15 100.0

2-1

度数 割合

④そう思う 5 33.3
③どちらかといえばそう思う 9 60.0
②どちらかといえばそう思わない 1 6.7
①そう思わない 0 0.0

15 100

3-1
度数 割合

④そう思う 12 80.0
③どちらかといえばそう思う 3 20.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

15 100

3-2 研修は自分の業務（教育改善）に生かせる内容だった
度数 割合

④そう思う 10 66.7
③どちらかといえばそう思う 5 33.3
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

15 100

3-3 研修は分かりやすい順序で進められた
度数 割合

④そう思う 11 73.3
③どちらかといえばそう思う 4 26.7
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

15 100

3-4 研修会場は快適な環境だった
度数 割合

④そう思う 12 80.0
③どちらかといえばそう思う 3 20.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

15 100

研修目的や内容についてある程度知ったうえで参加した

研修の目的は明確に設定されていた

33%

60%

7% 0%
④そう思う

③どちらかといえばそう思う

②どちらかといえばそう思わない

①そう思わない

80%

20%

0% 0%
④そう思う

③どちらかといえばそう思う

②どちらかといえばそう思わない

①そう思わない

100%

0% 0%0%
①４年制大学

②短期大学

③高等専門学校

④その他

73%

27%

0% 0%
④そう思う

③どちらかといえばそう思う

②どちらかといえばそう思わない

①そう思わない

80%

20%

0% 0%
④そう思う

③どちらかといえばそう思う

②どちらかといえばそう思わない

①そう思わない

93%

0%0%7%
①教員

②職員

③学生

④その他

53%40%

7% 0% ①国（国立大学法人）

②地方自治体（公立大学法人を含

む）
③学校法人

④その他

67%

33%

0% 0%
④そう思う

③どちらかといえばそう思う

②どちらかといえばそう思わない

①そう思わない

資料９－４
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4-1 講師の言動は学習意欲を高めた
度数 割合

④そう思う 12 80.0
③どちらかといえばそう思う 3 20.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

15 100

4-2 事務局は手際よく運営していた
度数 割合

④そう思う 12 80.0
③どちらかといえばそう思う 3 20.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

15 100

5-1 自分に必要な知識やスキルを身につけることができた
度数 割合

④そう思う 7 46.7
③どちらかといえばそう思う 7 46.7
②どちらかといえばそう思わない 1 6.7
①そう思わない 0 0.0

15 100

5-2 受講したことによって業務の取り組みが改善されると思う
度数 割合

④そう思う 9 60.0
③どちらかといえばそう思う 6 40.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

15 100

5-3 研修の内容は十分に理解できた
度数 割合

④そう思う 7 46.7
③どちらかといえばそう思う 8 53.3
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

15 100

5-4 新たに人的なつながりをつくることができた
度数 割合

④そう思う 6 40.0
③どちらかといえばそう思う 7 46.7
②どちらかといえばそう思わない 2 13.3
①そう思わない 0 0.0

15 100

6-1 研修は全体的に満足できるものだった。
度数 割合

④そう思う 10 66.7
③どちらかといえばそう思う 5 33.3
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

15 100

6-2 研修は期待を上回る内容だった
度数 割合

④そう思う 7 46.7
③どちらかといえばそう思う 7 46.7
②どちらかといえばそう思わない 1 6.7
①そう思わない 0 0.0

15 100

80%

20%

0% 0%
④そう思う

③どちらかといえばそう思う

②どちらかといえばそう思わない

①そう思わない

80%

20%

0% 0%
④そう思う

③どちらかといえばそう思う

②どちらかといえばそう思わない

①そう思わない

46%

47%

7% 0%
④そう思う

③どちらかといえばそう思う

②どちらかといえばそう思わない

①そう思わない

60%

40%

0% 0%
④そう思う

③どちらかといえばそう思う

②どちらかといえばそう思わない

①そう思わない

47%

53%

0% 0%
④そう思う

③どちらかといえばそう思う

②どちらかといえばそう思わない

①そう思わない

40%

47%

13%

0%
④そう思う

③どちらかといえばそう思う

②どちらかといえばそう思わない

①そう思わない

67%

33%

0% 0%
④そう思う

③どちらかといえばそう思う

②どちらかといえばそう思わない

①そう思わない

46%

47%

7% 0%
④そう思う

③どちらかといえばそう思う

②どちらかといえばそう思わない

①そう思わない
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6-3 今後もこの研修を継続していくべきだと思う
度数 割合

④そう思う 12 80.0
③どちらかといえばそう思う 3 20.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

15 100

7-1 適切な授業の目的・目標設定ができるようになる
度数 割合

④そう思う 6 40.0
③どちらかといえばそう思う 8 53.3
②どちらかといえばそう思わない 1 6.7
①そう思わない 0 0.0

15 100

7-2 わかりやすいシラバスを書けるようになる
度数 割合

④そう思う 4 26.7
③どちらかといえばそう思う 10 66.7
②どちらかといえばそう思わない 1 6.7
①そう思わない 0 0.0

15 100

7-3

度数 割合
④そう思う 4 26.7
③どちらかといえばそう思う 8 53.3
②どちらかといえばそう思わない 3 20.0
①そう思わない 0 0.0

15 100

7-4

度数 割合
④そう思う 5 33.3
③どちらかといえばそう思う 8 53.3
②どちらかといえばそう思わない 1 6.7
①そう思わない 1 6.7

15 100

学習成果（ラーニング・アウトカムズ）を意識して授業
デザインできるようになる

学生参加型のグループ作業を自らの授業で導入すること
ができるようになる

80%

20%

0% 0%
④そう思う

③どちらかといえばそう思う

②どちらかといえばそう思わない

①そう思わない

40%

53%

7% 0%
④そう思う

③どちらかといえばそう思う

②どちらかといえばそう思わない

①そう思わない

27%

67%

6% 0%
④そう思う

③どちらかといえばそう思う

②どちらかといえばそう思わない

①そう思わない

27%

53%

20%

0%
④そう思う

③どちらかといえばそう思う

②どちらかといえばそう思わない

①そう思わない

33%

53%

7%
7%

④そう思う

③どちらかといえばそう思う

②どちらかといえばそう思わない

①そう思わない
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１-（４）本研修を知ったきっかけ・参加のきっかけは何ですか？

　 大学からの案内

　 SPODプログラム（冊子），大学事務からのメール

　 学部内のアナウンス

　 所年次教員として必要知識を身につける必要があると紹介されたため。

　 大学のメーリングリスト

SPODホームページ

大学の案内

大学の案内メール

メールでの案内

新任教員への案内

学内のFD委員会からの案内

学内の掲示板

SPODのパンフ

所属先FD担当係よりお知らせがあり、学生評価の仕方を学びたくて参加を希望しました。

教職員グループウエア

１-（５）現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキル・知識は何ですか？（具体的に）

　 グループワーク，アクティブラーニング運営能力

　 インストラクショナルスキル

　 グループワークのファシリの方法、バリエーションの多様さ

　 シラバスを作成し、実践するスキル

0

シラバス作成

グループワークの効果的な運営能力

シラバスにおける適切な評価の明示方法

シラバスの書き方でしたが、今回でアップできそうです。

プレゼンテーション

引きつけるプレゼン力

授業を進めるための方法やワークの手法

　 大人数講義の運営

とりあえず、評価指標の作成が最初にスキルアップしたいと思います。

ティーチング

８.研修ですぐに使ってみたいと感じたこと（アクションプラン）を、具体的にお書きください。

　 授業時間外学習に関する内容（予習への動機づけ）目標領域の明確化

授業外課題のしくみをきちんとPlanしたい

シラバスの設計・目標・目的の明確化

目的と目標を分けて考える
評価について測定可能な尺度を基準に考え、具体案を作成する

シラバス作成

これまで前任の先生のシラバスをそのまま使っていました。シラバスじっくり書き直してみたいと思い
ます。

シラバスの目的、目標を更に明確に整合性を持って書き直すこと

　
授業外学習の詳細な設定
２学期のシラバスの修正
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　 まずはシラバスを作ってみたいと思います。

２日間ありがとうございました。
１５コマのシラバスの構成を目標達成の視点からとらえなおしたいと思います。

授業の目的、達成目標、評価の相関関係を意識して授業をデザインしていこうと思います。

到達目標の設定

シラバスの書き方。
グループワークの手法

９.本研修を受講して良かったと思われる点や改善点、意見などを自由にお書きください。

　 授業内容改善に役立つシラバスの書き方（シラバスに準拠した授業設計）が分かった

人脈（ネットワーク）に感謝。準備，運営etｃ　本当にありがとうございました。

特になし

シラバス使用用語が多少形式的・画一的な印象を受けた。
また「具体的」な表現については主観的相対的な面があり、多少主催者側との意識が相違している
と感じた。

シラバスの重要性とシラバス作成時に気をつける点がよく理解できた。

ありがとうございました。

グループワークについての実践的アドバイスは大変参考になりました。有難うございました。

細切れに進んで行くのが気持ちよかったです。できれば説明の後ではなく、前にppt資料を配布いた
だければメモできるので助かります。

先生をお互いニックネームで呼ぶのにはどうしても慣れませんでした。
（私自身は”先生”と呼んだ方がコミュニケーションがスムースになります）

夜のお弁当がおいしかったです。ありがとうございました。

雰囲気は大変良かった。
自分自身の”しゃべりすぎ”等、反省。

シラバスに書いた情報が不十分と気付くことができ、改善点も明確になった。
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ＳＰＯＤ研修アンケート集計結果

研修名：平成２７年度（第1回）大学人・社会人としての基礎力養成プログラム研修（共通科目）
実施日：平成２７年９月１０日（木）～９月１１日（金）
実施会場：愛媛大学総合情報メディアセンター４階　第６演習室
当日参加者数：４２名
アンケート回答者数：４２名

(1)　所属先

回答数 割合
①  ４年制大学 41 97.6
②  短期大学 0 0.0
③  高等専門学校 1 2.4
④  その他（　　　　　　　） 0 0.0

計 42 100.0

(2)　所属先の設置者

回答数 割合
①  国（国立大学法人） 　 23 54.8
②  地方自治体(公立大学法人を含む) 16 38.1
③  学校法人　　　　　　 3 7.1

　 ④　その他(独立行政法人) 0 0.0
計 42 100.0

(3)　現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキルは何ですか。（具体的に）

別紙記載

２．研修参加への経緯について

(1)　研修目的や内容についてある程度知った上で参加した

回答数 割合
④ そう思う 24 57.1
③ どちらかといえばそう思う 17 40.5
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 1 2.4

計 42 100.0

(2)　自分自身で能力開発の必要性を感じて参加した 

回答数 割合
④ そう思う 31 73.8
③ どちらかといえばそう思う 11 26.2
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 42 100.0

(3)　研修内容をすぐに活用しなければならない状況で参加した

回答数 割合
④ そう思う 5 11.9
③ どちらかといえばそう思う 17 40.5
② どちらかといえばそう思わない 11 26.2
① そう思わない 9 21.4

計 42 100.0

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

① そう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

① そう思

わない 

資料１０－１

1



(4)　上司はこの研修への参加を肯定的に捉えている ※1名未回答

回答数 割合
④ そう思う 24 58.5
③ どちらかといえばそう思う 16 39.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 1 2.4

計 41 100.0

３．研修プログラムの設計について

(1)　研修の目的は明確に設定されていた

回答数 割合
④ そう思う 36 85.7
③ どちらかといえばそう思う 6 14.3
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 42 100.0

(2)　研修は自分の業務に活かせる内容だった 

回答数 割合
④ そう思う 27 64.3
③ どちらかといえばそう思う 10 23.8
② どちらかといえばそう思わない 5 11.9
① そう思わない 0 0.0

計 42 100.0

(3)　研修はわかりやすい順序ですすめられた

回答数 割合
④ そう思う 35 83.3
③ どちらかといえばそう思う 7 16.7
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 42 100.0

(4)　研修会場は快適な環境だった

回答数 割合
④ そう思う 32 76.2
③ どちらかといえばそう思う 8 19.0
② どちらかといえばそう思わない 2 4.8
① そう思わない 0 0.0

計 42 100.0

(5)　研修内容は丁度良いレベルに設定されていた

回答数 割合
④ そう思う 32 76.2
③ どちらかといえばそう思う 9 21.4
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 1 2.4

計 42 100.0

(6)　研修時間は研修目的を達成するために丁度良い長さだった 

回答数 割合
④ そう思う 33 78.6
③ どちらかといえばそう思う 7 16.7
② どちらかといえばそう思わない 1 2.4
① そう思わない 1 2.4

計 42 100.0

④ そう思
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③ どちら

かといえ

ばそう思
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① そう思

わない 

④ そう思
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③ どちら
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④ そう思

う 

③ どちら
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ばそう思

う 

② どちら
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ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

① そう思

わない 

④ そう思
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③ どちら

かといえ

ばそう思

う 
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① そう思
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2



(7)　研修の実施時期は適当だった

回答数 割合
④ そう思う 30 71.4
③ どちらかといえばそう思う 12 28.6
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 42 100.0

(8)　研修会場には十分な設備が整っていた

回答数 割合
④ そう思う 37 88.1
③ どちらかといえばそう思う 4 9.5
② どちらかといえばそう思わない 1 2.4
① そう思わない 0 0.0

計 42 100.0

(9)　参加者の人数は適当だった

回答数 割合
④ そう思う 35 83.3
③ どちらかといえばそう思う 6 14.3
② どちらかといえばそう思わない 1 2.4
① そう思わない 0 0.0

計 42 100.0

４．研修スタッフについて

(1)　講師の言動は学習意欲を高めた

回答数 割合
④ そう思う 34 81.0
③ どちらかといえばそう思う 8 19.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 42 100.0

(2)　事務局は手際よく研修を運営していた

回答数 割合
④ そう思う 34 82.9
③ どちらかといえばそう思う 7 17.1
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 41 100.0

(3)　講師は研修に必要な知識を十分に持っていた

回答数 割合
④ そう思う 37 88.1
③ どちらかといえばそう思う 5 11.9
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 42 100.0

(4)　講師の用意した教材はわかりやすかった

回答数 割合
④ そう思う 37 88.1
③ どちらかといえばそう思う 5 11.9
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 42 100.0

 ※1名未回答
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(5)　事務局の対応は丁寧だった

回答数 割合
④ そう思う 39 92.9
③ どちらかといえばそう思う 3 7.1
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 42 100.0

５．研修成果について

(1)　自分に必要な知識やスキルを身につけることができた

回答数 割合
④ そう思う 28 66.7
③ どちらかといえばそう思う 14 33.3
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 42 100.0

回答数 割合
④ そう思う 20 47.6
③ どちらかといえばそう思う 20 47.6
② どちらかといえばそう思わない 2 4.8
① そう思わない 0 0.0

計 42 100.0

(3)　研修の内容は十分理解できた

回答数 割合
④ そう思う 24 57.1
③ どちらかといえばそう思う 18 42.9
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 42 100.0

(4)　新たに人的なつながりをつくることができた

回答数 割合
④ そう思う 17 40.5
③ どちらかといえばそう思う 17 40.5
② どちらかといえばそう思わない 8 19.0
① そう思わない 0 0.0

計 42 100.0

受講して良かったと思われる点を、具体的にお書きください。

別紙記載

６．研修全体について

(1)　研修は全体的に満足できるものだった

回答数 割合
④ そう思う 36 85.7
③ どちらかといえばそう思う 6 14.3
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 42 100.0

(2)　受講したことによって業務の取り組み方が改善されると思う 
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(2)　研修は期待を上回る内容だった 

回答数 割合
④ そう思う 24 57.1
③ どちらかといえばそう思う 17 40.5
② どちらかといえばそう思わない 1 2.4
① そう思わない 0 0.0

計 42 100.0

(3)　今後もこの研修を継続していくべきだと思う

回答数 割合
④ そう思う 34 82.9
③ どちらかといえばそう思う 7 17.1
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 41 100.0

研修をよりよいものとするために改善すべき点があれば、具体的にお書きください。

別紙記載

７．ＳＰＯＤにおけるＳＤプログラム開発ついて

今後，ＳＰＯＤにおいて専門職養成プログラムを開発する
予定ですが，どのような分野のＳＤプログラムが必要だと
思いますか。（複数回答可）

回答数 割合
① 総務系 11 26.2
② 財務系 18 42.9
③ 施設系 3 7.1
④ 図書系 1 2.4
⑤ 情報処理系 24 57.1
⑥ 医事系 4 9.5
⑦ その他 7 16.7

その他の記述内容
・大学運営でこれまでどんな問題があったか事例をもとにリスクマネジメントの勉強がしたい
・教務系

 ※1名未回答

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

① 総務系 

② 財務系 

③ 施設系 
④ 図書系 

⑤ 情報処

理系 

⑥ 医事系 

⑦ その他 
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【自由記述欄】 

 

１（３）現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキル・知識は何ですか。（具体的に） 
 
【パソコン】 

・ パソコンスキル（７） 

・ Access（４） 

・ Excel（４） 

・ Excelの使うと便利な機能（関数，マクロ，ピボットテーブル等）（４） 

・ Word（２） 

・ Office（普段使用している Excel，Word等）のハイレベルの研修 

・ 情報関係の知識 

・ HP運営上の WEB言語能力 

・ WEBデザイン 

・ Accessの基礎知識を習得し，業務で使用している Accessのデータ改善やエラー等への対応ができ

ること 

・ Accessを使い本学の業務効率化を提案する。また，他職員に使い方を教える 

・ Excel，Accessを使用したデータの活用方法を学ぶ 

・ PCシステム，セキュリティ対策，イラストレーター，フォトショップ等のスキル 

 

【その他】 

・ コミュニケーション能力（３） 

・ 会計（３） 

・ プレゼンテーションスキル（２） 

・ 英語力（２） 

・ 学生支援（２） 

・ 学生対応に関すること 

・ タイムマネジメント 

・ 文章力，文章力の向上 

・ 公文書の書き方 

・ 大学全般 

・ 高専に関する知識全般 

・ 大学マネジメント，教学メネジメント，大学改革の大きな流れに関する知識 

・ 課内情報共有の為のツール作り 

・ 年金に関する問い合わせが増えてきたので，より実務に関するレベルアップが求められている 

・ 総務系の専門性を高めたい 

・ 事務処理能力 

・ 大学の広報の知識 

・ 毎日の作業において知識を増やすことで，業務が効率化する 
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５．受講して良かったと思われる点を，具体的にお書き下さい。 
 

・ Accessについての基礎知識を得ることができた。（５） 

・ 他大学の職員とのつながりができたこと。（５） 

・ 基礎から丁寧に教えてもらうことができた。（３） 

・ 今後の業務に活かすことができそう。（２） 

・ とても分かりやすい指導方法で，内容も理解しやすいような設定になっており，大変満足のいく講義

だった。 

・  講師の説明が本当にわかりやすくて，声も聞き取りやすく，素晴らしかったです。おかげさまでAccess

が何かがよくわかりました。今日と昨日教えていただいたことを，今後に役立てますよう Accessを

積極的に利用していきます。ありがとうございました。 

・ 説明が丁寧でゆっくりだったので，Access初心者にも分かりやすかった。これまでの研修での要点

等が反映されており，講習がスムーズに進むよう工夫されていた。現在，Excelで管理しているデー

タを Accessで管理できるよう，今回の研修を日常業務に落とし込みたい。 

・ 今までは Accessの仕組みをあまり理解せず使用していたので，Accessの簡易的な修正しかできなか

った。今後は，ある程度理解して Accessを使用できるので，仕事の効率化につながるような活用等

に取り組んでいきたい。 

・ これまでよくわからずに使っていた Accessのフォームが，どういう成り立ちでできているか理解す

ることができた。フォームを改善したいと思っていたので，得た知識を基にやってみたいと思った。 

・ Accessの知識０の状態で参加しましたので「基礎」でなんとかついていくことができる状態でした

が，総合問題も自分でなんとか解けるくらいまでになったので，とても嬉しいです。 

・ Accessについて全く無知の状態で参加させていただいたので，すごく勉強になりました。忘れない

ように活用したいと思います。 

・ 今まで曖昧な知識で使用していた Accessを今後は理解したうえで使用できるようになったこと。 

・ データベースの構築の仕組みを学ぶことで，既存の Accessデータへの理解を深めることができた。 

・ 通常業務で Accessを使用することに対して気後れしなくなった。 

・ Accessの基本を学べ，学内システムの活用に生かせられそうで良かった。 

・ 今までは独学で Accessを使用していたため，限られた範囲内での加工しか出来なかったが，今回基

礎を一から学べたので考え方のプロセスが整理できたと思う。 

・ 現在の業務で使用しなければならない状況というわけではないですが，Accessを導入したら便利だ

と思いました。 

・ 自分が求めている内容だったので，とても良かったです。 

・ Accessに関する知識がほとんどなかったため，操作の仕方などを知ることができて良かったです。

業務で活かしていけるかはまだわかりませんが，自分でも復習して自分のものにしていきたいです。 

・ テキスト以外のことを質問しても，即回答してくれました。 

・ 研修終了後もふり返って学習できる資料・テキスト。 

・ 研修の内容が実用的で，目的意識を高く持って研修を受けることができた。 

・ 一冊の本をやりおえる進度になっていたのが良かった。（研修後に自己学習で本の残りの部分を行う

のは大変なので） 

・ 必要な知識を身につけることができたこと。 
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・ Accessが少しは理解できた。 

・ Accessの使い方がわからなかったが，なんだか使える気がしてきた。 

・ Excelについての基本的なことを知ることができたこと。 

・ Accessで使える内容が増えて良かった。 

・ 休憩が多かったので，集中して取り組むことができた。 

・ しっかり理解しながら進むことができた。 

・ 懇親会楽しかったです。 

 
 

 ６．研修をよりよいものとするために改善すべき点があれば，具体的にお書き下さい。 

 

【内容】 

・ テキストや資料を見ながら作業することが多く，総合問題もすぐに解説が見られるようになってい

る。可能なら，もう少し自分で考えて設計するような問題・時間があるとなお学んだことが身につ

くと思う。 

・ もう少し総合問題を解く時間が欲しかったです。 

・ 丸 2日は長いので，1日半ぐらいが良かった。 

・ 進みが早い人のために練習問題を多く用意してあると良い。 

・ 操作方法は理解できましたが，使用事例をいくつかあげてもらえたら（初級レベルでも使えるよう

な）どういうことに使用しているかわかり，業務に活かしやすいです。 

・ Excelと Accessどちらが向いているかの判断材料になるポイントをもう少し知れたら・・・と思い

ました。 

 

【その他】 

・ 他大学との交流の場がもう少しあってもよかったかも。 

・ 事務局の説明時にもマイクを使用して話して欲しかった。（空調の音で，後ろの方には聞き取りに

くかったです。） 

・ 昼食の時間をもっと長くしてほしい。（あと 30分程） 

・ Access応用編を開催してほしい。 

・ 1日目は空調が暑くなったり，2日目は寒くなったりしていたので，あらかじめ周知して上着等持

参対応していただければ嬉しいです。 

・ どうしても初日は同じ大学でかたまってしまうので，席を割り振るか，くじびきが良いような気が

します。2日目（情報交換会後）は緊張もほぐれ，皆積極的にばらけて座っていました。 

・ テキスト代が細かいので，受付の方が大変だと思いました。 
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ＳＰＯＤ研修アンケート集計結果

研修名：平成２７年度（第２回）大学人・社会人としての基礎力養成プログラム研修（共通科目）
実施日：平成２７年９月１７日（木）～９月１８日（金）
実施会場：愛媛大学総合情報メディアセンター４階　第６演習室
当日参加者数：３９名
アンケート回答者数：３９名

(1) 所属先

回答数 割合
① ４年制大学 38 97.4
② 短期大学 0 0.0
③ 高等専門学校 1 2.6
④ その他（ ） 0 0.0

計 39 100.0

(2) 所属先の設置者

回答数 割合
① 国（国立大学法人） 36 92.3
② 地方自治体(公立大学法人を含む) 0 0.0
③ 学校法人 3 7.7
④ その他(独立行政法人) 0 0.0

計 39 100.0

(3) 現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキルは何ですか。（具体的に）

別紙記載

２．研修参加への経緯について

(1) 研修目的や内容についてある程度知った上で参加した

回答数 割合
④ そう思う 19 48.7
③ どちらかといえばそう思う 15 38.5
② どちらかといえばそう思わない 4 10.3
① そう思わない 1 2.6

計 39 100.0

(2) 自分自身で能力開発の必要性を感じて参加した

回答数 割合
④ そう思う 26 66.7
③ どちらかといえばそう思う 12 30.8
② どちらかといえばそう思わない 1 2.6
① そう思わない 0 0.0

計 39 100.0

回答数 割合
④ そう思う 2 5.1
③ どちらかといえばそう思う 15 38.5
② どちらかといえばそう思わない 17 43.6
① そう思わない 5 12.8

計 39 100.0

(3) 研修内容をすぐに活用しなければならない状況で参加した

④ そう思

う 
③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

① そう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

① そう思

わない 
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回答数 割合
④ そう思う 20 51.3
③ どちらかといえばそう思う 19 48.7
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 39 100.0

３．研修プログラムの設計について

(1) 研修の目的は明確に設定されていた

回答数 割合
④ そう思う 29 74.4
③ どちらかといえばそう思う 10 25.6
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 39 100.0

(2) 研修は自分の業務に活かせる内容だった

回答数 割合
④ そう思う 16 41.0
③ どちらかといえばそう思う 20 51.3
② どちらかといえばそう思わない 3 7.7
① そう思わない 0 0.0

計 39 100.0

(3) 研修はわかりやすい順序ですすめられた

回答数 割合
④ そう思う 31 79.5
③ どちらかといえばそう思う 8 20.5
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 39 100.0

(4) 研修会場は快適な環境だった

回答数 割合
④ そう思う 18 46.2
③ どちらかといえばそう思う 15 38.5
② どちらかといえばそう思わない 5 12.8
① そう思わない 1 2.6

計 39 100.0

(5) 研修内容は丁度良いレベルに設定されていた

回答数 割合
④ そう思う 22 56.4
③ どちらかといえばそう思う 17 43.6
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 39 100.0

回答数 割合
④ そう思う 22 56.4
③ どちらかといえばそう思う 15 38.5
② どちらかといえばそう思わない 2 5.1
① そう思わない 0 0.0

計 39 100.0

(4) 上司はこの研修への参加を肯定的に捉えている

(6) 研修時間は研修目的を達成するために丁度良い長さだった

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

① そう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

④ そう思

う ③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 
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(7) 研修の実施時期は適当だった

回答数 割合
④ そう思う 17 43.6
③ どちらかといえばそう思う 18 46.2
② どちらかといえばそう思わない 4 10.3
① そう思わない 0 0.0

計 39 100.0

(8) 研修会場には十分な設備が整っていた

回答数 割合
④ そう思う 30 76.9
③ どちらかといえばそう思う 8 20.5
② どちらかといえばそう思わない 1 2.6
① そう思わない 0 0.0

計 39 100.0

(9) 参加者の人数は適当だった

回答数 割合
④ そう思う 25 64.1
③ どちらかといえばそう思う 13 33.3
② どちらかといえばそう思わない 1 2.6
① そう思わない 0 0.0

計 39 100.0

４．研修スタッフについて

(1) 講師の言動は学習意欲を高めた

回答数 割合
④ そう思う 31 81.6
③ どちらかといえばそう思う 6 15.8
② どちらかといえばそう思わない 1 2.6
① そう思わない 0 0.0

計 38 100.0

(2) 事務局は手際よく研修を運営していた

回答数 割合
④ そう思う 33 86.8
③ どちらかといえばそう思う 4 10.5
② どちらかといえばそう思わない 1 2.6
① そう思わない 0 0.0

計 38 100.0

(3) 講師は研修に必要な知識を十分に持っていた

回答数 割合
④ そう思う 36 94.7
③ どちらかといえばそう思う 2 5.3
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 38 100.0

(4) 講師の用意した教材はわかりやすかった

回答数 割合
④ そう思う 34 89.5
③ どちらかといえばそう思う 4 10.5
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 38 100.0

※1名未回答

※1名未回答

※1名未回答

※1名未回答

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思う 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 
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(5) 事務局の対応は丁寧だった

回答数 割合
④ そう思う 32 84.2
③ どちらかといえばそう思う 6 15.8
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 38 100.0

５．研修成果について

回答数 割合
④ そう思う 21 55.3
③ どちらかといえばそう思う 16 42.1
② どちらかといえばそう思わない 1 2.6
① そう思わない 0 0.0

計 38 100.0

回答数 割合
④ そう思う 19 50.0
③ どちらかといえばそう思う 19 50.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 38 100.0

(3) 研修の内容は十分理解できた

回答数 割合
④ そう思う 22 59.5
③ どちらかといえばそう思う 14 37.8
② どちらかといえばそう思わない 1 2.7
① そう思わない 0 0.0

計 37 100.0

(4) 新たに人的なつながりをつくることができた

回答数 割合
④ そう思う 9 25.0
③ どちらかといえばそう思う 11 30.6
② どちらかといえばそう思わない 14 38.9
① そう思わない 2 5.6

計 36 100.0

受講して良かったと思われる点を、具体的にお書きください。

別紙記載

６．研修全体について

(1) 研修は全体的に満足できるものだった

回答数 割合
④ そう思う 31 83.8
③ どちらかといえばそう思う 6 16.2
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 37 100.0

※1名未回答

※1名未回答

※1名未回答

※2名未回答

※3名未回答

※2名未回答

(2) 受講したことによって業務の取り組み方が改善されると思う

(1) 自分に必要な知識やスキルを身につけることができた

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

④ そう思

う 
③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 
③ どちら

かといえ

ばそう思う 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

① そう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 
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(2)　研修は期待を上回る内容だった

回答数 割合
④ そう思う 25 67.6
③ どちらかといえばそう思う 11 29.7
② どちらかといえばそう思わない 1 2.7
① そう思わない 0 0.0

計 37 100.0

(3)　今後もこの研修を継続していくべきだと思う

回答数 割合
④ そう思う 34 91.9
③ どちらかといえばそう思う 3 8.1
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 37 100.0

研修をよりよいものとするために改善すべき点があれば、具体的にお書きください。

別紙記載

７．ＳＰＯＤにおけるＳＤプログラム開発ついて

今後，ＳＰＯＤにおいて専門職養成プログラムを開発する
予定ですが，どのような分野のＳＤプログラムが必要だと
思いますか。（複数回答可）

回答数 割合
① 総務系 13 33.3
② 財務系 17 43.6
③ 施設系 4 10.3
④ 図書系 0 0.0
⑤ 情報処理系 23 59.0
⑥ 医事系 4 10.3
⑦ その他 5 12.8

その他の記述内容
・語学系
・Access応用
・国際関係

※2名未回答

※2名未回答

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

① 総務系 

② 財務系 

③ 施設系 

⑤ 情報処

理系 

⑥ 医事系 

⑦ その他 
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【自由記述欄】 

 

１（３）現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキル・知識は何ですか。（具体的に） 
 

【パソコン】 

・ PCスキル（業務の効率化）（１２） 

・ Excel（数式等の使い方等）（６） 

・ 情報処理に関する知識（２） 

・ ネットワークの基礎知識 

・ 共有サーバーの管理スキル 

・ システム系の知識 

・ Accessのもう一段進んだスキルアップ 

・ Accessで自在にレポートを作成できるようになること。 

・ 資産管理をしているので，Excelや Accessを効率よく使えるようになりたい。 

・ 現在の Excelで管理している業務の効率化をはかるため Accessの知識・スキルが必要だと感じて

います。 

・ Accessを使ってデータを管理するために必要な組み立てるスキル。どのように組み立てると自分

が望む入力フォーム，印刷レポートになるかがまだうまく考えられない。 

・ 大量のデータをまとめて表の作成やデータの計算を行う。今まで作成したデータを整理する。 

・ データを整理し，必要時に抽出することに手間をとらないこと。 

 
【その他】 

・ 語学力（英語）（７） 

・ プレゼンスキル 

・ パワポ等プレゼン資料作り及びプレゼン・ 教員免許に関する法律の知識 

・ 教務系業務しか経験していないため，総務・財務系の知識 

・ 総務に関する（人事，給与，社会保険等）知識 

・ 放射線取扱について（主任者資格） 

・ 著作権法 

・ 基本的な事務に必要なスキル 

・ 初見の仕事を素早くこなすための仕事術 
 

 

５．受講して良かったと思われる点を，具体的にお書き下さい。 
 

・ 基礎固めを行うことができ，発展した内容について自主学習する準備が出来たこと。 

・ 落ち着いたスピードで進めていただけたので，しっかり理解することができました。 

・ データベースの活用方法がわかり，使い易いことがわかった。あとは，設計図を上手に構築できる

かの努力が必要。 

・ 習ったことをすぐに演習で復習することができたので，よく身についたように思います。 

・ スキルを身につけられた。 

・ 普段の業務で役立つ。 
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・ 復習問題があることで，普段の業務を思い浮かべることができ，普段の業務に生かせるよう頑張り

たいと思いました。 

・ 自己流で人の作成したデータベースをさわっていたが，基本から学び，自分で作ってみようという

気がおきた。 

・ 集中して学ぶことができた。 

・ Accessについて全く知らなかったため，どのようなもので，どのような時に使うかが分かったた

め，日々の業務に取り入れるかどうか検討できるようになった。 

・ 今まで全く理解していなかった Accessの仕組みが分かった。また，学内でも今まで関わりがなか

った方と関わることができた。 

・ Accessが難しいというイメージがなくなり，業務に活用したいと思えたこと。 

・ 丁寧に解説していただけたため，基本的な知識・技術を身につけることができたこと。 

・ まだ完全に理解できているとは言えないが，積極的に Accessを業務に取り入れようと思うことが

できた。 

・ Accessを使用することによって，今まで作った大量の Excelデータをまとめ，整理することがで

きると思う。これを上手に使いこなし，表の作成やデータ管理を効率よく行いたい。 

・ 講師の方のお話がとても聞き取りやすかった。話の内容もとても分かりやすかった。 

・ 業務で Accessのシステムを使用していたのですが，仕組みを詳しく理解していなかったので，今

回教えていただいて，自分が使用中のシステムの作りについて理解できました。 
  

  
 
６．研修をよりよいものとするために改善すべき点があれば，具体的にお書き下さい。 

 

【内容】 

・ 講師の方の説明が，ゆっくり・丁寧でとても分かりやすかったです。問題数も多く難しかったです

が，全部解けることができて達成感がありました。ありがとうございました。 

・ 講習の方の説明，スピード，内容とも十分に満足です。ありがとうございました。 

・ ゆっくりと丁寧に説明してくださり，とても分かりやすかったです。自分の理解力と PC操作が遅

くて落ち込みました。2日間ありがとうございました。 

・ 手順が全て書かれていたため，もう少し自分でどれを使ってつくるかなど，考えるところがあれば

より一人でできるようになったと思う。 

・ テキスト他回答例がいただけると復習しやすい。 

・ もう少し長い方が良い。 

・ Access初心者の中でも作業スピードにかなりの差があるため，作業が終わった方は時間を持て余し

ていたのではないかと感じた。 

 

【その他】  

・ 空調が寒かった。（３） 

・ 空気が悪かったので，時々喚起して欲しい。 

・ テキスト代は拠出金から。 

・ 大型連休前の２日間を全て研修に費やすのは，日常の業務をこなす上では時期的に大変だったので，

できれば少しずれていると助かると思いました。 
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ＳＰＯＤ研修アンケート集計結果

研修名：平成２７年度「大学人・社会人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅡ）」
実施日：平成２７年１０月１４日（水）～１０月１５（木）
実施会場 : 愛媛大学校友会館２階　サロン
アンケート回答者数：２０名

１．参加者ご自身について

(1)　所属先

回答数 割合
①  ４年制大学 17 85.0
②  短期大学 0 0.0
③  高等専門学校 3 15.0
④  その他（　　　　　　　） 0 0.0

計 20 100.0

(2)　所属先の設置者

回答数 割合
①  国（国立大学法人） 　 18 90.0
②  地方自治体(公立大学法人を含む) 0 0.0
③  学校法人　　　　　　 2 10.0

　 ④　その他(　　　　　　　) 0 0.0
計 20 100.0

(3)　現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキルは何ですか。（具体的に）

別紙記載

２．研修参加への経緯について

(1)　研修目的や内容についてある程度知った上で参加した

回答数 割合
④ そう思う 3 15.0
③ どちらかといえばそう思う 6 30.0
② どちらかといえばそう思わない 7 35.0
① そう思わない 4 20.0

計 20 100.0

(2)　自分自身で能力開発の必要性を感じて参加した 

回答数 割合
④ そう思う 1 5.0
③ どちらかといえばそう思う 7 35.0
② どちらかといえばそう思わない 11 55.0
① そう思わない 1 5.0

計 20 100.0

(3)　研修内容をすぐに活用しなければならない状況で参加した

回答数 割合
④ そう思う 0 0.0
③ どちらかといえばそう思う 3 15.0
② どちらかといえばそう思わない 13 65.0
① そう思わない 4 20.0

計 20 100.0

④ そう

思う 

③ どち

らかとい

えばそう

思う 

②どちら

かろいえ

ばそう思

わない 

①そう思

わない 

④ そう

思う 

③ どち

らかとい

えばそう

思う 

② どち

らかとい

えばそう

思わな

い 

① そう

思わな

い 

③ どち

らかとい

えばそう

思う 

② どち

らかとい

えばそう

思わな

い 

① そう

思わな

い 
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(4)　上司はこの研修への参加を肯定的に捉えている

回答数 割合
④ そう思う 8 40.0
③ どちらかといえばそう思う 10 50.0
② どちらかといえばそう思わない 2 10.0
① そう思わない 0 0.0

計 20 100.0

３．研修プログラムの設計について

(1)　研修の目的は明確に設定されていた

回答数 割合
④ そう思う 9 47.4
③ どちらかといえばそう思う 10 52.6
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 19 100.0

(2)　研修は自分の業務に生かせる内容だった 

回答数 割合
④ そう思う 11 57.9
③ どちらかといえばそう思う 8 42.1
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 19 100.0

(3)　研修はわかりやすい順序ですすめられた

回答数 割合
④ そう思う 12 63.2
③ どちらかといえばそう思う 7 36.8
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 19 100.0

(4)　研修会場は快適な環境だった

回答数 割合
④ そう思う 12 60.0
③ どちらかといえばそう思う 8 40.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 20 100.0

(5)　研修内容は丁度良いレベルに設定されていた

回答数 割合
④ そう思う 9 47.4
③ どちらかといえばそう思う 10 52.6
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 19 100.0

(6)　研修時間は研修目的を達成するために丁度良い長さだった 

回答数 割合
④ そう思う 6 31.6
③ どちらかといえばそう思う 12 63.2
② どちらかといえばそう思わない 1 5.3
① そう思わない 0 0.0

計 19 100.0

※1人未回答

※1人未回答

※1人未回答

※1人未回答

※1人未回答
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(7)　研修の実施時期は適当だった

回答数 割合
④ そう思う 8 40.0
③ どちらかといえばそう思う 7 35.0
② どちらかといえばそう思わない 5 25.0
① そう思わない 0 0.0

計 20 100.0

(8)　研修会場には十分な設備が整っていた

回答数 割合
④ そう思う 12 60.0
③ どちらかといえばそう思う 8 40.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 20 100.0

(9)　参加者の人数は適当だった

回答数 割合
④ そう思う 11 55.0
③ どちらかといえばそう思う 9 45.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 20 100.0

４．研修スタッフについて

(1)　講師の言動は学習意欲を高めた

回答数 割合
④ そう思う 12 60.0
③ どちらかといえばそう思う 8 40.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 20 100.0

(2)　事務局は手際よく研修を運営していた 

回答数 割合
④ そう思う 13 65.0
③ どちらかといえばそう思う 7 35.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 20 100.0

(3)　講師は研修に必要な知識を十分に持っていた

回答数 割合
④ そう思う 14 70.0
③ どちらかといえばそう思う 6 30.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 20 100.0

(4)　講師の用意した教材はわかりやすかった

回答数 割合
④ そう思う 13 65.0
③ どちらかといえばそう思う 7 35.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 20 100.0
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(5)　事務局の対応は丁寧だった

回答数 割合
④ そう思う 14 70.0
③ どちらかといえばそう思う 6 30.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 20 100.0

５．研修成果について

(1)　自分に必要な知識やスキルを身につけることができた

回答数 割合
④ そう思う 5 25.0
③ どちらかといえばそう思う 13 65.0
② どちらかといえばそう思わない 2 10.0
① そう思わない 0 0.0

計 20 100.0

回答数 割合
④ そう思う 7 35.0
③ どちらかといえばそう思う 13 65.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 20 100.0

(3)　研修の内容は十分理解できた

回答数 割合
④ そう思う 7 35.0
③ どちらかといえばそう思う 12 60.0
② どちらかといえばそう思わない 1 5.0
① そう思わない 0 0.0

計 20 100.0

(4)　新たに人的なつながりをつくることができた

回答数 割合
④ そう思う 7 35.0
③ どちらかといえばそう思う 13 65.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 20 100.0

受講して良かったと思われる点を、具体的にお書きください。

別紙記載

６．研修全体について

(1)　研修は全体的に満足できるものだった

回答数 割合
④ そう思う 14 70.0
③ どちらかといえばそう思う 6 30.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 20 100.0

(2)　受講したことによって業務の取り組み方が改善されると思う 
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(2)　研修は期待を上回る内容だった 

回答数 割合
④ そう思う 10 50.0
③ どちらかといえばそう思う 8 40.0
② どちらかといえばそう思わない 2 10.0
① そう思わない 0 0.0

計 20 100.0

(3)　今後もこの研修を継続していくべきだと思う

回答数 割合
④ そう思う 11 55.0
③ どちらかといえばそう思う 9 45.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 20 100.0

研修をよりよいものとするために改善すべき点があれば、具体的にお書きください。

別紙記載

７．ＳＰＯＤにおけるＳＤプログラム開発ついて

今後，ＳＰＯＤにおいて専門職養成プログラムを開発する
予定ですが，どのような分野のＳＤプログラムが必要だと
思いますか。（複数回答可）

回答数 割合
① 総務系 9 45.0
② 財務系 11 55.0
③ 施設系 1 5.0
④ 図書系 1 5.0
⑤ 情報処理系 5 25.0
⑥ 医事系 2 10.0
⑦ その他 5 25.0

⑦その他
・クロスオーバー系
・学生支援
・障害学習支援
・新入職員への愛媛大学の業務ルール
・学務系

① 総務

系 

② 財務

系 

③ 施設

系 

④ 図書

系 

⑤ 情報

処理系 

⑥医事
系 

⑦ その

他 

④ そう

思う 

③ どち

らかとい

えばそう

思う 

② どち

らかとい

えばそう

思わな

い 

④ そう
思う 

③ どち

らかとい

えばそう

思う 
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１（３）現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキル・知識は何で
すか。（具体的に） 

・ プレゼン能力（５） 

・ 人前力（３） 

・ 業務に必要な知識を身につける（規程，マニュアルの把握）（２） 

・ 企画力・スケジュール調整（２） 

・ しかるスキル・部下の育成力・報連相の環境作り（２） 

・ 用語についての知識 

・ マネジメント能力（プロジェクトを管理） 

・ コミュニケーションスキル 

・ わかりやすく簡潔に用件を説明するスキル 

・ 他のセクションとの交流 

・ 財務系の専門知識（国立大学法人会計基準，財務会計システム等々） 

・ システムのスキルアップ 

 

５．受講して良かったと思われる点を，具体的にお書き下さい。 

・ プロジェクトの組み方の基礎や進めていく流れが理解できた。（５） 

・ 日々の業務に役立てていけそう。（４） 

・ WBEを教えていただいたこと。 

・ 今回教えて頂いたことが，自然にできるようになれば，最短で効率良く仕事が出来るかな

と思えたこと。 

・ 空・雨・傘プロセスという有効な考え方を学ぶ事ができた。 

・ リスクマネジメントを考えること。 

・ 無意識に行っていることを具体的に理解できた。 

・ 普段の自分を見直すことができた。 

・ 全員が参加できた。 

 

６．研修をよりよいものとするために改善すべき点があれば，具体的にお

書き下さい。 

・ 日程的にあと１日欲しい。 

・ 課題の設定。 

・ 業務の効率化・改善等につなげていけるような専門職養成プログラムを実施していただき

たい。 

・ 計画（スケジュール）の立て方について，実際にやってみるとか，もう少し詳しく教えて

欲しかった。 
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平成２７年９月７日 

徳島大学 教職員 

ＳＰＯＤ加盟校 教職員 各位 

  徳島大学ＦＤ委員会委員長      

赤 池 雅 史    

平成２７年度徳島大学ＦＤ推進プログラム「大学教育 

カンファレンス in 徳島」 研究発表者募集（ご案内） 

  徳島大学では，これまでのＦＤ活動の成果を検証し，ＦＤネットワークを充実・発展させ

る機会となるよう，本学や他の高等教育機関で行なわれている教育実践の先駆的な取り組み

を共有し，大学教育の質的向上に向けた努力の成果を確認するための教育カンファレンスを

開催します。また，今年度もＳＰＯＤ（四国地区大学教職員能力開発ネットワーク）の研修

プログラムの一環としても実施します。教職員・学生の皆様の積極的な参加をお待ちしてお

ります。（なお，このプログラムでの発表は，徳島大学教員業績評価の際，国内学会での発表

と同等の扱いとなっています。） 

１．会期・会場 

会期：平成２８年１月６日（水） 

会場：徳島大学共通教育４号館 他 

２．主要プログラム（予定） 

8：30  ～  9：00 

9：00  ～  9：15 

9：15  ～ 10：00 

10：10  ～ 11：40 

11：55  ～ 13：15 

13：30  ～ 15：00 

15：10  ～ 16：40 

16：50  ～ 18：05 

受付 

挨拶（高石 喜久 教育担当理事） 

研究発表Ⅰ（口頭発表） 

ＡＰシンポジウム（反転授業）＆ワークショップ 

ポスター発表（在席責任 40分・交代制） 

特別講演（京都大学高等教育研究開発推進センター長 飯吉 透） 
ＡＰシンポジウム（アクティブ・ラーニング）＆ラウンドテーブル 

研究発表Ⅱ（口頭発表） 

※ＡＰシンポジウムとは，大学教育再生加速プログラムのシンポジウムです。 

３．研究発表 

（１）研究発表の形式： 研究発表の形式は，口頭発表，ポスター発表，ラウンドテーブルが

あります。また，教育実践のためのワークショップによる発表も受け付けます。 

（２）発表要件： 

①発表者は，常勤・非常勤を問わず，ＳＰＯＤ加盟校に関わりのある教職員，学部学生，

大学院生及び社会人。（ただし社会人については，事前審査等を行う場合があります。）

②発表内容の抄録原稿を A4用紙 2枚（45字×45行）にまとめ，平成２７年１１月９日

（月）までに, ＰＤＦ形式に変換して提出すること。（抄録テンプレートについては，

事務局より入手可能）なお，抄録は当日配付のほか，事前に大学教育カンファレンス

in徳島のホームページに掲載されます。

【 発表申し込みは，別紙にて平成２７年１０月５日（月）までに事務局へ 】 

1
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（３）発表内容：全学共通（教養）教育，学部専門教育，大学院教育，公開講座等の授業に

関わるもの，また，職員や学生の能力開発に関わるもので，教育改善・授業改善や，

職能開発に関する実践報告にとどまらず，実践成果の評価の分析，および考察を含む

発表であること。 

 

４．研究発表の申し込み要領 

「平成２７年度 大学教育カンファレンス in徳島 発表申込用紙」（Wordファイル）をイン

ターネットからダウンロードの上（http://www.cue.tokushima-u.ac.jp/fd/），必要事項を

入力し，大学教育カンファレンス in徳島事務局宛に E-mailの添付ファイルでお送りくだ

さい。発表申し込みの〆切は平成２７年１０月５日（月）です。なお，連名発表の場合は，

第１発表者の方のみお申し込みください。また，一連発表の場合は，その旨を明記してく

ださい。 

 

５．お問い合わせ・連絡先 

大学教育カンファレンス in徳島事務局 

     〒徳島市新蔵町２丁目２４番地 徳島大学学務部教育支援課教育企画室教育企画係内 

TEL: 088-656-7686  FAX: 088-656-7688（内線：7115） 

      E-mail: kykikakuk@tokushima-u.ac.jp 

 

６．主 催 

徳島大学ＦＤ委員会 

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク 

 

※抄録原稿の体裁について 

（抄録テンプレートはhttp://www.cue.tokushima-u.ac.jp/fd/ からダウンロードできます。） 

 

(1) 原稿の 1枚目に，表題，著者名，所属

を記載する。 

(2) 1 頁 1,800 文字程度（図表が入る場合

はこの限りではない）で A4用紙 2頁以

内とする。 

(3）本文の文字は，MS 明朝体 10.5 ポイン

トを使用する。タイトルは，MSゴシッ

ク体 16ポイント，章節項等の見出し及

びキーワードは，MS ゴシック体 10.5

ポイントを使用する。 

(4）本文は，原則として 2段組とし，章節

項等の見出しの上は 1行空ける。また，

本文は，見出しの後に行を空けずに記

述する。 

(5）原稿は，必ず PDF形式に変換して，大

学教育カンファレンス in 徳島事務局

まで E-mail の添付ファイルで提出す

る。 

発表抄録レイアウト 

 
 

左余白 
20mm 

 
 

表題（MS ｺﾞｼｯｸ，16pt） 

※副題（MS ｺﾞｼｯｸ，16pt） 

著者名（MS明朝，12pt） 

所属（MS明朝，12pt） 

2 段組み

でおよそ

2文字分 

あける 

22文字 
程度 

（本文） 

MS明朝，10.5pt 

（本文）

 
  

 

上余白 25mm 

右余白 
20mm 

発表抄録レイアウト例 

 

下余白 
20mm 
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平成27年度 ＦＤ推進プログラム

大学教育カンファレンス in徳島大学教育カンファレンス in徳島大学教育カンファレンス in徳島大学教育カンファレンス in徳島

■

平成27年度 ＦＤ推進プログラム

主 催　徳島大学FD委員会　大学教育再生加速プログラム実施専門委員会　四国地区大学教職員能力開発ネットワーク

参加費
無料

※情報交換会ご出席の方は
会費が3,000円

となります。

飯吉 透先生講
師

京都大学高等教育
研究開発推進センター長 教授

13：30～15：00特 別 講 演
ＩＣＴを利用した効果的な
教育・学習のための授業設計と実践

参加方法
どなたでもご参加いただけます。
当日直接会場へお越しいただき、
受付をしてください。

徳島大学学務部教育支援課教育企画室
大学教育カンファレンスin徳島事務局
〒770-8501 徳島市新蔵町2-24 
TEL088-656-7686
E-mail:kykikakuk@tokushima-u.ac.jp
http://www.tokushima-u.ac.jp/cue/fd/

参 加 方 法

お問い合わせ

［ アクセス ］

助任橋

●徳島
新聞社

●パークウエストン

●市立体育館

そごう●
バスターミナル

中央公園
城 山

徳島駅

鳴門・神戸方面↑

↓阿南方面

徳島
大学

●徒歩の場合　　　30分
●バス利用の場合　20分
　徳島駅前より徳島市営バス「島田石橋」行、　　
　「商業高校」行他に乗車し、「助任橋」又は
　「徳島大学前」又は「徳島大学南」下車徒歩5分

■プロサッカーチームを活用した実践事例
■アクティブ・ラーニングを通じた政策コンペティションの実践
■職場巡視体験演習を通した看護大学生の学び
■ラーニング・マネジメント・システムを活用した反転授業の工夫

口頭発表
ワークショップ

午　前

※カンファレンス終了後に情報交換会を行います。

9：00～9：15開 会 挨 拶

研 究 発 表
9件／  9：15～10：00

2件／10：10～11：40

10件／16：50～18：05口頭発表
ポスター発表 13件／11：55～13：15

アクティブラーニングを取り入れた
自律英語学習支援について
－オリジナルな英語学習方法について考えよう－

アクティブからパフォーマティブラーニングへ
－身体とこえとことばを体験する－ 「反転授業」をやってみた－2014年からの実践を通して－

※APとは大学教育再生加速プログラムのことです。

主要プログラム 午 前

ＡＰシンポジウム（反転授業） 午 前

ＡＰシンポジウム（アクティブ・ラーニング） 
　＆ ラウンドテーブル

午 後
午 後

受 付 ： 徳島大学 共通教育4号館 ２階ホール
会 場 ： 徳島大学 共通教育4号館 等

2016年1月6日 （水）9：00～18：05 
（8：30受付開始）

ICTの活用によって、より多様で柔軟な教育・学習を可能にするような
新たな教育方法、学習環境、効果的な授業設計と実践のあり方につい
て、具体的な事例を通して概観・考察し、さらにこれからの教育システ
ムや社会の姿とその可能性を予見します。

10：10～11：40

15：10～16：40

※駐車場が限られているため、
できるだけ公共交通機関をご利用の上、

ご来場お願いします。

P
共通教育４号館

共通教育４号館
2階ホール



18：30～20：30　情報交換会  ＜クレア（第２食堂）＞

①高大接続科目・数学から見える学生の学習状況　
②東日本大震災から学ぶ、防災教育の実態とあり方～福島と

徳島における放射線教育についての調査報告を含めて～
③色覚特性者に関する予備調査の結果と光応用工学から

教育工学に対して可能な提案　
④公開講座におけるプロトタイピング手法を用いた体験型

教育の実践　
⑤ゲーム開発によって向上する能力を考察　
⑥アカデミック・ポートフォリオ作成ワークショップに関する一考察

平成27年度 大学教育カンファレンス in 徳島  プログラム

副学長挨拶　高石　喜久　＜共通教育4号館202講義室＞  司会 ： 赤池雅史

司会 ： 川野卓二  
＜4号館201講義室＞

①Jリーグチームをフィールドとした
体験学習プログラムのジェネリッ
クスキル評価

■アクティブラーニングを取り入れ
た自律英語学習支援について

■プロサッカーチームを活用した実践事例
■アクティブ・ラーニングを通じた政策コンペティション

の実践

■職場巡視体験演習を通した看護大学生の学び
■ラーニング・マネジメント・システムを活用した反転授業の

工夫

■アクティブからパフォーマティブ
ラーニングへ

①学生と図書館職員の協働による学習
支援の実績と将来展望～学びサポート
企画部のこれまでとこれから～

②ジェネリックスキル育成の試行と検証 ②ロケットプロジェクトを通して得ら
れたこと

③阿南高専におけるAP事業の取組
状況報告―コンピテンシー育成と
学修成果の可視化―

③先行研究を活かしたたたらプロ
ジェクトの取り組み

①中学・高校への化学実験出張講義
におけるティーチングアシスタン
トの役割と継続的改善

②社会人および大学院生を対象とした
危機管理人材養成プログラムの実践

③化学応用工学科学部生の大学院
進学に関する意識

会期：2016年1月6日（水）　会場：徳島大学共通教育4号館 等

口 頭 発 表 A 口 頭 発 表 C

ワ ー ク シ ョ ッ プ A

ポ ス タ ー 発 表

ワ ー ク シ ョ ッ プ B ＡＰシンポジウム（反転授業）

口 頭 発 表 B

口 頭 発 表 D 口 頭 発 表 E

①初年次教育でラーニングスキル、ティーチングスキル
の向上を目指した組織的取り組み

　－「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の実施－

①燃料電池の製作と改良

②学生アンケートに基づく初年次教育プログラムの現状と
課題―「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組

②コイルガンの変換効率向上に向けての研究と成果

③アクティブラーニングのステップアップとしての協働
学習－フォーラム・シアターの実践を通して－

③教学IRデータをいかに可視化するか
　―愛媛大学の事例を通じて―

④卒業研究の教育改善を目指した取組みについて

⑤共通教育における持続可能な社会を目指す体験型学習

④徳島大学における授業コンサルテーションの成果と
課題

⑤徳島大学における「科目ナンバリング・システム」
　作成の試みと今後の展望

9：15

10：00

10：10

11：40

特 別 講 演

ＡＰシンポジウム（アクティブ・ラーニング） ＆ ラウンドテーブル

演題： ＩＣＴを利用した効果的な教育・学習のための
　　授業設計と実践
講師： 飯吉　透先生 （京都大学高等教育研究開発推進センター長 教授）

13：30

15：00

15：10

16：40

11：55

13：15

9：00 
9：15

16：50

18：05

－オリジナルな英語学習方法について考えよう－ －身体とこえとことばを体験する－ －2014年からの実践を通して－

■「反転授業」をやってみた

⑦臨床実習での技能トレーニングにおける反転授業の効果
⑧ICT活用教育を目指したLMS導入初年次の取組　
⑨大人数制キャリア教育における効果的手法の開発と検証

―アクティブ・ラーニングによる社会人基礎力の育成― 
⑩コンピテンシー育成を意識した授業実践　
⑪共通教育課程における留年のリスクファクターに関する研究
⑫映画を活用した授業実践－ジェネリックスキルの育成に向けて－
⑬基礎物理学講義のFCIによる評価　



平成２７年度愛媛大学教育改革シンポジウム実施要項 
 
■ 目的 

愛媛大学の教育改革の現状を広く知らせるため，愛媛大学教育改革促進事業採択課題

の進捗状況及び成果を含め，学内外で評価されている本学の教育改革の取組について，

広く公表し，教育内容・方法の改善に関する理解を深める。 

 

■ 日時  平成２８年３月４日（金） １３：３０～１５：５０ 

 

■ 場所  法文学部２号館 

     ・事例発表  ： ３階 ３０５講義室 

     ・ポスターセッション ： ２階 第一会議室 

  

■ プログラム 

 １．愛媛大学の教育改革について【13:30～13:40】（10分） 

   ※平成28年度愛大ＧＰ特別テーマ及び教育コーディネーター研修会のテーマも 

併せて説明 

 

２．学内の教育改革の事例報告【13:40～14:40】 

①社会共創学部（20分） 

②法文学部（10分） 

③教育学部（10分） 

④農学部  (10分) 

⑤質疑応答（10分） 

 

（休憩及び会場移動） 

  

３．愛媛大学教育改革促進事業採択取組の実施総括（ポスターセッション）【14:50～15:50】 

     ポスターによる発表、参加者との質疑応答を通じ、発表者・参加者双方が教育内容・方法

の改善に関する理解を深める。また、学生や一般参加者に対しても、愛媛大学の教育改

革の現状を広く知らせる。 

・26年度採択グループ（17件）においては、２年間の実績報告 

・27年度採択グループ（6件）においては、１年間の中間報告 

 

■ 参加対象者   学部長，教育コーディネーター，一般教職員，学生，その他一般 
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「学生主体」の授業デザインワークショップ（基礎編）実施要項 

 

１．主  催 

高知大学 大学教育創造センター 

本ワークショップは『四国地区大学教職員能力開発ネットワーク(SPOD)』事業の一環である。 

 

２．日 程 

平成２８年 ３月２８日（月） １０時００分～１７時３０分 

 

３．場 所 

高知大学朝倉キャンパス 共通教育棟３号館３１０番教室 

 

４．対象者 

１）高知大学教職員 

２）ＳＰＯＤ加盟校教職員 

 

５．定 員 

 ３０名 

 

６．目 的 

  教員の「何を教えたか」ではなく、学生たちが「何を学んだか」に注目した能動的な学習（アクテ

ィブ・ラーニング）を授業に導入するための、基本的な知識と技法について学びます。これまでの講

義法ではなく、学生参加型の主体的な授業であるアクティブラーニングをどのように授業内で仕掛け

て、学生の主体的な学びをデザインするかについて、実際に自ら参加し体験しながら学ぶことで、理

解を深めていきます。新年度が始まりすぐに使えるアクティブラーニングの知識と技法の獲得を目指

します。 

 

７．目 標 

 １）学修効果が高まる学習方法の理論を理解する 

 ２）効果的なオープニングとクロージング方法の実践案を見出す 

 ３）学生の授業への自主的な参画を促進する手法を検討し、実践案を見出す 

 

８．研修形態 

 １）体験型研修です。複数のセッションに分かれて、ミニ講義とグループ作業を繰り返します。 

 ２）異なる専門分野の教員が、普段着で対等な意見交換をすることで、学修効果を高めます。 

 ３）研修自体がグループ学習形式であり、学生参加型授業を体験します。 
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９．その他 

１）研修が長時間に渡りますので，普段着でお越しください。 

２）ご都合により参加できなくなる場合は，１週間前までに必ずご連絡ください。 

３）当日，カメラでの撮影を行いますので了承ください。 

４）事後にアンケートをお願いすることになりますのでご協力お願いいたします。 

 

１０．お申し込み・問い合わせ 

以下の項目をご回答の上，申し込み先にご連絡ください。 

※高知大学以外の方は所属大学の担当窓口にお申し込み下さい。 

１）お名前（氏名・ふりがな） 

２）ご所属（学部、機構、センター等） 

３）メールアドレス 

４）電話番号 

 

＜高知大学申し込み・問い合わせ先＞ 

E-mail： y-spod@kochi-u.ac.jp   TEL：(088)844-8144 
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「学生主体」の授業デザインワークショップ（応用編）実施要項（案） 

 

１．主 催 

高知大学 大学教育創造センター 

本ワークショップは『四国地区大学教職員能力開発ネットワーク(SPOD)』事業の一環である。 

 

２．日 程 

平成２８年 ３月２９日（火） １０時～１６時 

 

３．場 所 

高知大学朝倉キャンパス 共通教育棟３号館３１０番教室 

 

４．対象者 

１）高知大学教職員 

２）ＳＰＯＤ加盟校教職員 

 

５．定 員 

 ３０名 

 

６．目 的 

  専門性の高い内容を教授する授業を能動的な授業に設計し、実践するために必要となる教授に関わ

る知識と技術を学びます。専門的な内容の授業は、知識をインプットすることに偏りがちで、一方的

な講義スタイルしかできないという考えの枠を広げて、参加者主体の学習に仕掛けることができる具

体的な授業デザイン手法について、実際に体験し、その手法の知識と背景になる考え方、技法を獲得

します。 

また、脳科学的な側面から学生たちに提供する学習環境と授業デザインについても、最新の知見か

ら、「理解」「記憶」から考える授業づくりについて考え方と技法を獲得します。 

 

７．目 標 

 １）専門的な内容の授業づくりにおいて、学生の能動的な学びを仕掛けることができるようになる 

 ２）参加者主体の学びにするための授業方法を獲得し、実践できるようになる 

 ３）学生参加型のグループワークを、自らの授業で導入することができるようになる 

 ４）学生たちの「理解」「記憶」の側面から考えた学習環境と授業デザインについて理解することが 

できる 

 

８．研修形態 

 １）体験型研修です。複数のセッションに分かれて、ミニ講義とグループ作業を繰り返します。 

 ２）異なる専門分野の教員が、普段着で対等な意見交換をすることで、学修効果を高めます。 

 ３）研修自体がグループ学習形式であり、学生参加型授業を体験します。 
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９．その他 

１）研修が長時間に渡りますので，普段着でお越しください。 

２）ご都合により参加できなくなる場合は，１週間前までに必ずご連絡ください。 

３）当日，カメラでの撮影を行いますので了承ください。 

４）事後にアンケートをお願いすることになりますのでご協力お願いいたします。 

 

１０．お申し込み・問い合わせ 

以下の項目をご回答の上，申し込み先にご連絡ください。 

※高知大学以外の方は所属大学の担当窓口にお申し込み下さい。 

１）お名前（氏名・ふりがな） 

２）ご所属（学部、機構、センター等） 

３）メールアドレス 

４）電話番号 

 

＜高知大学申し込み・問い合わせ先＞ 

E-mail： y-spod@kochi-u.ac.jp   TEL：(088)844-8144 
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ＳＰＯＤの将来構想案について 
 
 
長期的方針 ※～平成３５年度 
１．ＳＰＯＤという名称は継続的に使用する 

能力開発の地域ネットワークのリーダーとしてプレゼンスを高めていく 

２．ＳＰＯＤフォーラムを国内最高の教職員研修の機会にする 
 既存のＦＤ・ＳＤプログラムをフォーラムに集約する 

ポスターセッションなどの相互研修機能を強化する 

３．ＳＤの取り組みを発展させる 
 ＳＤ義務化などの政策へ対応する 

 ＳＤのプログラムおよび教材を開発する 

 講師派遣事業を行う 

４．ＦＤの取り組みは焦点化して取り組む 
 ＳＰＯＤフォーラムにおいて多様なＦＤを提供する 

 各加盟校でのＦＤ担当者の養成を支援する 

 加盟校で実施するプログラムを公開する 

５．持続可能なＳＰＯＤの組織体制を構築する 
 各加盟校のＦＤ，ＳＤ戦略に組み込む 

 長期的にＳＰＯＤフォーラムの開催校を確定する 

 安定的な財政基盤を維持する 

 

中期的方針（リーフレット改訂を含む） ※～平成２９年度 
ＦＤ・ＳＤ共通 
ＦＳ－１ ＳＰＯＤフォーラムの開催 

ＦＳ－２ コンサルティング・講師派遣事業 

ＦＳ－３ ＦＤ・ＳＤに関する調査研究 

ＦＳ－４ 情報提供サービス 

 

ＦＤ 
Ｆ－１ ＦＤ担当者の養成 

Ｆ－２ 新任教員研修の実施、公開 

Ｆ－３ ティーチングポートフォリオ研修 

Ｆ－４ 各加盟校におけるプログラムの公開 

 
ＳＤ  
Ｓ－１ ＳＤプログラムの体系的・段階的・継続的実施 

Ｓ－２ 次世代リーダー養成プログラムの実施 

Ｓ－３ ＳＤ講師養成によるＳＰＯＤ−ＳＤの継続的な実施 

Ｓ－４ ＳＰＯＤ－ＳＤＣの輩出 

 

 

（コア会議後修正）資料１２
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Ｓ－１ ＳＤプログラムの体系的・段階的・継続的実施 

（ａ） 大学人・社会人としての基礎力養成プログラムの実施 

職務遂行力（テクニカルスキル），人間力（ヒューマンスキル），管理・運営力（マネジ

メントスキル），等を養成するプログラム 

（ｂ） 職務別能力養成プログラムの実施 

学務系職員，社会連携系職員，国際連携系職員，等に必要な能力を養成するプログラム 

 
Ｓ－２ 次世代リーダー養成プログラムの実施 

次代のトップリーダーとして大学等の経営を担うために必要な「理論」「技能」「態度」

を段階的に学び・修得する 140 時間を超える総合研修プログラム 

 
Ｓ－３ ＳＤ講師養成によるＳＰＯＤ−ＳＤの継続的な実施 

自律（立）的運営を目指し，ＳＰＯＤ−ＳＤプログラムにより知識・技能・態度を身につ

けた職員自らが，次のＳＰＯＤ−ＳＤプログラムの講師となるサイクルの確立 

 
Ｓ－４ ＳＰＯＤ－ＳＤＣの輩出 

自大学のＳＤ活動を振り返り，強みと課題を理解したうえで，新しい情報や他者からの

助言を参考に課題の解決策を見出せるＳＤの実践的指導者（ＳＤコーディネーター／Ｓ

ＤＣ）の養成 
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